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［テーマ］

とうきょうの「食」
～心と体が楽しい“くらしといのち”を結ぶ～

現在「食」に対する考え方が、画一的・スピード重視から、

地産・地消、スローライフ、オーガニック、ロハスなど、

伝統的な地域の食文化や農業を大切にする方向に向いています。

とうきょうの地域色豊かな「食」について紹介します。

［なかの里・まち連携］中野区
なかの里・まち連携は、経済、人のつながり、環境の3つのテーマを基本とし、大都市中野と地方都市がそれぞれの持ち味を活かし

ながら食の安全や暮らしの豊かさの実現、住民同士の交流や生きがいの創出など、住民ニーズに効果的かつ継続的に応える取り組みを

積極的にすすめていく事業です。

暮らしを結ぶ経済交流では、地方都市の安心な産品の販売などを通じ、地方の生産者と中野区の消費者とが、お互いの顔が見える関

係づくりをすすめています。
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［江戸川区特産の小松菜］
江戸川区

江戸川区は都市農業が盛んです。なか

でも、近郊野菜の代表である小松菜の栽

培が有名です。

かつて八代将軍吉宗公が本区に鷹狩り

に来た際、小松川の地名をとり小松菜と

名付けたと云われており、いまでも都内

第1位の生産量を誇るとともに、高品質

の江戸川ブランド野菜として流通してい

ます。

また、地元の生産農家等と連携し、小

松菜を使用した焼酎やうどん、バウムク

ーヘン、アイスクリームなど、江戸川ブ

ランドの小松菜関連商品の展開を図って

います。

［ファーマーズクラブ東 西］江戸川区
新しいタイプの区民農園が21年3月にオープンしました。ファーマーズクラブは従来の農園と

比べ1区画あたり40m2と広く、農家の方から直接耕作指導を受けることで、本格的な農業を体

験することができます。トマト・トウモロコシといった夏野菜からキャベツ・ニンジンなどの

冬野菜まで、年間を通して15種類の野菜を栽培することができ、利用者は野菜を育てる愉しみ

と収穫する喜びを味わっています。

［柏の宮公園の田んぼの稲刈り（平成21年10月）］杉並区
柏の宮公園（かしのみやこうえん：浜田山2）は、草地広場や疎林広場、ビオトー

プ、豊かな樹林につつまれた茶室や日本庭園などから成る約4.3haの区立最大の公園

です。昭和40年ごろまでこの辺りに広がっていた田んぼが約100坪ながらも再現され

ており、耕うん機や除草剤、化学肥料などを使わずに自然の肥料のみを使う「冬季

湛水不耕起栽培（とうきたんすいふこうきさいばい）」と呼ばれる方法で稲を育てて

います。毎年5月には地域の子どもたちや保護者など100人以上が参加して田植えを

行い、10月には黄金色に輝く稲穂をみんなで額に汗しながら一斉に刈り取り、収穫

のよろこびを分かち合います。

［サケの出前授業（平成20年12月）］杉並区
区立高井戸第四小学校（西荻南1）では、1年生を対象に毎

年、岩手県の「いわて食育出前授業」と連携した食育授業、

「さわってみよう　大きなサケ」を行っています。

一尾4～5キロほどのまるまる太ったサケ2匹（雄雌）を目の

前に大興奮の子どもたちは、実際に一人ひとりサケを持って

みてその重量感や感触にも驚きながら、命の大切さ、ありが

たさを実感します。実際にサケをさばきながらの説明やイク

ラづくりの実演もあり、食材についてもしっかりと学びます。

［あらかわ満点メニュー］荒川区
「あらかわ満点メニュー」は、安くて、おいしくて、ヘルシーをコンセプトとして、区内飲食店、女子栄養大学と荒川区が共同で開

発した健康メニューです。外食をすることが多い働き盛り世代の健康を食生活の面から支えるための事業としてスタートしたものです

が、現在では幅広い年齢層に好評で、区内82店で、和食や洋食、中華など113メニューが提供されており、平成18年度の販売開始以来

すでに19万食以上が食されています。当初の予想を超え、散歩や街中ウォーキングの楽しみの一つとして、満点メニューを食するなど、

ちょっとした地域の観光資源にもなっています。あらかわ満点メニューは、食生活の面からだけでなく、楽しみながら、気軽に健康づ

くりに取り組める環境の一つとしても、大切な役割を果たしています。



●5 4●

［親子米つくり教室］昭島市
昭島市では、平成14年より米生産者組合と協働して、「親子米つくり教室」を開催しています。苗づくり・田植え・草取り・稲刈り

を体験し、稲刈り後は、精米されたお米が参加者に配られます。自分たちの手で作ったお米はとてもおいしいと評判です。

［野菜収穫体験ハイク］国立市
市内の小学生とその保護者を対象に農産物の収穫体験や湧水、ハ

ケの自然に親しむミニハイキングを毎年6月に実施しています。農

家の方との触れ合いや野菜の収穫を通して地元の農業や食べ物につ

いて学ぶ食育の場ともなっています。

［多摩市のお味噌「原峰のかおり」］多摩市
かつては、市内の随所で行われていた稲作も、現在は関戸、一ノ宮、和田など、限られた地区で米が作られるのみとなりましたが、

とれたお米は、食用に供されるほか、純米吟醸酒「原峰のいずみ」や多摩市のお味噌「原峰のかおり」の原料となっています。

「原峰のかおり」には、国産大豆と、市内産のお米でつくられた麹
こうじ

が使われ、市内にある味噌工場で、米生産者自らが製造を行って

います。

「原峰のかおり」は寒仕込み。冬場、寒さが厳しい時期に、丹精込めて育てたお米から味噌の味の決め手となる麹をつくり上げ、国

産大豆とあわせ仕込みます。仕込んだ味噌は倉庫で熟成させ、9月に「新みそ」として出荷します。

多摩の米を使い、多摩の農家の方自らが、多摩の空気の中で仕込み、熟成させた「原峰のかおり」は、多摩の風土にあったまろやか

な味のお味噌、まさに「多摩の味」と言えます。

［こども食育検定「しぇふ検定」］西東京市
西東京市では、地域の団体との協働で「しぇふ検定」を行いました。この事業は、「子どもたちに伝えていきたい日本の食文化」を

テーマに、団体が養成した食育サポーターが考えた問題で、子どもたちの“食べ物力”を検定するもので、食育活動の一環として実施

されたものです。
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［ジャガイモ畑］檜原村
檜原村のジャガイモ畑。檜原村では昔から多くの家庭で急峻な地形を利用して

ジャガイモを生産しています。ほとんどのジャガイモは自家消費されており、檜

原村を代表する農作物とされています。檜原村のジャガイモは水はけの良い急峻

な地形で作られているため、水分が少なく実がホクホクで大変美味しいと評判で

す。6月上旬には紫色の可愛らしい花を咲かせ、6月下旬から8月上旬にかけて収穫

時期を迎え、村内の多くの家庭でさまざまなジャガイモ料理が振舞われています。

［ひのじゃがくんとじゃがいも焼酎ＨＩＮＯＨＡＲＡ］檜原村
檜原村のジャガイモは年間約50～60ｔ生産され、最近では地域産業の活性化及び休耕地の利用促進を目的に「ひのじゃがくん」の愛

称をもとに村の特産品としてブランド化を推進し、広く観光客の方へもＰＲしています。また、平成17年には檜原村のジャガイモを原

料とした「じゃがいも焼酎ＨＩＮＯＨＡＲＡ」を製造。毎年約5,000～6,000本を製造し村内の酒販店で販売しています。ジャガイモの

ほのかな香りとマイルドな口当たりで大変好評をいただいています。

［利島村の椿油］利島村
利島村は椿油の生産量が全国で6割を占め、全国1位を誇

っています。冬に美しく開花した椿は、夏に実を結び、秋

に椿実の収穫が始まります。乾燥、搾油、精製した椿油は

化粧品やスキンオイルだけでなく、食用油としても製品化

されています。島で採れた魚貝類や自生している明日葉を

椿油で調理し食卓に並べる、古くからの利島村の「地産地

消」といえるでしょう。

［サメジャーキー］神津島村
神津島では昔から鮫を干物にして食べ

る風習があります。しかし、独特の臭い

があるため、老若男女を問わず食べやす

くするのにアレンジを加え、出来上がっ

たのが「サメジャーキー」です。

大人にはお酒のおつまみ、お子さんに

はおやつとして食されています。

水　揚 

天日乾 焼 小切り 真 空 パ ッ ク 

味付け 

3　枚 柵切り 塩 冷風乾 

◇製造工程



○
チ
ャ
レ
ン
ジ
前
後
の
削
減
率
上
位
一
位
、
二
位
、
三

位
の
小
学
校
及
び
特
別
賞
と
し
て
先
進
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
た
小
学
校
五
校
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
八
校
と
は
別
に
児
童
の
参
加
率
一
〇

〇
％
で
取
り
組
ん
だ
小
学
校
二
校
に
つ
い
て
表
彰

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
全
校
に
、
取

り
組
み
を
称
え
る
参
加
証
、
児
童
に
は
省
エ
ネ
効

果
の
高
い
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

「
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

今
年
度
の
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
次
の
取
り
組
み
を

中
心
に
、
各
区
市
町
村
等
に
お
け
る
取
り
組
み
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

八
月
、
一
〇
月
の
3
Ｒ
推
進
月
間
、
一
二
月
の
地
球

温
暖
化
防
止
月
間
に
併
せ
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
三
種
類
作

に
関
す
る
社
会
的
気
運
の
醸
成
を
図
る
べ
く
、
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。（
後
掲
）

Ⅱ
　
み
ど
り
の
保
全
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の
連
携
体
制
の
構
築

○
市
区
町
村
職
員
共
同
研
修
の
実
施

市
区
町
村
職
員
を
対
象
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
み

ど
り
保
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や
、
各
自
治
体
の
事

例
発
表
等
を
取
り
入
れ
た
実
践
的
な
専
門
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。（
後
掲
、
14
頁
参
照
）

○
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
研
究

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
検
討
会
や

62
市
区
町
村
職
員
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
研

究
を
進
め
ま
し
た
。

Ⅲ
　
人
々
が
、
環
境
を
考
え
、
行
動
で
き
る
場
の
設
定

○
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金

交
付

62
市
区
町
村
が
実
施
す
る
み
ど
り
の
保
全
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

○
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
助
成
金

平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二
〇
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年

実
施
し
た
「
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
」
の
成
果
を
引
き

継
ぎ
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
各
市
区
町
村
が
実
施
す
る

事
業
に
対
し
助
成
金
を
交
付
す
る
事
業
へ
改
変
し
実
施

し
ま
し
た
。（
後
掲
、
15
頁
参
照
）

○
み
ん
な
で
環
境
を
考
え
る
共
同
行
動
の
実
施

①
「
低
炭
素
社
会
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
平
成

二
一
年
一
二
月
一
七
日
（
木
）
東
京
区
政
会
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者：

一
八
六
名
）（
後
掲
、

15
頁
参
照
）

拡
充
し
、
今
年
度
は
、
各
市
・
区
・
町
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
数
値
の
更
新
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
し
ま
し
た
。

○
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ

省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加
す
る
児
童
が
、
各
家
庭

に
お
い
て
一
一
月
は
普
段
ど
お
り
の
生
活
を
し
て
、
一

二
月
は
省
エ
ネ
を
心
が
け
た
生
活
を
送
り
、
両
月
を
比

較
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
ど
の
く
ら
い
節
約
で
き

た
か
」「
ど
の
よ
う
な
生
活
を
す
れ
ば
省
エ
ネ
に
つ
な

が
る
か
」
等
を
学
べ
る
よ
う
実
施
し
ま
し
た
。（
後
掲
、

13
頁
参
照
）

○
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
二
一
年
二
月
九
日
に
発
表
し
た
「
レ
ジ
袋
削
減

に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
に
基
づ
き
、
レ
ジ
袋
削
減

トピックス
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オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
一
九
年

一
〇
月
三
日
の
「
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
東
京
で
暮

ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
や
み
ど
り
の
保
全
に
つ
い
て
、
東
京
都
内

の
全
62
市
区
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
取
り
組
む
事
業

で
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
を
、
共
同
宣
言
の
三
つ
の
骨
子

ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
　
C
O
2

削
減
に
つ
な
が
る
活
動
の
普
及
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

○
み
ど
り
の
保
全
・
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
普

及
・
啓
発
の
推
進

【
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
、

及
び
画
像
素
材
集
の
作
成
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
、
ア
ニ
メ
「
か
れ
ん
と
不
思
議
の
森
」
に

登
場
す
る
ド
ン
グ
リ
の
精
「
シ
ー
ナ
」
の
マ
ス
コ

ッ
ト
人
形
を
作
成
し
、
ま
た
、
同
ア
ニ
メ
の
主
人

公
で
あ
る
小
学
生
「
か
れ
ん
」
と
「
シ
ー
ナ
」
の

画
像
素
材
集
を
作
成
し
、
都
内
62
市
区
町
村
に
配

布
し
ま
し
た
。

【
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
二
一
年
度
事
業

の
概
要
と
平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
等
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
区
町
村
の
窓
口

等
で
配
布
し
ま
し
た
。

【
街
路
灯
省
エ
ネ
化
Ｐ
Ｒ
事
業
】

商
店
街
、
自
治
会
・
町
内
会
等
が
管
理
す
る
街

路
灯
の
省
エ
ネ
化
の
意
義
、
効
果
等
に
関
す
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
省
エ
ネ
化
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

○
都
内
市
・
区
・
町
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
手

法
の
共
有
化
推
進

平
成
一
八
年
度
に
特
別
区
版
の
温
室
効
果
ガ
ス
標
準

算
定
手
法
を
策
定
し
、
平
成
二
〇
年
度
に
は
市
・
町
へ

②
誰
も
が
い
つ
で
も
Ｃ
Ｏ
2

削
減
を
始
め
と
す
る
環
境

負
荷
低
減
活
動
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
共
同
行
動
参
加
シ
ス
テ

ム
（
仮
称
）
の
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。（
後

掲
、
15
頁
参
照
）

主
な
個
別
事
業
の
紹
介

「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

◆
事
業
概
要

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
に
お
い
て
、

一
一
月
、
一
二
月
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
レ
ジ

袋
の
使
用
量
を
メ
ー
タ
ー
類
な
ど
か
ら
確
認
し
、

デ
ー
タ
を
シ
ー
ト
に
記
録
し
ま
す
（
デ
ー
タ
の
記

録
は
、
一
一
月
、
一
二
月
、
一
月
の
三
回
行
い
ま

す
。）。
そ
の
後
、
シ
ー
ト
に
記
録
し
た
使
用
量
を
集

計
し
、
Ｃ
Ｏ
2

の
削
減
量
及
び
削
減
率
を
計
算
し
ま

す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
結
果

○
今
年
度
の
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
、
東
京
都
内
の

小
学
校
五
八
校
、
二
六
九
五
名
の
児
童
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
Ｃ
Ｏ
2

増
減
量
一
二
五
・
九

ト
ン
（
一
六
・
七
％
）
増
と
数
値
が
増
加
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
二
月
は
一
一
月
と
比

べ
気
温
が
低
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
高
ま
る

た
め
、
条
件
と
し
て
は
、
大
変
き
び
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
期
間
で
し
た
。
仮
に
こ
の
取
り
組
み
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
の

数
値
に
だ
け
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
児
童
や
家

庭
が
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
努
力
を
称
え
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
の
主
な
事
業

主
催

東
京
都
市
長
会
・
特
別
区
長
会
・
東
京
都
町
村
会

企
画
・
運
営

財
団
法
人
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
・
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

レジ袋削減に関する共同アピール
（パンフレット裏面より抜粋）

シーナ

かれん

第１位 檜原村立檜原小学校
（緑檜原省エネ隊） 削減率14.2％

第２位 墨田区立隅田小学校
（墨田区立隅田小学校６年生）削減率2.7％

第３位 荒川区立瑞光小学校 削減率0.1％

特別賞 文京区立汐見小学校
（小林組）

先進的、ユニークな
取り組みで成果を上
げた学校（チーム）

〃 墨田区立横川小学校 〃

〃
江戸川区立南葛西第二小学校
（南二小省エネチャレン
ジャーズ）

〃

〃 立川市立第四小学校
（四小六年） 〃

〃
稲城市立稲城第三小学校
（三小エコキッズ５年、
三小エコキッズ６年）

〃

参加率
100％賞 豊島区立駒込小学校 児童の参加率100％

で取り組んだ学校
〃 江東区立第一大島小学校 〃

省エネチャレンジ表彰校一覧

※1 省エネチャレンジは参加対象を学年もしくは学級単位で取り組むもの
としていることから、入賞校の選考にあたっては、児童の平均参加率
63.4％以上の学校を対象としました。

※2 チャレンジ実施期間が不適格な場合は、対象外としました。
※3 参加校中、児童の参加率100％で取り組んだ学校2校を、参加率100％

賞として表彰することとしました。
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ム
マ
イ
ナ
ス
6
％
（
現：

チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
と
連
携
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
員
の

企
業
団
体
等
へ
配
布
し
ま
し
た
。

◆
ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

八
月
二
九
日
か
ら
三
月
二
七
日
ま
で
、
ラ
ジ
オ
「
イ

ン
タ
ー
Ｆ
Ｍ
」（
76.1
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
の
番
組
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
毎
週
土
曜
日
午
前
一
〇
時
〜
正

午
Ｏ
Ａ
）
内
で
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
（
三
〇
分
程
度
）
を
設
け
、
各
市
区
町
村
職
員
や

団
体
の
方
等
に
も
出
演
い
た
だ
き
、
環
境
施
策
、
レ
ジ

袋
削
減
に
関
す
る
取
り
組
み
、
温
暖
化
防
止
対
策
等
の

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://all62.jp/

）
内
に
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

用
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
マ

イ
ナ
ス
6
％
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン

（
Ｍ
Ｙ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
携
帯
電
話
動

画
サ
イ
ト
（
Ｑ
Ｔ
Ｖ
）
で
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
情
報
発

信
し
ま
し
た
。

◆
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

一
〇
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
一
日
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
車
内

（
中
央
線
・
山
手
線
・
京
浜
東
北
線
）
お
よ
び
駅
構
内

（
新
宿
駅
・
渋
谷
駅
）
で
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る

内
容
を
放
映
し
ま
し
た
。

◆
出
張
授
業
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

一
〇
月
一
四
日
か
ら
二
月
九
日
ま
で
の
期
間
中
に
、

都
内
小
学
校
九
校
（
区
部
三
校
、
市
町
村
部
六
校
）
で

地
球
温
暖
化
と
レ
ジ
袋
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
張
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

「
市
区
町
村
職
員
共
同
研
修
」

市
区
町
村
職
員
を
対
象
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
み

ど
り
の
保
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
で
は
、
Ｃ
Ｏ
2

の
削
減
努
力
を
前

提
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
削
減
出
来
な
い
Ｃ
Ｏ
2

を

植
林
・
森
林
保
護
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
「
他
の
場
所
」
で
直
接
的
、
間
接
的
に
吸
収

し
よ
う
と
す
る
考
え
方
「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研
修
で
は
「
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
基
本
的
な
考
え
方
や
実
践
的
な
知
識

を
事
例
研
究
等
か
ら
習
得
す
る
た
め
、
計
3
回
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、み
ど
り
の
保
全
で
は
平
成
二
二
年
一
〇
月
に
、

愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
「
生
物
多
様
性
条
約

第
一
〇
回
締
結
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
を
契
機
と
し

て
、
住
民
や
企
業
等
の
生
物
多
様
性
の
問
題
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
生
物
多
様

14●

成
し
、
各
市
区
町
村
へ
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
各
ポ
ス
タ

ー
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
チ
ー

性
の
保
全
」
に
関
す
る
海
外
や
国
の
取
り
組
み
、
地
方

自
治
体
の
役
割
と
企
業
と
の
協
働
な
ど
、
市
区
町
村
職

員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
考
え
る

期
日：

第
一
回
・
第
二
回
一
二
月
二
日
（
水
）、
第
三

回
一
二
月
一
七
日
（
木
）

会
場：

東
京
区
政
会
館

【
第
一
回
】
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
基
礎
知
識

講
師：

小
林
紀
之
氏
（
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
）

【
第
二
回
】
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
事
例
発
表

①
自
治
体
間
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
新

宿
区
）

②
Ｃ
Ｏ
2

取
引
に
お
け
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
役
割
（
1

リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ン
）

③
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
オ
リ
ッ
ク
ス

1
）

【
第
三
回
】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ
る
研
修

①
「
低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
取
組
み
と
今
後
の
課

題
」
に
つ
い
て

講
師：

小
林
紀
之
氏
（
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究

科
教
授
）

②
低
炭
素
社
会
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
自
治
体
の
役
割

期
日：

第
一
回
一
月
一
八
日
（
月
）、
第
二
回
一
月
一

九
日
（
火
）

会
場：

東
京
自
治
会
館

【
第
一
回
】
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
国
際
的
動

向
、
国
の
取
組

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
生
物
多
様
性
っ
て
何
？
」

・
講
義
「
生
物
多
様
性
と
は
？
」「
日
本
の
取
組
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
へ
向
け
て
」

【
第
二
回
】
生
物
多
様
性
の
保
全
に
お
け
る
地
方
自
治

体
の
役
割

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
会
の
く
ら
し
と
生
物
多
様
性

の
つ
な
が
り
を
考
え
て
み
よ
う
」

・
講
義「
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
の
生
物
多
様
性
と
は
」

「
千
葉
県
の
取
り
組
み
」

「
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
」

都
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
て
、
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
を

行
い
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

「
み
ん
な
で
環
境
を
考
え
る
共
同
行

動
の
実
施
」

◆
低
炭
素
社
会
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
二
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
関
心
が
集
ま

る
中
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、

地
域
で
の
課
題
を
整
理
し
、
ま
た
、
住
民

や
事
業
者
、
自
治
体
等
の
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。
第
一
部
の
基

調
講
演
で
は
、「
低
炭
素
社
会
構
築
に
向

け
た
取
組
み
と
今
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
小
林
紀
之
氏
に
（
日
本
大
学
大

学
院
法
務
研
究
科
教
授
）
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の

可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
六
名
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー：

小
林
紀
之
氏
、
パ
ネ
ラ
ー：

学
識
者
等
及
び
自
治
体
職
員
）
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
市
区
町
村
職
員
共

同
研
修
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

◆
共
同
行
動
参
加
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）
の
基
本
計

画
作
成

六
二
市
区
町
村
職
員
九
名
か
ら
な
る
検
討
会
を
設
置

し
、
八
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

第2弾ポスター第3弾ポスター 第1弾ポスター

出張授業風景

番号 市区町村名 事　業　名 目　　的 実施日 実施場所 対　象 参加者
数

１ 三宅村
三宅島で、自然の脅
威と神秘、保護と再
生の大切さを知る

復興過程にある三宅島
の自然と文化を学ぶ

8月18日（火）～
21日（金） 三宅村 小学校4～

6年生 32人

２ 新宿区 東京の里山保全体験
たんぼや里山保全体験
を通して環境教育を行
う

①6月7日（日） 日の出町 小学校1～
6年生及び
その保護者

43人
②8月1日（土） 八王子市 29人
③ 10月17日（土）日の出町 36人

３ 奥多摩町 林業と山のくらし体
験

森のなかの活動を通し
て体験型の環境教育を
行う

①8月9日（日）～
10日（月）

奥多摩町 小学校4～
6年生

27人

②9月22日（火）
～ 23日（水） 28人

４ 檜原村 檜原村の森で遊ぼ
う！

森の働きや手入れを通
して、CO2を蓄えてい
る木材の活用を学び、
ツリークライミングや
アートを楽しむこと
で、森と木を好きにな
るように導く

8月18日（火）～
20日（木） 檜原村 小学校4～

6年生 26人

５ 青梅市
山の体験　青梅市御
岳山「御岳しぜん体
験隊」

御岳山での自然体験を
通して、森の多様性を
知り、森と自分たちの
生活（都市）との関わ
りについて気づく

9月21日（月）～
23日（水） 青梅市 小学校3～

4年生 26人

６ 江戸川区 葛西臨海公園探検隊

葛西臨海公園で東京湾
の自然と直接触れあう
ことで、都会の中の水
と緑の大切さを学ぶ

10月24日（土） 江戸川区
小学校4～
6年生及び
その保護者

22組
45人

参加者数合計 292人

平成21年度　みどり体験交流事業実施一覧



練
馬
区
長

（
都
市
農
地
保
全
推
進
自
治
体
協
議
会
会
長
）

志
村
　
豊
志
郎
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歓
声
が
こ
だ
ま
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
生
き
い
き
と

し
た
笑
顔
で
大
根
を
引
き
抜
い
て
い
く
光
景
が
毎
年
一

二
月
、
練
馬
区
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
光
景
は

練
馬
区
内
の
畑
で
開
か
れ
る
「
練
馬
大
根
引
っ
こ
抜
き

競
技
大
会
」
の
一
コ
マ
で
す
。
練
馬
大
根
は
、
昔
か
ら

練
馬
区
を
代
表
す
る
存
在
で
し
た
が
、
昭
和
初
め
の
大

干
ば
つ
、
度
重
な
る
病
気
の
発
生
、
戦
後
の
食
生
活
の

洋
風
化
、急
激
な
都
市
化
に
よ
る
農
地
の
減
少
に
よ
り
、

昭
和
三
〇
年
頃
か
ら
栽
培
が
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
大
根
は
、
首
と
尻
部
が
細
く
、
根
の
中

央
部
が
膨
ら
ん
で
い
る
た
め
、
一
般
の
青
首
大
根
に
比

べ
て
、
引
き
抜
く
の
に
三
倍
か
ら
五
倍
の
力
が
必
要
な

こ
と
も
加
わ
り
、
区
民
の
食
卓
に
上
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
た
練
馬
大
根
を
何
と
か
復
活
さ
せ
、
後
世
に
残
し

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
練
馬
区
で
は
、
平
成
元
年
か
ら

練
馬
大
根
育
成
事
業
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
生
産
本
数
が
今
で
は
一
万
三
〇
〇
〇
本
あ
ま
り
を

数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
練
馬
の

子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
練
馬
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
区
内
に
一
〇
三
あ
る
全
て
の
小
中
学
校
に
練
馬
大

根
を
使
っ
た
給
食
を
出
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
給
食
に
使
う
大
根

が
三
〇
〇
〇
本
か
ら
四
〇
〇
〇
本
必
要
に
な
る
こ
と
、

ま
た
、
鮮
度
も
重
要
で
、
一
度
に
収
穫
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
引
き
抜

く
の
が
大
変
な
の
が
練
馬
大
根
の
特
徴
で
す
。
ど
の
よ

う
に
学
校
に
届
け
る
か
を
思
案
し
、
東
京
あ
お
ば
農
業

協
同
組
合
と
協
議
の
上
、
出
し
た
結
果
が
「
練
馬
大
根

引
っ
こ
抜
き
競
技
大
会
」
の
開
催
で
し
た
。
こ
の
大
会

の
特
徴
は
、
農
家
の
方
は
収
穫
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
、

参
加
者
の
方
は
収
穫
体
験
を
通
し
て
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、
貴
重
な
練
馬
大
根
を
持
っ
て
帰
れ
る
。
そ
し
て
、

収
穫
さ
れ
た
大
根
の
ほ
と
ん
ど
は
、学
校
給
食
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
お
な
か
を
満
た
し
、
地
産
地
消
や
食
育

の
教
材
に
な
る
と
い
う
、
皆
が
笑
顔
に
な
る
三
方
一
両

得
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
で
は
、
都
内
だ
け
で

な
く
、
近
県
か
ら
も
参
加
者
が
訪
れ
る
冬
の
一
大
人
気

イ
ベ
ン
ト
に
育
っ
て
い
ま
す
。
農
地
と
住
宅
が
共
生
し

て
い
る
本
区
の
特
徴
を
生
か
し
、
都
市
住
民
が
自
然
に

都
市
農
業
の
応
援
団
と
な
っ
て
も
ら
え
る
こ
の
よ
う
な

産
祭
三
賞
の
ひ
と
つ
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。「
農
業
体
験
農
園
」
は
、
練

馬
区
で
平
成
八
年
に
生
ま
れ
た
農
業
経
営
の
手
法
で
す

が
、
区
で
は
平
成
四
年
か
ら
農
業
者
と
共
に
研
究
を
重

ね
、
事
業
創
設
か
ら
支
援
し
、
現
在
一
四
園
の
開
設
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
園
は
、
区
画
貸
農
園
で
は
な

く
、
区
民
が
利
用
料
を
払
っ
て
農
業
者
（
園
主
）
か
ら

耕
作
を
学
ぶ
た
め
、
プ
ロ
か
ら
耕
作
を
指
導
さ
れ
る
安

心
感
、
安
定
感
な
ど
か
ら
大
変
人
気
が
あ
る
、
農
業
の

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。
農
業
者
側
と
し
て
も
、

収
入
の
安
定
、
労
働
時
間
の
縮
減
、
相
続
時
の
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
全
国

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
今
回
、
我
が
国
の
農
業

表
彰
の
中
で
も
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
栄
誉
あ
る
こ
れ
ら

の
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
都
市
の
特
性
を
活
か
し
た

農
業
経
営
の
手
法
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
全
国
的
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
の
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
都
市
型
農
業
経
営
の
重
要
性
と
可
能

性
を
全
国
に
周
知
で
き
た
こ
と
か
ら
も
、
大
変
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
食
の
安
全
や
食
料
自
給
率
の
点
か
ら
農
へ
の

関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
都
市
の
中
で
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
農
産
物
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、

都
市
農
業
が
元
気
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
が
、
一
方
で
、
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
私
は
練
馬
の
農
業
を
一
層
元
気
に
す

る
た
め
、
区
民
、
農
業
者
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
農

業
を
振
興
し
て
い
く
、
先
に
ご
紹
介
し
た
都
市
部
な
ら

で
は
の
取
組
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
農
業
振
興
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
練
馬
区
の
農
業
に
は
、
う
れ
し
い
知
ら
せ
が

一
昨
年
、
昨
年
と
あ
り
ま
し
た
。
都
市
部
に
お
け
る
農

業
経
営
の
新
し
い
手
法
で
あ
る
「
農
業
体
験
農
園
」
に

取
り
組
む
「
練
馬
区
農
業
体
験
農
園
園
主
会
」
が
、
昨

年
度
日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞
し
、
今
年
度
は
農
林
水

消
費
者
に
近
い
都
市
農
地
は
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産

物
を
生
産
す
る
場
に
加
え
、
環
境
や
防
災
、
さ
ら
に
は

農
と
ふ
れ
あ
う
憩
い
の
場
や
教
育
の
場
に
な
る
な
ど
、

都
市
住
民
の
日
々
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
都

市
農
地
は
確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
練
馬
区
は
特
別

区
の
中
で
は
ま
だ
最
も
農
地
が
残
っ
て
い
る
区
で
す

が
、
こ
の
一
〇
年
で
約
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
減
少
し
ま

し
た
。
東
京
都
全
体
で
は
約
一
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
減

少
し
て
お
り
、
こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
約
三
〇
〇
個
分
に

相
当
す
る
も
の
で
す
。
多
面
的
機
能
を
持
つ
都
市
農
地

が
こ
の
よ
う
に
減
少
し
て
し
ま
う
大
き
な
理
由
の
ひ
と

都
市
農
業
の
振
興
に
あ
た
っ
て

都
市
農
地
の
保
全
に
あ
た
っ
て

第3回練馬大根引っこ抜き競技大会

生
産
量
都
内
No.1
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑

都
市
農
地
を
守
る

〜
人
と
み
ど
り
が
輝
く

都
市
を
築
く
た
め
に
〜
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つ
に
は
、
都
市
部
は
地
価
が
高
く
、
農
家
を
継
ご
う
と

し
て
も
相
続
税
支
払
い
の
負
担
が
大
き
く
、
納
税
の
た

め
に
農
地
を
切
り
売
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
都
市
農
地
を
保
全
す
る
た

め
に
は
、
国
に
相
続
税
な
ど
の
制
度
を
見
直
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
国
へ
の
制
度
の
見
直

し
の
要
望
は
農
業
委
員
会
や
農
協
が
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
も
独
自
に
様
々
な

機
会
を
通
し
、
国
に
要
望
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
統

一
し
て
交
渉
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
大
き
な
声
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
同
じ
課
題
を
共
有

す
る
自
治
体
が
連
携
し
て
声
を
あ
げ
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
と
考
え
ま
し
た
。
も
と
よ
り
都
市
農
地
の
保
全
は
、

①
都
市
計
画
や
環
境
保
全
な
ど
の
様
々
な
施
策
と
一
体

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
　
②
農
業
・
農
地
の

多
面
的
機
能
は
、
都
市
住
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
価
値
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
治
体
が

総
力
を
上
げ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
一
七
年
か
ら
特
別
区
の
み
な
ら
ず
、
都

内
の
市
や
町
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
各
区
市

町
の
首
長
の
皆
さ
ん
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
平
成
二
〇

年
一
〇
月
「
都
市
農
地
保
全
推
進
自
治
体
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
、
都

市
農
地
保
全
に
向
け
た
制
度
改
正
な
ど
の
国
へ
の
要
望

活
動
や
、
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
、
私
が
初
代
会
長
と
し
て
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
設
立
早
々
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
に
は
、
立
川

市
、
国
分
寺
市
、
世
田
谷
区
の
副
会
長
の
皆
さ
ん
と
農

林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
へ
出
向
き
、
都
市
農
地
保
全

を
推
進
す
る
た
め
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
五
月
に
開
催
し
た
通
常
総
会
で
は
、
今
年
度
の
活

動
方
針
を
議
決
し
、
こ
の
議
決
に
基
づ
き
、
昨
年
一
〇

月
に
は
都
庁
大
会
議
場
に
お
い
て
第
三
回
都
市
農
地
保

全
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
会
と

し
て
初
め
て
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
都
市
に
暮

ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
に
都
市
農
地
の
重
要
性
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
講
演
で
は
農
林
中
金
総
合
研
究
所
特
別
理

事
　
蔦
谷
栄
一
氏
に
よ
る
「
都
市
農
地
の
今
日
的
役
割

と
保
全
に
必
要
な
法
整
備
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
位
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
都
市
農
地
と
深
く

関
係
す
る
都
市
計
画
法
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
を
初

め
て
来
賓
と
し
て
招
い
た
と
こ
ろ
、「
都
市
農
地
保
全

推
進
自
治
体
協
議
会
が
、
都
市
農
地
の
保
全
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
。
都
市
農
地
は
、
都
市
に
必
要
な
施
設
の
一

つ
と
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
大
き
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
都
市
農
地
の
適
切
な
保
全
の
た
め
の

制
度
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
の
都
市
計
画
法
の
市
街
化
区

域
は
、「
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
及
び

お
お
む
ね
一
〇
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
図
る
べ
き
区
域
と
す
る
」
と
あ
り
、
市
街
化
区
域

内
農
地
（
都
市
農
地
）
も
例
外
で
は
な
い
た
め
、
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
法
に
お
い
て
、
都
市

農
地
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
、
ご

あ
い
さ
つ
の
内
容
を
心
強
く
思
う
と
と
も
に
、
協
議
会

の
地
道
な
活
動
が
地
に
足
が
し
っ
か
り
と
つ
い
た
も
の

で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
す
。

現
在
協
議
会
は
、
都
内
で
都
市
農
地
を
持
つ
三
八
区

市
町
の
全
て
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
自
治
体
の

人
口
規
模
は
約
九
八
〇
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協
議

会
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
に
都
市
農
地
の
大

切
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
制
度
の
見
直
し
が
実
現
し

て
都
市
農
地
を
次
世
代
に
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
都

市
の
基
礎
自
治
体
の
長
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
す
。
私

は
、
こ
れ
か
ら
も
協
議
会
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
都

市
農
地
の
保
全
に
向
け
て
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。練

馬
区
は
、区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
、そ
し
て
練
馬
区
を
訪
れ
、

憩
い
、集
う
方
々
に
も
愛
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
区
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
農
地

の
少
な
い
近
隣
の
自
治
体
の
住
民
の
皆
さ
ま
も
気
軽
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
農

業
の
振
興
と
都
市
農
地
の
保
全
に
努
め
、
人
と
み
ど
り

が
輝
く
都
市
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
「
農
の
あ
る
ま
ち
ね
り

ま
」
を
一
度
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

人
と
み
ど
り
が
輝
く
都
市
の
実
現
に

向
け
て

第3回都市農地保全自治体フォーラム
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一
、
九
四
〇
ト
ン
（
二
〇
〇
五
年
度
）
で
、
都
内
の
全

出
荷
量
の
約
半
分
を
占
め
、
全
国
市
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
堂
々
の
三
八
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
二
〇
〇
五

年
農
水
省
調
査
）

地
域
野
菜
の
顔
と
も
い
え
る
こ
の
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ

て
、「
清
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
が
作
れ
な
い
か
、
清
瀬
市
や

清
瀬
商
工
会
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
た
の
が

「
に
ん
じ
ん
焼
酎
」
で
す
。
清
瀬
商
工
会
は
、
数
年
前

か
ら
「
に
ん
じ
ん
ジ
ャ
ム
」
を
販
売
し
て
お
り
、
焼
酎

は
そ
れ
に
続
く
第
二
弾
で
す
。

清
瀬
市
や
清
瀬
商
工
会
な
ど
は
、「
地
域
が
活
性
化

し
、
清
瀬
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

都
内
随
一
の
生
産
量
を
誇
る
清
瀬
の
ニ
ン
ジ
ン
。
そ

の
ニ
ン
ジ
ン
を
活
用
し
、
市
内
の
農
業
・
商
工
業
の
振

興
と
ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
清
瀬
市
・
清
瀬
商

工
会
・
清
瀬
市
小
売
酒
販
組
合
な
ど
が
共
同
で
開
発
し

た
の
が
清
瀬
に
ん
じ
ん
焼
酎
「
君
暮
ら
す
街
」
で
す
。

二
〇
〇
七
年
七
月
に
初
め
て
、
第
一
弾
の
焼
酎
を
販

売
し
た
と
こ
ろ
大
変
な
好
評
を
博
し
、
そ
の
後
、
毎
年
、

第
二
弾
、
第
三
弾
の
焼
酎
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
。

製
造
は
、
全
国
各
地
の
蔵
元
に
あ
た
っ
た
結
果
、
に

ん
じ
ん
焼
酎
を
作
っ
た
経
験
を
持
つ
福
岡
県
糟
屋
郡
粕

清
瀬
市
は
都
内
屈
指
の
野
菜
生
産
地
で
、
市
域
の
約

二
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
農
地
が
占
め
ま
す
。
な
か
で
も
、

ニ
ン
ジ
ン
は
、
里
芋
や
ご
ぼ
う
と
並
ん
で
都
内
一
位
の

出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。
特
に
、
ニ
ン
ジ
ン
の
出
荷
量
は

屋
町
（
九
州
・
筑
紫
の
名
伏
流
水
の
集
ま
る
所
）
の

蔵
元
が
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
焼
酎
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
二
五
度

で
、
清
瀬
産
ニ
ン
ジ
ン
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
使
用
し

て
い
ま
す
。
蒸
留
し
て
あ
る
た
め
ニ
ン
ジ
ン
独
特
の
風

味
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
わ
い
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
試
飲
し
た
市
民
か
ら
も
「
癖
が
な
く

て
飲
み
や
す
い
」、「
甘
み
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
含
ん
で
お
り
、

女
性
に
も
飲
み
や
す
い
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

昨
年
の
第
二
弾
の
焼
酎
は
、
3
Ｒ
（
リ
サ
イ
ク
ル
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
）
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
を
生
み
出
す
べ
く
、
関
係
者
一
同
が
協
議
を
重
ね
て

誕
生
さ
せ
た
焼
酎
で
す
。

七
戸
の
農
家
の
方
々
が
前
の
年
の
七
月
中
旬
に
、
味

の
良
い
冬
ニ
ン
ジ
ン
の
種
を
ま
き
、
翌
年
の
二
月
、
福

岡
に
向
け
ニ
ン
ジ
ン
三
ト
ン
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
筑
紫
の
名
蔵
元
が
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
た
逸
品
で

す
。そ

し
て
、
今
年
の
第
三
弾
の
焼
酎
は
、
使
用
す
る
ニ

ン
ジ
ン
を
従
来
の
品
種
「
向
陽
二
号
」
か
ら
、
今
話
題

の
新
品
種
「
ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
に
変
え
て
製
造

し
た
焼
酎
で
、
い
ま
ま
で
に
な
い
コ
ク
、
お
い
し
さ
と

な
り
ま
し
た
。

ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
は
、
ニ
ン
ジ
ン
特
有
の
匂
い

が
少
な
く
、
甘
さ
抜
群
、
味
に
癖
が
な
い
う
え
、
抗
酸

化
機
能
の
あ
る
ベ
ー
タ
ー
カ
ロ
テ
ン
を
た
っ
ぷ
り
含
ん

っ
て
必
要
不
可
欠
な
材
料
で
、
麹
を
作
る
こ
と
に
よ
り

米
の
な
か
に
あ
る
デ
ン
プ
ン
を
糖
化
し
、
よ
り
ア
ル
コ

ー
ル
を
出
や
す
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
副
産
物
と
し

て
ク
エ
ン
酸
が
あ
り
ま
す
が
、
ク
エ
ン
酸
は
雑
菌
に
よ

る
製
品
の
腐
食
を
防
ぎ
、
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
焼
酎

を
造
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ン
ジ
ン
が
届
く
前
に
こ
れ
を
仕
込
み
、
水
と
酵
母

を
加
え
一
週
間
程
度
置
き
ま
す
。
酵
母
は
、
糖
分
な
ど

か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
作
り
出
す
菌
で
す
。

清
瀬
市
か
ら
ニ
ン
ジ
ン
が
届
く
と
、
製
造
所
に
す
べ

て
運
び
込
み
ま
す
。
製
造
所
で
行
う
作
業
は
、
ニ
ン
ジ

ン
を
大
き
な
も
の
と
小
さ
な
も
の
に
分
け
、
小
さ
な
も

の
は
そ
の
ま
ま
、
大
き
な
も
の
は
包
丁
で
切
り
分
け
、

ニ
ン
ジ
ン
を
よ
り
な
か
ま
で
蒸
し
や
す
く
し
ま
す
。

で
お
り
、
栄
養
価
も
高
い
新
品
種
の
ニ
ン
ジ
ン
で
す
。

清
瀬
市
と
農
家
な
ど
で
推
進
し
て
い
る
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
の
第
三
号
と
し
て
、
そ
の
栽
培
と
出
荷
拡
大

に
努
め
て
い
る
ニ
ン
ジ
ン
で
す
。
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
の
第
一
号
は
、
生
で
食
べ
て
も
美
味
し
い
ミ
ニ
大

根
の
「
葉
つ
き
サ
ラ
ダ
大
根
」、
第
二
号
は
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
「
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
」
で
す
。

蔵
元
で
は
、
ま
ず
、
清
瀬
市
か
ら
ニ
ン
ジ
ン
が
届
く

前
に
麹
の
準
備
を
し
ま
す
。
麹
と
は
、
焼
酎
造
り
に
と

こ
う
し
て
な
か
ま
で
蒸
せ
る
よ
う
に
し
な
い
と
ア
ル

コ
ー
ル
も
出
ま
せ
ん
し
、
蒸
し
損
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
場
合
、
蒸
留
時
に
焦
げ
付
い
た
り
、
焼
酎
の
品

質
自
体
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

蒸
し
方
は
、
ド
ラ
ム
式
蒸
し
器
を
使
っ
て
お
り
、
ド

ラ
ム
の
な
か
に
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
一
〇
〇
度
近
い
蒸
気

を
吹
き
込
み
ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
は
、
麦
や
米
と
違
っ
て

蒸
し
や
す
く
、
一
ト
ン
に
つ
き
約
三
〇
分
で
蒸
し
あ
が

り
ま
す
。

蒸
し
あ
が
っ
た
ら
、
風
を
送
り
ニ
ン
ジ
ン
を
一
五
分

か
け
約
五
〇
度
ま
で
冷
や
し
ま
す
。
そ
し
て
、
冷
や
し

た
ニ
ン
ジ
ン
が
、
よ
り
発
酵
し
や
す
い
よ
う
細
か
く
裁

断
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
蒸
し
た
ニ
ン
ジ
ン
、
麹
、
水
、
酵
母
を

一
つ
の
大
き
な
タ
ン
ク
に
ま
と
め
て
仕
込
み
発
酵
さ
せ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
仕
込
ん
だ
も
の
を
「
も
ろ
み
」
と

言
い
ま
す
。

次
に
、
ニ
ン
ジ
ン
の
途
中
経
過
を
見
ま
す
。
品
温
は

一
八
度
、
ち
ょ
っ
と
冷
え
込
み
気
味
で
す
が
、
少
し
品

温
が
低
い
ほ
う
が
、
雑
菌
が
入
り
づ
ら
く
よ
り
良
い
焼

酎
造
り
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
蒸
留
し
ま
す
。
蒸
留
法
に
は
、
常

圧
蒸
留
法
、
減
圧
蒸
留
法
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
常
圧

蒸
留
法
は
、
一
〇
〇
度
ぐ
ら
い
で
も
ろ
み
を
熱
し
ア
ル

コ
ー
ル
を
抽
出
す
る
方
法
で
、
焦
げ
臭
や
油
臭
が
強
い

反
面
、
個
性
が
あ
り
原
料
の
味
そ
の
も
の
を
際
立
た
せ

ら
れ
る
蒸
留
法
で
す
。
減
圧
蒸
留
法
は
、
蒸
留
器
内
部

の
気
圧
を
下
げ
、
よ
り
低
い
温
度
で
蒸
留
が
で
き
る
方

法
で
す
。

今
回
は
、
よ
り
多
く
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
る
焼
酎
と

な
る
よ
う
、
癖
が
少
な
く
飲
み
や
す
い
焼
酎
と
な
る
減

特
産
の
ニ
ン
ジ
ン
を
使
う

清
瀬
産
ニ
ン
ジ
ン
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
焼
酎
「
君
暮
ら
す
街
」

ニ
ン
ジ
ン
焼
酎
の
製
造
工
程
（
蔵
元
）

清
瀬
市

ベーターキャロットニンジンの収穫風景

ニンジンを蔵元へ出荷
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た
。そ

し
て
、
太
田
さ
ん
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
作
品

に
「
君
暮
ら
す
街
」
の
文
字
と
飾
り
文
句
が
施
さ
れ
た

ラ
ベ
ル
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ベ
ル
は
、
市

民
が
人
情
味
あ
る
街
を
自
負
し
、
ま
た
改
め
知
れ
る
こ

と
が
根
底
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
り
、
真
っ
直
ぐ
で
飾
ら

ず
、
き
れ
い
に
生
活
感
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ラ
ベ
ル
を
見
て
い
る
と
、「
あ
な
た
の
街
は
、
と
っ
て

も
い
い
街
だ
ね
」
と
飲
ん
で
い
る
人
に
語
り
か
け
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ラ
ベ
ル
は
、
四
季
シ
リ
ー
ズ
で
「
春
夏
秋
冬
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
焼
酎
の
生
産
に
合
わ
せ
て
、
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
作
品
を
変
え
て
作
成
し
て
い
ま

す
。二

〇
〇
七
年
は
「
春
」、
二
〇
〇
八
年
は
「
秋
」、
二

〇
〇
九
年
は
「
夏
」、
そ
し
て
来
年
二
〇
一
〇
年
が

「
冬
」
で
完
結
す
る
予
定
で
す
。

■
第
一
弾
の
ラ
ベ
ル
「
春
」

第
一
弾
の
ラ
ベ
ル
「
春
」
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
主
体

で
、
売
り
場
で
目
を
引
く
解
り
や
す
さ
や
若
い
年
齢
層

（
女
性
）
か
ら
の
支
持
、
手
に
取
ら
れ
や
す
さ
を
狙
い
、

「
夕
暮
れ
を
見
な
が
ら
仕
事
や
一
日
を
終
え
た
人
た
ち

が
お
酒
を
楽
し
む
」
そ
ん
な
ラ
ベ
ル
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ベ
ル
は
、「
あ
た
た
か
さ
」
や
「
人
情
味
」

が
情
景
か
ら
感
じ
ら
れ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
象
徴
す
る
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
で
清
瀬
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
目
で
想
像
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
農
家
の
人
が
一
生
懸
命
作
っ
た
ニ

ン
ジ
ン
で
、
高
貴
な
焼
酎
で
な
く
、
親
し
み
あ
る
新
し

い
焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
、
ホ
ッ
と
す
る
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
が
伝
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ベ
ル
に
は
、「
オ
レ
ン
ジ
色
に
、
咲
く
思

圧
蒸
留
法
を
使
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
て
す
ぐ
の
に
ん
じ
ん
焼
酎
は
、
ニ
ン
ジ

ン
の
美
味
し
そ
う
な
香
り
は
し
ま
す
が
、
味
は
ま
だ

荒
々
し
く
、
し
ば
ら
く
は
タ
ン
ク
に
寝
か
せ
て
お
き
ま

す
。ラ

ベ
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ボ

ト
ル
デ
ザ
イ
ン
画
を
市
内
在
住
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
家
、
太
田
隆
司
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
、
切
り
抜
い
た
紙
を
重
ね
合
わ
せ
て
情

景
や
街
並
み
、
人
々
の
表
情
を
立
体
的
に
表
現
す
る
ペ

ー
パ
ー
ア
ー
ト
の
第
一
人
者
で
、
二
〇
〇
二
年
に
は
テ

レ
ビ
番
組
「
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
の
「
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
王
選
手
権
」
で
優
勝
し
、
脚
光
を
浴
び
た
方
で

す
。そ

の
太
田
さ
ん
が
考
え
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
「
君
暮
ら

す
街
」
で
す
。

「
君
暮
ら
す
街
」
と
い
う
名
前
に
は
、「
あ
な
た
の

街
は
、
と
っ
て
も
い
い
街
だ
ね
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
街
を
、
人
を
愛
お
し
む
気
持
ち
と
、

過
ぎ
し
日
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
清
瀬
の
み
ん
な
が
共

有
で
き
る
名
を
と
い
う
こ
と
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
ま
し

い
出
は
、
柳
瀬
の
せ
せ
ら
ぎ
と
、
清
き
青
春
の
ス
ト
ー

リ
ー
」
と
飾
り
文
句
を
付
し
ま
し
た
。

第
一
弾
の
ラ
ベ
ル
「
春
」
の
写
真

■
第
二
弾
の
ラ
ベ
ル
「
秋
」

第
二
弾
の
ラ
ベ
ル
「
秋
」
は
、
清
瀬
の
ニ
ン
ジ
ン
を

お
酒
売
り
場
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
由
緒
あ
る
、
名

文
句
た
る
銘
柄
が
並
ぶ
な
か
、「
君
暮
ら
す
街
」
の
ラ

ベ
ル
は
、
真
っ
直
ぐ
で
飾
ら
ず
、
他
商
品
と
交
わ
ら
ず
、

ひ
と
き
わ
輝
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
君
暮
ら
す
街
」

に
は
、
き
れ
い
に
生
活
感
を
表
現
し
、
現
代
の
流
行
ド

ラ
マ
や
映
画
に
あ
る
「
純
愛
」、「
家
族
愛
」
に
も
共
通

す
る
「
街
を
、
人
を
、
愛
し
む
気
持
ち
」
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、「
時
代
懐
古
」、
過
ぎ

し
日
を
懐
か
し
む
、
そ
ん
な
ラ
ベ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

生
み
出
し
た
肥
沃
な
土
の
香
り
、
清
瀬
に
住
み
、
明
日

の
幸
せ
を
夢
見
て
日
々
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
人
々
、

そ
ん
な
素
敵
な
「
君
暮
ら
す
街
」
清
瀬
を
想
い
な
が
ら
、

し
み
じ
み
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ベ
ル
に
は
、「
心
に
残
る
情
景
が
あ
る
。

こ
の
場
所
か
ら
道
は
つ
づ
く
、
し
あ
わ
せ
を
待
つ
明
日

へ
。」
と
飾
り
文
句
を
付
し
ま
し
た
。

■
第
三
弾
の
ラ
ベ
ル
「
夏
」

昨
年
の
ラ
ベ
ル
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
清
瀬
駅
北

口
前
を
取
り
上
げ
、
夏
の
夜
の
縁
日
を
楽
し
む
風
景
を

巧
み
に
表
現
し
、
前
回
同
様
、
清
瀬
の
ニ
ン
ジ
ン
を
生

み
出
し
た
肥
沃
な
土
の
香
り
、
清
瀬
に
住
み
、
明
日
の

幸
せ
を
夢
見
て
日
々
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
人
々
、
そ

ん
な
素
敵
な
「
君
暮
ら
す
街
」
清
瀬
を
表
現
し
た
会
心

作
を
、
黒
ラ
ベ
ル
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

第一弾のラベル「春」第二弾のラベル「秋」

第三弾のラベル「夏」

清
瀬
の
懐
か
し
い
風
景
を
ラ
ベ
ル
に

焼酎ボトル



こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
自
治
体
単
独
水
道
で
は
、

水
質
管
理
、
事
故
・
災
害
時
の
対
応
の
面
で
限
界
が
あ

り
、
水
道
事
業
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
で
は
、
同
じ
多
摩
地
域

の
都
民
で
あ
り
な
が
ら
、
一
元
化
計
画
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
安
定
給
水
や
安
全
な
水
の
供
給
さ
え

受
け
ら
れ
な
い
格
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
都

営
水
道
一
元
化
市
町
で
は
、
既
に
高
水
準
で
の
安
定
・

安
全
な
水
の
供
給
は
確
保
さ
れ
、
さ
ら
に
、
お
い
し
い

水
の
供
給
へ
と
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
高
水
準
で
安
全
な

水
の
供
給
な
ど
、
格
差
を
是
正
し
、
都
営
水
道
一
元
化

を
既
に
実
施
し
て
い
る
市
町
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
早
急
に
都
営
水
道
へ
の
一
元
化
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
昭
和
六
〇
年
策
定
の
第
二
期
奥
多
摩

町
長
期
総
合
計
画
以
降
、
現
在
の
第
四
期
長
期
計
画
に

町史的な瞬間！基本協定締結後、握手を交わす石原都知事と
河村町長

料
金
格
差
の
是
正
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
繰
入
金
の
補
填
を
合
わ
せ
る
と
住
民
負
担
は
都
営

水
道
料
金
を
既
に
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
取
り
替
え
や
漏
水
対
策
の
強

化
、
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
等
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
、
脆
弱
な
町
財
政
の
中
か
ら

多
額
の
繰
り
出
し
を
行
い
、
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い

く
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
、
近
年
は
鹿
の
食
害
と
思
わ
れ
る
大
規
模
な

森
林
崩
壊
が
発
生
し
、
取
水
堰
堤
に
高
濁
度
水
が
流
れ

込
む
こ
と
や
、
野
生
生
物
な
ど
に
よ
る
水
源
水
質
の
汚

染
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
河
川
の
汚
染
対
策
も
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
奥
多
摩
町
水
道
事
業
の
都
営
一

元
化
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
施
策
と
し
て
定

め
、
今
日
ま
で
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
要
望
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
と
並
行
し
て
一
元
化
を
視
野
に
い
れ
て
、

都
営
水
道
と
の
料
金
格
差
を
是
正
す
る
た
め
料
金
改
定

に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
町
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
東
京
都
知
事
を
は
じ
め
東
京
都
関
係
各
局
や
都
議

会
自
由
民
主
党
の
皆
様
方
に
ご
理
解
を
賜
わ
り
、
水
道

事
業
の
都
営
一
元
化
が
実
現
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
こ

と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
町
議
会
を

は
じ
め
今
ま
で
ご
苦
労
さ
れ
て
き
た
先
輩
諸
兄
の
努
力

に
報
い
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

①
給
水
の
安
全
・
安
定
性
が
向
上
す
る
こ
と

現
在
、
町
の
水
道
は
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
、
豪
雨

時
の
断
水
や
高
濁
度
水
の
流
入
、
動
物
の
糞
に
伴
う
原

虫
に
よ
る
水
源
の
汚
染
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
都
営
水
道
と
し
て
浄
水
の
膜
ろ
過
施
設
な
ど

の
整
備
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
高
水

準
で
の
安
全
な
水
道
水
」
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
震
災
対
策
や
水
質
事
故
時
の
対
応

町
に
は
現
在
給
水
車
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は

給
水
車
に
よ
る
応
急
給
水
の
実
施
・
応
急
給
水
槽
（
73

か
所
）
・
給
水
拠
点
（
多
摩
地
区
101
か
所
）
が
あ
り
、

水
質
セ
ン
タ
ー
の
水
質
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
二
八
計
画
対
象
市
町
）
で
、

奥
多
摩
町
と
檜
原
村
は
同
じ
多
摩
地
域
に
あ
り
な
が

ら
、
地
理
的
条
件
な
ど
か
ら
一
元
化
計
画
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
八
年
一
一

月
一
日
か
ら
今
日
ま
で
に
、
計
画
対
象
二
八
市
町
の
う

ち
、
二
五
市
町
（
武
蔵
野
市
、
昭
島
市
、
羽
村
市
を
除

く
）
の
水
道
事
業
が
都
営
水
道
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

①
水
道
事
業
に
属
す
る
一
切
の
資
産
を
無
償
で
引
き
継

ぐ
②
水
道
料
金
、
そ
の
他
の
負
担
を
区
部
と
同
一
と
す
る

③
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
一
体
的
な
施
設
と
し
て

整
備
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

奥
多
摩
町
の
水
道
事
業
は
、
東
京
都
が
昭
和
四
六
年

に
策
定
し
た
「
多
摩
地
区
水
道
事
業
の
都
営
一
元
化
基

本
計
画
」
の
対
象
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
今
日
ま
で
独
自
で
東
地
区
上
水
道
、
西
地
区
簡
易

水
道
、
日
原
簡
易
水
道
の
1
上
水
道
、
2
簡
易
水
道
を

経
営
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
水
道
事
業
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
山
間
地
に
集
落

が
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
効
率
が
極
め
て
悪

く
、
ま
た
浄
水
池
や
配
水
池
等
の
施
設
も
老
朽
化
が
目

立
っ
て
お
り
、
そ
の
維
持
管
理
に
も
多
く
の
労
力
を
要

し
、
毎
年
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
既
に
都
営
水
道
と
の
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平
成
二
一
年
五
月
一
三
日
、
奥
多
摩
町
水
道
事
業
都

営
一
元
化
の
基
本
協
定
（
※
基
本
協
定
と
は
、
一
元
化

の
実
施
時
期
、
引
き
継
ぎ
財
産
、
財
政
調
整
な
ど
基
本

的
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

一
元
化
の
実
現
が
確
定
す
る
も
の
で
す
）
締
結
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
は
、
水
道
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、
原
則

と
し
て
市
町
村
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
摩
地

区
の
水
道
も
、
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
個
別

に
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
摩
地
区
で
は
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
か
ら

急
速
に
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
区
部
と
の
間
で
、

あ
る
い
は
多
摩
地
区
市
町
村
相
互
間
に
お
い
て
、
水
道

需
要
の
急
増
に
対
し
水
源
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ

と
、
水
道
料
金
な
ど
の
住
民
負
担
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

そ
の
是
正
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
東
京
都
は
、
昭

和
四
五
年
に
「
多
摩
地
区
水
道
事
業
の
都
営
一
元
化
計

画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
対
象
市
町
は
、
三

〇
市
町
（
秋
川
市
と
五
日
市
町
と
が
平
成
七
年
九
月
一

日
付
で
合
併
し
て
あ
き
る
野
市
に
、
田
無
市
と
保
谷
市

と
が
平
成
一
三
年
一
月
二
一
日
付
で
合
併
し
て
西
東
京

都
営
水
道
一
元
化
と
は

一
元
化
の
主
な
内
容
は

町
営
水
道
の
現
況
は

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町
水
道
事
業
都
営
一
元
化
に
向
け
て町

へ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

雲取山
東京都の最高峰、2,017.1mの日本百名山。一都二県に跨り、原生林が美しく貴重な自然環境
が残されていて、都民にとってなじみ深い山として愛されています。

森林崩壊地
伐採跡地の植苗が、鹿の食害により生長することができず、また、鹿が歩くことによ
り、地面が踏み固められて草も生えず、森林一帯が砂漠のようになってしまいます。
通常森林には、雨を徐々に地中に浸透させる機能、保水する機能、草木の根により土
を抑える機能がありますが、砂漠化の森林では、雨が地中に浸透せず、表面の土が谷
に流れ込み濁流となります。このような場所が数か所確認され、町営水道の取水口の
上流でも被害が発生しました。



業
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
と
し
て
、
湖
畔
の
「
い
こ
い
の

路
」
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
水
源
地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち

は
、
今
後
と
も
東
京
都
水
道
局
と
手
を
携
え
て
、
良
質

な
水
源
を
育
む
当
町
の
豊
か
な
森
林
環
境
が
未
来
永
劫

に
わ
た
り
存
続
で
き
る
よ
う
、
森
林
保
全
に
つ
い
て
よ

り
一
層
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
水
道
を
利
用
す
る
多
く

の
人
々
に
、
多
摩
川
の
き
れ
い
な
水
や
そ
の
源
と
な
る

森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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③
料
金
取
扱
い

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
で
き
る
こ
と
で
、
納
付
場
所
の

増
加
と
二
四
時
間
支
払
い
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

④
財
政
面

水
道
事
業
会
計
に
は
、
老
朽
施
設
の
更
新
や
建
設
当

時
借
り
入
れ
た
起
債
の
未
償
還
残
高
が
平
成
一
九
年
度

末
で
七
億
八
〇
〇
〇
万
円
以
上
（
七
億
八
九
〇
九
万
六

〇
〇
〇
円
）
あ
り
、
こ
の
元
利
償
還
が
一
億
六
二
〇
万

円
（
元
金
七
八
七
七
万
七
〇
〇
〇
円
、
利
息
二
七
四
二

万
五
〇
〇
〇
円
）
に
及
ぶ
こ
と
な
ど
か
ら
、
毎
年
赤
字

が
続
い
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
も
ピ
ー

ク
時
の
平
成
八
年
に
は
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
て

い
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年
減
少
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

ま
だ
五
〇
〇
〇
万
円
程
度（
五
一
八
二
万
三
〇
〇
〇
円
）

平
成
一
九
年
度
決
算
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
経
営
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
元
化
に
伴
い
負
債
も
移
行
す
る

こ
と
か
ら
、
町
財
政
の
負
担
の
軽
減
は
大
変
大
き
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

◎
デ
メ
リ
ッ
ト

①
料
　
金

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
に
奥
多
摩
町

水
道
事
業
運
営
委
員
会
か
ら
「
都
営
水
道
一
元
化
を
視

野
に
入
れ
た
料
金
改
定
を
行
う
」
と
い
う
答
申
に
基
づ

き
、
当
時
東
京
都
と
の
料
金
格
差
が
二
七
・
八
％
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
町
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

平
成
一
三
年
と
一
六
年
の
二
回
に
分
け
て
料
金
改
定
を

行
い
、
解
消
を
図
っ
て
き
た
結
果
、
現
在
は
同
レ
ベ
ル

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
負
担
増
は
あ
り
ま

せ
ん
。

さ
て
、
昭
和
三
〇
年
奥
多
摩
町
が
誕
生
し
て
二
年
後

に
完
成
し
た
小
河
内
貯
水
池
は
、
平
成
一
九
年
一
一
月

に
は
竣
工
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
間
「
奥

多
摩
湖
」
の
愛
称
で
広
く
都
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。奥

多
摩
湖
は
、
水
道
用
の
貯
水
池
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
満
々
と
湛
え
る
湖
水
や
周
辺
の
豊
か
な
森
林

は
、
人
の
心
や
身
体
を
癒
す
こ
と
か
ら
都
民
全
体
の
貴

重
な
財
産
で
も
あ
り
、
町
で
は
新
た
に
森
林
を
総
合
的

に
活
用
す
る
事
業
と
し
て
展
開
す
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事

小河内ダム（奥多摩湖）
東京都の貴重な水源である奥多摩湖は、総貯水量約1億8000万トン、都民が利用
する水の約2割を供給しています。
木々や周囲の山稜を映す湖面は静寂に満ち、新緑、紅葉、冬木立が四季を鮮やかに
演出します。

奥多摩湖いこいの路（山のふるさと村付近）
森林セラピー事業のセラピーロードのコース

巨樹（倉沢のヒノキ）
都指定天然記念物であり、推定樹齢1000年、樹高34m、
幹周り6.3mの巨木は、自生木としては都内最大で、「新・
日本名木百選」に選ばれています。

百尋ノ滝
奥多摩を代表する落差30mの名瀑。周辺の森が「水源の森百選」
に選ばれています。

小
河
内
貯
水
池
（
奥
多
摩
湖
）

「
豊
か
な
森
林

も

り

を
み
ん
な
で
守
る
水
源
の
町
」
宣
言
書

奥
多
摩
町
は
、
一
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
東
京
の
水

道
水
源
地
域
に
な
っ
て
お
り
、
町
内
に
あ
る
水
道
専
用

の
小
河
内
ダ
ム
（
奥
多
摩
湖
）
も
、
平
成
一
九
年
一
一

月
に
は
竣
工
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
多
摩
川
の
水
源
地
域
に
暮

ら
す
奥
多
摩
町
の
住
民
は
、
お
い
し
い
水
道
水
の
源
と

な
っ
て
い
る
森
林
を
守
り
、
育
て
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
著
し
い
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
水
源
に
暮
ら
す
人
々
だ
け
の
力
で
は
、
こ
の
豊

か
な
森
林
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
出
来
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
下
流
に
暮
す
多
く
の
人
た
ち
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
理
解
の
も
と
で
、

連
携
・
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
水
道
事
業
の
都
営
一

元
化
の
実
現
を
契
機
と
し
て
、
多
摩
川
の
豊
か
な
水
源

を
育
む
森
林

も

り

を
上
流
に
住
む
奥
多
摩
町
住
民
だ
け
で
は

な
く
、
広
く
流
域
自
治
体
、
そ
し
て
こ
の
自
然
を
愛
し
、

水
道
を
利
用
し
て
い
る
多
く
の
都
市
住
民
の
方
々
と
手

を
携
え
て
、
み
ん
な
で
未
来
永
劫
に
わ
た
り
守
り
、
育

て
て
い
く
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
、「
豊
か
な
森
林

も

り

を

み
ん
な
で
守
る
水
源
の
町
」
を
宣
言
し
、
町
内
外
に
向

け
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
一
年
五
月
一
三
日

奥
多
摩
町
長
　
河
　
村
　
文
　
夫

（
※
こ
の
宣
言
は
、「
都
営
水
道
一
元
化
基
本
協
定
締
結

式
」
に
お
い
て
、
水
源
地
域
の
森
林
の
保
全
に
つ
い
て

下
流
域
に
暮
ら
す
人
々
の
理
解
を
求
め
る
た
め
に
行
っ

た
も
の
で
す
。）

「
水
源
の
町
」
を
宣
言



東
京
都
特
別
区
・
市
・
町
村
議
会
議
長
会

友
好
代
表
団
が
北
京
市
等
を
訪
問

立
し
た
北
京
華
北
ラ
ジ
オ
連
合
機
材
工
場
が
あ
っ
た
場

所
に
あ
り
、
工
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
七
九
八
工
場
の
跡

地
に
あ
る
た
め
そ
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
工
場
の
建

物
が
ド
イ
ツ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
調
の
建
築
様
式
で
あ
る
こ
と

や
交
通
の
利
便
性
か
ら
、
多
く
の
画
廊
、
ア
ト
リ
エ
な

ど
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
独
特
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
文
化
芸
術
の
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

翌
二
〇
日
は
午
前
中
前
門
大
通
り
を
視
察
し
、
次
い

で
旧
王
宮
で
そ
の
歴
史
的
建
造
物
が
世
界
遺
産
に
も
な

っ
て
い
る
故
宮
を
視
察
し
ま
し
た
。
北
京
入
り
し
初
め

て
快
晴
に
恵
ま
れ
、
気
温
は
急
上
昇
、
猛
暑
に
襲
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
杭
州
市
及
び
上
海
市
の
視
察

二
〇
日
午
後
に
は
空
路
北
京
市
か
ら
杭
州
市
へ
移

動
。
同
日
夕
刻
、
友
好
代
表
団
は
浙
江
省
人
大
常
務
委

員
会
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

浙
江
省
の
鐘
小
毛
外
事
工
作
委
員
会
主
任
か
ら
、

「
浙
江
省
は
面
積
が
約
一
〇
万
一
、
八
〇
〇
平
方
キ
ロ

トピックス
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特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局

特
別
区
及
び
市
、
町
村
議
会
議
長
会
は
北
京
市
と
の

友
好
促
進
を
目
的
に
相
互
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
一
二

回
目
の
訪
中
と
な
る
今
年
は
八
月
一
七
日
か
ら
二
三
日

ま
で
の
七
日
間
、
本
橋
練
馬
区
議
会
議
長
を
団
長
に
友

好
代
表
団
一
行
八
名
が
北
京
市
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

■
北
京
市
及
び
昌
平
区
へ
の
表
敬
、
視
察

代
表
団
一
行
は
、
初
日
に
ま
ず
、
ご
招
待
を
受
け
た

北
京
市
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、「
人
大
」
と
表
示
）

を
表
敬
訪
問
し
、
杜

印
主
任
を
は
じ
め
市
人
大
常
務

委
員
会
幹
部
等
と
の
会
見
の
席
に
臨
み
ま
し
た
。

杜
主
任
か
ら
は
、「
東
京
都
と
北
京
市
と
の
友
好
提

携
三
〇
周
年
の
節
目
と
な
る
こ
の
時
期
の
皆
様
の
訪
問

は
、
両
都
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
に
な

る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
両
国
が
置
か
れ
た
状
況
は
、
国

際
的
な
金
融
危
機
に
継
続
的
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
交
流
促
進
を
通
じ
経
済
、
技
術
の
分
野
で
お

互
い
協
力
し
て
取
り
組
め
る
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
短
い
期
間
で
す
が
、
多
く
の
箇
所
を
視

察
し
様
々
な
分
野
で
の
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

本
橋
団
長
は
「
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
役
割
を
担
う

中
国
に
あ
っ
て
、
北
京
市
は
二
〇
〇
八
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
よ
り
新
た
な
都
市
の

歴
史
を
刻
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
と
理
解
と
友
情
を
深
め
、
東
京
都

と
北
京
市
さ
ら
に
は
日
本
と
中
国
の
親
善
の
輪
が
一
層

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
答
礼
の
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
見
の
様
子
は
同
日
夜
、
北
京
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
昌
平
区
人
大
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
、
李

福
忠
区
人
大
主
任
を
始
め
人
大
幹
部
、
政
府
関
係
者
ら

の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
五
、
二
〇
〇
万
人
で
中
国
で
は

人
口
密
度
の
高
い
方
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然

と
物
産
に
恵
ま
れ
、
経
済
的
実
力
も
あ
る
有
数
の
省
で

す
。
西
湖
と
い
う
美
し
い
湖
の
ほ
と
り
で
の
今
宵
一
時

を
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
、
友
好
代
表
団
は
銭
塘
江
の
逆
流
を
鎮
め
る
こ

と
を
願
い
智
覚
禅
師
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
歴
史
を
持

つ
六
和
塔
を
見
学
、
塔
の
最
上
階
に
登
れ
ば
眼
下
に
は

銭
塘
江
が
静
か
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
次
い

で
龍
井
村
に
あ
る

中
国
茶
葉
博
物
館

を
訪
れ
ま
し
た
。

館
内
で
は
係
員
か

ら
展
示
物
を
通
じ

中
国
の
お
茶
の
歴

史
や
種
類
、
製
法

な
ど
の
説
明
を
受

け
、
茶
室
で
は

様
々
な
種
類
の
お

茶
の
入
れ
方
が
実

演
さ
れ
多
様
な
中

国
茶
の
味
わ
い
を

試
飲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

翌
日
は
バ
ス
で
杭
州
市
を
出
発
、
高
速
道
路
を
走
り

陸
路
上
海
市
に
入
り
ま
し
た
。
上
海
市
で
は
翌
二
〇
一

〇
年
に
万
国
博
覧
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
予

定
地
は
工
事
中
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
展
示
セ
ン
タ
ー
に
て
会
場
の
模
型
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
で
博
覧
会
の
施
設
計
画
や
事
業
目
標
等
を
詳
し
く
知

李
主
任
か
ら
「
昌
平
区
は
北
京
市
内
か
ら
北
に
約
三

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
近
代
的
な
製
造
業
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
主
産
業
と
す
る
北
京
の
衛

星
都
市
で
す
。
総
面
積
は
約
一
、
三
四
四
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
は
約
五
〇
万
人
で
、
歴
史
も
長
く
自
然

環
境
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ
必
ず

や
東
京
都
区
市
町
村
と
昌
平
区
と
の
友
好
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。」
と
の
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
表
敬
の
後
、
同
区
北
七
家
鎮
区
に
所
在

す
る
「
鄭
各
庄
村
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

鄭
各
庄
村
は
、
中
国
が
国
策
と
し
て
進
め
る
「
新
農

村
建
設
」
の
一
つ
で
す
が
〝
村
〞
の
就
業
構
造
は
農
業

か
ら
ハ
イ
テ
ク

な
ど
他
産
業
に

転
換
し
て
お

り
、
い
わ
ば
新

た
な
地
域
づ
く

り
で
あ
り
、
村

と
企
業
が
一
体

化
し
た
経
済
運

営
シ
ス
テ
ム
を

形
成
し
て
い
ま

す
。

三
日
目
は
、七
九
八
芸
術
工
場
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

七
九
八
芸
術
工
場
は
旧
東
ド
イ
ツ
の
援
助
を
受
け
て
設

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
三
日
、
い
よ
い
よ
訪
中
最
終
日
と
な
り
ま
し
た
。

高
さ
四
七
四
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
を
持
つ
上
海
世
界
環

球
金
融
セ
ン
タ
ー
を
見
学
の
後
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
に
乗
っ
て
、
一
路
浦
東
空
港
へ
。
午
後
の
便
で
成
田

へ
と
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

■
訪
中
を
終
え
て

代
表
団
の
訪
中
は
、
七
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
北
京
市
の
発
展
す
る
都
市
の
姿
や
、

行
き
か
う
車
の
量
の
多
さ
な
ど
、
中
国
の
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
表

敬
の
際
各
首
脳
か
ら
出
る
熱
い
言
葉
は
、
一
様
に
中
国

及
び
当
該
市
区
の
経
済
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

で
し
た
。
世
界
に
伍
す
る
経
済
立
国
を
め
ざ
す
熱
意
と

い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
人
大
を
は
じ
め
、
各

視
察
先
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
日
中
両
国
の
都
市
間

の
友
好
関
係
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
い

た
し
ま
す
。

■
平
成
二
一
年
度
東
京
都
特
別
区
・
市
・
町
村
議

会
議
長
会
友
好
代
表
団
名
簿

団
長
　
　
　
練
馬
区
議
会
議
長
　
　
本
橋
　
正
寿

副
団
長
　
　
西
東
京
市
議
会
議
長
　
浅
野
　
e
司

団
員
　
　
　
荒
川
区
議
会
議
長
　
　
茂
木
　
　
弘

大
田
区
議
会
議
長
　
　
永
井
　
敬
臣

大
島
町
議
会
議
長
　
　
白
井
　
松
寿

特
別
区
議
会
議
長
会

事
務
局
次
長
　
蓼
沼
　
三
郎

西
東
京
市
議
会

事
務
局
次
長
　
小
谷
野
佳
一

通
訳
　
　
　
　
　
　
　
仙
波
り
り
子

北京市人民代表大会表敬訪問

鄭各庄村展示センター（北京市）

798芸術工場（北京市）

銭塘江（杭州市）



ま
し
た
。
歓
迎
式
で
は
、
双
方
の
挨
拶
と
記
念
品
の
交

換
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
歓
談
で
は
、
八
王
子
市
の
特

色
の
紹
介
な
ど
を
通
じ
て
、
相
互
の
理
解
と
友
好
を
深

め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
王
子
市
長
も
同
行
し
、
視
察
に
出
発
。

八
王
子
市
は
、
二
一
の
大
学
等
が
あ
る
学
園
都
市
で

あ
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
東
京
工
科
大
学
を
訪
れ
ま
し

た
。
団
員
は
ま
ず
、
研
究
所
最
上
階
の
一
六
階
に
あ
が

り
、
緑
豊
か
な
市
内
の
様
子
を
眺
望
し
な
が
ら
、
創
始

者
の
理
事
長
か
ら
大
学
創
設
の
経
緯
な
ど
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
、
応
用
生
物
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
に
関
す
る
、
最
新
鋭
の
設

備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
熱
心
に
見
学
し
ま
し

た
。午

後
に
は
、
檜
原
村
役
場
に
東
京
都
町
村
会
会
長
の

坂
本
義
次
檜
原
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
歓
迎
と

答
礼
の
挨
拶
の
後
、
町
村
会
か
ら
団
員
へ
、
樹
齢
三
〇

〇
年
の
ケ
ヤ
キ
の
木
を
加
工
し
た
置
時
計
が
記
念
品
と

し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
視
察
先
で
あ
る
檜
原
小
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
中
国
語
で
の
歓
迎
挨
拶
を
受
け
、
演
奏
や

ヨ
サ
コ
イ
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
関

す
る
質
問
な
ど
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
交
流
と
な

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
教
育
・
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、

檜
・
杉
な
ど
の
地
場
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
建
設
さ

れ
た
檜
原
村
立
図
書
館
も
視
察
し
ま
し
た
。

団
員
の
明
る
く
温
か
い
人
柄
に
よ
り
、
両
国
の
都
市
事

情
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
初
日
か
ら
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

■
表
敬
訪
問
と
視
察

翌
日
か
ら
早
速
、
表
敬
訪
問
な
ど
の
公
式
日
程
が
始

ま
り
ま
し
た
。

四
日
午
前
は
、
八
王
子
市
役
所
に
東
京
都
市
長
会
会

長
を
務
め
る
黒
須

一
八
王
子
市
長
を
表
敬
訪
問
し

深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
一
行
は
、
江
戸
川
区
長
の
案
内
で
視
察
に
出

発
。
か
つ
て
の
農
業
用
水
路
を
再
生
し
た
一
之
江
境
川

親
水
公
園
や
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
自
転
車
の
出
し
入
れ
を

管
理
し
て
い
る
葛
西
駅
地
下
駐
輪
場
を
興
味
深
く
見
学

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
湾
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き

る
葛
西
臨
海
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で
、
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
夜
は
、
前
年
度
訪
中
し
た
区
市
町
村
の
代

表
団
と
交
流
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
前
年
度
訪
中
団
団
長

の
黒
須
八
王
子
市
長
か
ら
、
訪
中
し
た
際
の
温
か
い
お

も
て
な
し
に
対
す
る
感
謝
と
、
更
な
る
友
好
親
善
を
図

り
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
経
済
発
展
な
ど
の
北
京
の
話
題
で
盛
り

そ
の
夜
は
、
三
団
体
主
催
の
歓
迎
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
特
別
区
長
会

会
長
の
多
田
正
見
江
戸
川
区
長
が
「
一
九
七
九
年
か
ら

始
ま
っ
た
友
好
交
流
三
〇
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
心
よ

り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
友
好
交
流
が
、
相
互
理

解
を
一
層
深
め
、
友
好
の
絆
を
よ
り
強
め
る
機
会
に
な

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
会
場
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
日
中
双
方
の
参
会
者
の

交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

三
日
目
の
五
日
、
午
前
は
特
別
区
長
会
会
長
の
多
田

正
見
江
戸
川
区
長
を
表
敬
す
る
た
め
、
江
戸
川
区
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。
歓
談
で
は
、
江
戸
川
区
の
紹
介
や

北
京
市
の
現
状
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
友
好
を
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特
別
区
長
会
事
務
局

上
が
り
、団
員
同
士
の
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

四
日
目
の
六
日
、
午
前
は
、
北
京
、
東
京
双
方
の
共

通
す
る
課
題
で
あ
る
環
境
問
題
関
連
の
施
設
を
視
察
し

ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
中
防
地
区
に
あ
る
東
京
二
十

三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
の
灰
溶
融
施
設
と
日
本
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
施
設
で
、

中
防
灰
溶
融
施
設
の
視
察
で
は
、
二
三
区
の
清
掃
事
業

の
概
要
を
説
明
し
た
中
国
語
の
ビ
デ
オ
を
見
る
な
ど
充

実
し
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
浅
草
界
隈
な
ど
を
散
策
し
ま
し

た
。

■
地
方
視
察
そ
し
て
帰
国

五
日
目
の
七
日
か
ら
九
日
ま
で
は
、
二
泊
三
日
の
日

程
で
、
四
国
、
関
西
地
方
を
視
察
し
、
今
回
の
全
日
程

を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

友
好
交
流
の
目
的
を
果
た
し
た
代
表
団
一
行
は
、

「
再
見

ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン

、
ぜ
ひ
北
京
に
お
越
し
下
さ
い
。」
と
い
う
感
謝

の
言
葉
を
残
し
て
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。

平
成
二
一
年
一
一
月
三
日
か
ら
一
一
月
九
日
の
七
日

間
の
日
程
で
、
劉

り
ゅ
う

雲
広

う
ん
こ
う

門
頭
溝
区
区
長
を
団
長
と
す

る
北
京
市
区
・
県
友
好
代
表
団
十
名
が
、
特
別
区
長

会
・
東
京
都
市
長
会
・
東
京
都
町
村
会
の
三
団
体
の
招

き
に
よ
り
来
日
し
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
経
過

東
京
都
区
市
町
村
と
北
京
市
区
・
県
の
交
流
は
、
昭

和
五
四
年
三
月
に
北
京
市
で
調
印
さ
れ
た
東
京
都
と
北

京
市
と
の
友
好
都
市
関
係
の
結
成
に
関
す
る
議
定
書
に

端
を
発
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
五
六
年
八
月
に

東
京
都
区
市
町
村
友
好
代
表
団
が
北
京
市
を
訪
問
し
て

以
来
、
概
ね
毎
年
交
互
に
訪
問
し
あ
い
、
交
流
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

今
回
の
訪
日
で
通
算
二
八
回
目
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
交
流
事
務
局
も
特
別
区
と
市
町
村
が
二
年
ず

つ
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
特
別
区

長
会
が
受
け
持
ち
ま
し
た
。

■
友
好
交
流
の
ス
タ
ー
ト

友
好
代
表
団
の
一
行
は
、
一
一
月
三
日
午
後
、
交
流

事
務
局
が
出
迎
え
る
な
か
、
成
田
空
港
に
到
着
し
ま
し

た
。
空
港
ロ
ビ
ー
で
は
、
団
長
を
先
頭
に
、
ゲ
ー
ト
か

ら
に
こ
や
か
に
手
を
振
り
な
が
ら
出
て
き
た
一
行
と

「

」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
交
わ
し
、

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
到
着
後
、
今
回
の
日
中
友
好
交
流
の
成
功
を

祈
り
、交
流
事
務
局
主
催
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

東京都市長会会長表敬訪問（八王子市役所）

団
　
長

北
京
市
門
頭
溝
区
区
長

劉り
ゅ
う

雲
広

う
ん
こ
う

副
団
長

北
京
市
東
城
区
副
区
長

王お
う

佩
立

は
い
り
つ

団
　
員

北
京
市
西
城
区
副
区
長

楊よ
う

培
麗

ば
い
れ
い

北
京
市
石
景
山
区
副
区
長

呉ご

克
瑞

か
つ
ず
い

北
京
市
順
義
区
政
府
顧
問

雷ら
い

顕け
ん

武ぶ

北
京
市
宣
武
区
政
府
顧
問

趙ち
ょ
う

金き
ん

花か

北
京
市
密
雲
県
常
務
副
県
長

王お
う

広
双

こ
う
そ
う

北
京
市
延
慶
県
副
県
長

李り

満ま
ん

北
京
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
処
長

魏ぎ

楚そ

北
京
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
職
員

簡か
ん

潔け
つ

■
平
成
二
一
年
度

北
京
市
区
・
県
友
好
代
表
団
名
簿

ニ
ー

ハ
オ

東京都町村会会長表敬訪問（檜原村立図書館視察）

北
京
市
区
・
県
友
好
代
表
団
が
来
日特別区長会会長表敬訪問（葛西臨海公園視察）



脇
昭
先
生
の
ご
協
力
の
下
『「
グ
リ
ー
ン
と
し
ま
」
を

再
生
す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
　
学
校
の
森
・
植
樹

祭
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
区
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

お
い
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
児
童
・
生

徒
の
手
に
よ
っ
て
一
万
本
の
植
樹
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
植
樹
場
所
を
広
げ
、
一
〇
年
間
で
一
〇
万

本
の
苗
の
植
樹
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

環
境
都
市
づ
く
り
の
成
否
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
意
識
と
行
動
に
あ
り
ま
す
。
日
本
一
の
高
密
都
市
で

あ
り
、
緑
が
少
な
い
豊
島
区
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
植
樹
を

テ
ー
マ
と
し
て
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
全
国
へ
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
今
後
の
都
市
づ
く
り
の
目
標

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、「
予
防
に
重
点
を

置
い
た
安
全
と
健
康
の
質
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
」
を
推
進
す
る
た
め
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と

い
う
認
証
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

豊
島
区
は
、
こ
の
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
の

到
達
点
と
位
置
づ
け
、
区
制
八
〇
周
年
を
迎
え
る
二
年

後
の
平
成
二
四
年
を
目
途
に
、
東
京
で
初
め
て
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
認
証
取
得
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。

豊
島
区
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
健
康
」
と

「
安
全
」
の
活
動
を
大
き
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る

と
同
時
に
、
地
域
、
警
察
、
消
防
、
医
療
機
関
、
行
政

等
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
横
断
的
な
連
携
・
協
働
を
生
み

出
し
、
地
域
の
力
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
、
究
極
の
「
安

全
・
安
心
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

万
四
千
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
状
況
か
ら
す
る
と
、
今
後
も
穏
や
か
な
増
加
が
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
一
の
高
密
都
市
で
あ
り

な
が
ら
、「
住
み
た
い
ま
ち
」「
訪
れ
た
い
ま
ち
」
と
し

て
選
ば
れ
る
ま
ち
の
創
造
に
向
け
て
今
後
と
も
ま
い
進

し
て
い
き
ま
す
。

■
環
境
都
市
づ
く
り

豊
島
区
は
、
平
成
二
一
年
三
月
に
「
環
境
基
本
計
画
」

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
Ｃ
Ｏ
2

削
減
、
資
源
循
環
型
地
域
社
会
づ
く
り
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
一
年
四
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
・
宮

人
病
早
期
発
見
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
体
系
化
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
個
人
の
健
康
づ
く
り
を
社
会
的
に
支
援
し

て
い
く
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
、「
健
康
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
実
現
に

向
け
た
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
昭
和
五
六
年
以
来
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
今
や
、
日
本
は
世
界
有
数
の

「
が
ん
大
国
」
と
言
え
ま
す
。
豊
島
区
に
お
い
て
も
、

平
成
二
〇
年
度
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
六
六
八
人
で

あ
り
、
死
亡
総
数
の
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
豊
島
区
で
は
、
が
ん
対
策
を
今
後
の
区
政
の
最
重

要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
が
ん
対
策
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
区
長
を
本
部
長
と
す
る
「
が
ん
対
策

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
来
年
度
に
は
、「
が
ん
予

防
計
画
」
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
都
市
再
生

池
袋
副
都
心
の
再
生
は
、
区
の
将
来
を
左
右
す
る
重

要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
18
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
な
る
「
池
袋
副
都
心
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
人
と
環
境
へ
の
優
し
さ
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、
池
袋
駅
東
西
デ
ッ
キ
広
場
、
池
袋
西
口
駅
前
広

場
の
整
備
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
、
新

庁
舎
整
備
と
跡
地
活
用
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
東
京
の
中
で
個

性
と
存
在
感
あ
る
池
袋
副
都
心
再
生
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

豊
島
区
の
人
口
は
、
四
年
連
続
で
増
え
続
け
、
人
口

減
少
が
底
を
打
っ
た
平
成
九
年
と
比
較
す
る
と
、
約
一

豊
島
区
は
全
国
第
二
位
の
乗
降
客
数
を
持
つ
巨
大
タ

ー
ミ
ナ
ル
池
袋
駅
を
中
心
に
、
個
性
あ
る
住
宅
地
が
広

が
る
街
で
す
。
東
西
に
六
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

に
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
梟
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
、
一
三
・
〇
一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
人
口
は
、
約
二
六
万
三
〇
〇
〇
人

で
あ
り
、人
口
密
度
は
全
国
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
文
化
創
造
都
市
づ
く
り

豊
島
区
は
、
平
成
二
〇
年
度
文
化
芸
術
創
造
都
市
部

門
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
一
九
年

度
以
降
、
全
国

で
八
都
市
が
表

彰
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
東
京

で
は
豊
島
区
が

初
め
て
選
ば
れ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
区

立
新
劇
場
「
あ

う
る
す
ぽ
っ

と
」
や
新
中
央

図
書
館
の
整

備
、
廃
校
を
活

用
し
た
文
化
拠
点
施
設
「
に
し
す
が
も
創
造
舎
」
の
展

開
、「
熊
谷
守
一
美
術
館
」
の
区
立
美
術
館
と
し
て
の

新
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
、
各
界
文
化
人
を
講
師
に
迎
え

て
の
「
と
し
ま
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
連
続
開
催
な
ど

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
様
々
な
文
化
活
動
の
取
り
組
み
が
総
合
的
に

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
駒
込
発
祥
で
あ
る
「
染
井
吉
野
桜
」、
近

代
漫
画
を
牽
引
し
た
マ
ン
ガ
家
た
ち
が
青
春
期
を
す
ご

し
た
南
長
崎
「
ト
キ
ワ
荘
」、
若
き
芸
術
家
た
ち
が
集

ま
り
暮
ら
し
た
長
崎
の
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」、
そ

し
て
副
都
心
線
新
駅
開
業
で
注
目
を
集
め
る
雑
司
が
谷

の
街
並
み
な
ど
、
数
多
く
の
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
「
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
生
涯
健
康
都
市
づ
く
り

豊
島
区
で
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
が
大
き

な
課
題
と
な
る
中
、
平
成
二
一
年
五
月
に
「
豊
島
区
健

康
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
標
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
成

区市町村だより
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「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
の
集
大
成
へ
向
け
て

豊
島
区

児童・生徒らが一万本の植樹。「学校の森」植樹祭（平成21年4月）

地域と一体となったテロ・通り魔対策パトロール（平成20年6月）

平成21年4月に完成した記念碑「トキワ
荘のヒーローたち」

平成19年9月にオープンした舞台芸術交流センター「あう
るすぽっと」



安
も
良
好
な
状
態
を
形
成
し
て
い
く
運
動
）
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
（
安
全
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ

く
る
）

第
一
の
重
点
項
目
は
大
学
連
携
で
す
。
足
立
区
千
住

地
区
に
は
現
在
、
放
送
大
学
、
東
京
藝
術
大
学
、
東
京

未
来
大
学
の
三
つ
の
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
加

え
、
二
二
年
に
は
帝
京
科
学
大
学
、
二
四
年
に
は
東
京

電
機
大
学
の
オ
ー
プ
ン
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
約
一
万

人
の
学
生
が
集
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
大
学
と
連
携
し
、
新
し
い
文
化
や
産
業
の
創
出

を
図
る
べ
く
、
教
育
、
子
育
て
な
ど
を
含
め
広
範
な
分

野
に
わ
た
る
大
学
と
の
連
携
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
二
一
年

六
月
に
は
五

大
学
の
学
長

会
議
を
開
催

し
、
各
大
学

と
の
連
携
に

大
き
な
は
ず

み
が
つ
き
ま

し
た
。

二
点
目

は
、
地
域
経

済
の
活
性
化

で
す
。
創
業

支
援
資
金
の

貸
付
や
、
若

者
の
就
労
支
援
の
拠
点
と
し
て
「
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
開
設
、
起
業
や
雇
用
の
創
出
に

努
め
て
い
ま
す
。

三
点
目
は
拠
点
整
備
で
す
。
足
立
区
に
は
大
規
模
団

地
も
多
く
、
今
後
順
次
建
て
替
え
時
期
を
迎
え
て
い
き

ま
す
。
建
て
替
え
に
あ
た
り
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
も

含
め
て
、
都
や
Ｕ
Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
団
地
再
生
を
進

め
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
さ
ら
な
る
魅
力
の
ア
ッ
プ
へ

足
立
区
は
二
〇
世
紀
の
殻
を
脱
ぎ
捨
て
、
そ
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
新
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
と
同
時
に
、
区
外
の
方
々
か
ら
も
「
住
ん
で
み

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
足
立
区
へ
と
、

挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

■
地
名
の
由
来

足
立
区
は
そ
の
昔
、
河
川
が
合
流
し
海
に
接
し
た
低

湿
地
帯
で
し
た
。
湿
原
に
葦
が
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら

「
葦
（
あ
し
）
立
ち
」
と
言
っ
た
の
が
「
足
立
」
に
な

っ
た
と
言
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
足
立
」
の
地
名
が
書
か
れ
た
最
も
古
い
も
の
は
、

平
城
京
二
条
大
路
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
で
「
天
平
七

年
」（
七
三
五
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
か

ら
集
落
が
で
き
（
伊
興
遺
跡
な
ど
）、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
に
は
村
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

を
迎
え
る
と
足
立
区
全
域
に
村
と
耕
地
が
広
が
り
、
千

住
宿
も
栄
え
ま
し
た
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に

は
四
七
カ
町
村
で
南
足
立
郡
が
設
け
ら
れ
、
東
京
府
の

郡
部
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
五

月
に
は
市
制
実
施
の
た
め
、
町
村
の
分
合
を
行
い
一
町

八
カ
村
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
は
一
〇
カ
町

村
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

一
〇
月
の
市
郡
併
合

で
東
京
市
足
立
区
が

誕
生
し
、
昭
和
一
八

年
（
一
九
四
三
）
七

月
に
は
都
制
の
施
行

で
東
京
都
足
立
区
と

な
り
、
今
日
に
至
り

ま
す
。

区市町村だより
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協
働
で
築
く
力
強
い
足
立
区

新
た
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

足
立
区

■
人
口
・
地
勢

足
立
区
は
、
東
京
の
北
東
部
に
あ
っ
て
、
四
方
を
川

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
土
地
で
す
。
広
い
河
川
敷
が

区
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
荒
川
は
、
東
京
の

下
町
地
区
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
荒
川
放
水
路
と
し

て
明
治
四
四
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て
、
掘
削
さ
れ

ま
し
た
。
人
口
は
、
近
年
の
都
市
基
盤
整
備
に
よ
る
増

加
も
あ
り
約
六
六
万
人
（
二
三
区
中
五
番
目
）、
面
積

は
五
三
・
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
二
三
区
中
三
番

目
）
で
す
。

好
機
を
発
展
に

つ
な
げ
る
た
め
に

足
立
区
は
今
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
二
本
の
新
線
開
通
や
大
学
進
出
な
ど

様
々
な
地
域
資
源
が
整
い
、
一
大
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
生
か
し

き
る
た
め
「
足
立
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
戦
略
」

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
子
ど

も
」「
く
ら
し
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
経
営
改
革
」
の
四

つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
下
そ
の
主
な

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
子
ど
も
支
援
（
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
む
）

未
来
の
足
立
区
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
な
生
活
環
境
の
下
で
も
、
た
く
ま
し
く
自
ら
の
人
生

を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
基
本
的
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
た
上
で
、
健

康
と
学
力
の
増
進
を
図
れ
る
よ
う
施
策
を
強
化
し
ま
し

た
。ま

ず
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
生
活
の
リ

ズ
ム
を
形
成
す
る
た
め
、
保
育
園
に
お
い
て
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
体
力
づ
く
り
に
は
、
食
事
も
重
要
と

考
え
、「
お
い
し
い
給
食
日
本
一
」
を
目
指
し
改
善
を

図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
基
本
的
な
学
力
定
着
の
た
め
少
人
数
学
級

を
推
進
す
べ
く
、
区
独
自
で
副
担
任
を
置
い
た
り
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
師
を
全
学
校
に
配
置
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
放
課
後
、
の
び
の
び
体
を
動
か
せ
る
よ
う
、
校

庭
や
体
育
館
な
ど
を

開
放
す
る
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
の
全

七
二
校
で
の
実
施
が

目
前
で
す
。

ま
た
、
働
き
な
が

ら
子
育
て
の
で
き
る

環
境
整
備
の
た
め
、

小
規
模
保
育
室
の
創

設
や
家
庭
福
祉
員
の

育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

■
く
ら
し
（
健
や
か
な
安
心
の
く
ら
し
を
支
え
る
）

く
ら
し
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
き
く
三
つ
の
分

野
で
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
「
健
康
・
長
寿
社
会
」
の
実
現
で
す
。
人
生

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
若
年
層
健
診
の
実
施
、
元

気
な
高
齢
者
を
応
援
す
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
公
園
で
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
「
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
」

事
業
な
ど
、
健
康
を
支
え
る
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

二
番
目
は
、
環
境
に
優
し
い
「
く
ら
し
」
で
す
。
二

〇
年
六
月
、
ツ
バ
ル
の
副
首
相
を
お
招
き
し
「
環
境
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
足
立
」
を
開
催
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

区
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
に
残
さ
れ
た
自

然
を
再
生
す
る
た
め
、
荒
川
堤
の
五
色
桜
の
復
活
や
近

隣
自
治
体
と
も
協
働
し
垳
川
浄
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

三
番
目
に
は
、

「
治
安
」
の
再
生

で
す
。
残
念
な
が

ら
足
立
区
は
刑
法

犯
認
知
件
数
で
は

二
三
区
ワ
ー
ス
ト

1
で
す
。

こ
の
弱
点
を
強

み
に
転
換
す
る
た

め
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
・
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
運
動
（
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
治

大学との連携により千住で開催されたIDCロボコン

日暮里・舎人ライナーの開業

平成20年度に開催された「環境サミットin足立」

夏の「足立の花
火」、冬の「光の
祭典」は、区内外
多くの方にお楽し
みいただいていま
す

子どもたちの未来のために



に
は
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
、
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
、
フ
ン

ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
、
約
六
六
〇
匹
の
哺
乳
類
と
三

〇
〇
羽
の
鳥
類
な
ど
が
飼
育
・
展
示
さ
れ
て
お
り
、
キ

リ
ン
や
シ
マ
ウ
マ
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
「
サ
バ
ン
ナ

園
」、
動
物
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
「
ス
タ
デ
ィ
ホ
ー

ル
」
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気
で
す
。

平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

運
営
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
体
験
学
習
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
多
様
な
人
材
に
よ
る
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

平
成
一
八
年
、
第
四
次
長
期
総
合
計
画
の
主
要
事
業

の
一
つ
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
と
は
、
ゆ
と
り
と
く
つ
ろ

ぎ
を
提
供
す
る
施
設
を
表
す
造
語
で
、
全
国
公
募
に
よ

る
応
募
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
名
称
で
す
。
こ
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
大
小
の
ホ
ー
ル
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
講
座
室
な
ど
か
ら
な
り
、
こ
の
施
設
を
拠
点
に
羽

村
ら
し
い
文
化
の
振
興
を
図
り
、「
文
化
芸
術
都
市
は

む
ら
」
を
築
い
て
い
く
構
想
を
抱
い
て
い
ま
す
。

こ
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
際
し
て

は
、
市
民
協
働
組
織
を
立
ち
上
げ
、
市
民
委
員
に
、
ホ

ー
ル
で
の
催
し
や
展
示
、
講
座
な
ど
の
企
画
、
運
営
の

一
部
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、

現
在
、
羽
村
市
の
生
涯
学
習
の
基
本
方
針
を
定
め
る
生

涯
学
習
基
本
条
例
の
制
定
と
生
涯
学
習
を
体
系
化
し
た

生
涯
学
習
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
平
成
二
四
年

度
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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■
羽
村
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
か
ら
西
へ
お
よ
そ
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
西
多

摩
地
域
に
位
置
す
る
羽
村
市
は
、
多
摩
川
と
武
蔵
野
台

地
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
都
市
で
、
西
に
は
、
奥

多
摩
の
山
々
を
、
南
に
は
、
富
士
山
を
望
み
、
東
に
は
、

在
日
米
軍
横
田
基
地
が
あ
り
ま
す
。
人
口
は
、
五
万
七
、

五
六
〇
人
（
平
成
二
一
年
四
月
一
日
現
在
）、
面
積
は
、

九
・
九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半
、
首
都
圏
整
備
法
の
市
街
地
開

発
区
域
の
指
定
を
受
け
、
都
市
開
発
に
着
手
し
、
区
画

整
理
事
業
と
工
場
誘
致
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
純
農
村

だ
っ
た
町
は
、
職
場
と
住
居
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ

れ
、
上
下
水
道
、
道
路
、
公
共
施
設
な
ど
、
都
市
基
盤

が
整
備
さ
れ
た
近
代
的
な
都
市
へ
と
発
展
し
、
平
成
三

年
一
一
月
に
市
制
を
施
行
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
羽
村
の
観
光

市
内
に
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
三
六
〇
年
前
、
江
戸
時

代
に
開
削
さ
れ
た
玉
川
上
水
の
取
入
口
が
あ
り
、「
羽

村
の
堰
」
と
し
て
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
玉
川

上
水
は
、
江
戸
東
京
と
羽
村
を
結
ぶ
歴
史
的
な
構
築
物

で
あ
り
、
平
成
一
五
年
に
は
国
の
「
史
跡
」
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
上
水
付
近
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、

毎
年
、
春
に
は
、
大
勢
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま

た
、「
羽
村
の
堰
」
上
流
に
は
、
市
内
で
唯
一
残
る
水

田
に
三
〇
万
球
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
、
桜
と
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
「
花
と
水
の
ま
つ
り
」
は
、

羽
村
市
の
観
光
の
主
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
下
旬
に
は
、
羽
村
駅
東
口
を
中
心
に
、
は
む
ら

夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
よ
そ
一
〇
〇
店
舗
の

模
擬
店
が
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市

民
に
よ
る
人
波
踊
り
や
参
場
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
招
待
し

た
本
格
的
な
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
駅
前
通
り
を
練
り
歩

き
、
和
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
や
市
内
の
お
囃
子
の
団
体
が

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

菊
薫
る
一
一
月
上
旬
に
は
、
商
工
農
業
と
消
費
者
が

一
堂
に
会
す
る
「
産
業
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
で
は
、

農
産
物
の
品
評
会
や
市
内
商
工
業
者
の
出
店
・
展
示
な

ど
で
賑
わ
い
ま
す
。

■
羽
村
市
動
物
公
園

羽
村
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
昭
和
五
三
年

に
オ
ー
プ
ン
し
、
三
〇
周
年
を
迎
え
た
市
営
の
羽
村
市

動
物
公
園
が
あ
り
、
年
間
二
四
万
五
、
〇
〇
〇
人
（
平

成
二
〇
年
度
）
の
来
園
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
園
内

■
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

第
四
次
羽
村
市
長
期
総
合
計
画
に
お
け
る
羽
村
市
の

将
来
像
は
、「
ひ
と
に
心
ま
ち
に
風
〜
い
き
い
き
生

活
・
し
あ
わ
せ
実
感
都
市
　
は
む
ら
」、
基
本
理
念
は
、

「
自
立
と
連
携
」
で
す
。

今
、
そ
の
理
念
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
市
民
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」、「
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
の
発
足
、
電
柱
な
ど
に
立
て
ら
れ
た
捨
て
看

板
や
張
り
紙
な
ど
を
除
去
す
る
「
羽
村
市
捨
て
看
板
防

止
条
例
」
に
基
づ
く
、
捨
て
看
板
除
却
推
進
員
制
度
の

創
設
な
ど
に
つ
な
が
り
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
安

全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
行
政
が
市
民
の
目
線
で
も
の
を
見
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
長
自
ら
、
幹
部
職
員
と
と
も
に

地
域
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
対
話
を
行
う

「
市
長
と
ト
ー
ク
」
を
積
極
的
に
実
施
し
、
市
民
の
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
行
政
運
営
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

■
行
財
政
の
運
営

平
成
二
〇
年
か
ら
の
世
界
的
な
経
済
危
機
に
よ
り
、

市
内
企
業
か
ら
の
市
民
税
が
減
収
に
な
る
な
ど
、
市
の

財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
経
済
・
財

政
対
策
な
ど
を
進
め
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
、
羽
村
市
の
行
政
運
営

の
指
針
と
な
る
第
五
次
長
期
総
合
計
画
（
平
成
二
四
年

度
〜
）
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
審
議
会

を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
羽
村
市
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

〜
ひ
と
に
心
ま
ち
に
風
〜

い
き
い
き
生
活
・
し
あ
わ
せ
実
感
都
市
は
む
ら

羽
村
市

生涯学習センターゆとろぎオープン

花と水のまつり
神輿の川入れ

観光スポット
チューリップ畑

はむら夏まつりサンバチーム

動物公園のキリン



■
あ
き
る
野
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

あ
き
る
野
市
は
、
都
心
か
ら
西
方
四
〇
〜
五
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
に
位
置
し
、
秋
川
と
平
井
川
の
二
つ
の
川

を
軸
と
し
て
、
比
較
的
緩
や
か
な
秋
川
丘
陵
と
羽
村
草

花
丘
陵
に
囲
ま
れ
る
平
坦
部
と
、
奥
多
摩
の
山
々
に
連

な
る
山
間
部
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
域
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
森
は
、
豊
か
な

緑
が
青
い
空
と
相
ま
っ
て
、
ホ
ッ
と
す
る
空
間
を
作
り

出
し
て
い
て
、
そ
の
空
間
の
中
に
多
く
点
在
す
る
神

社
・
仏
閣
が
歴
史
と
文
化
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま

す
。多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
清
流
秋
川
は
、
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
鮎
釣
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
賑
わ
い
、
上
流

の
秋
川
渓
谷
で
は
新
緑
や
紅
葉
に
よ
り
四
季
折
々
の
彩

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
秋
川
渓
谷
は
か
つ
て
、
山
方
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
木
材
を
筏
に
組
み
、
江
戸
へ
供
給
し
て
い
ま
し
た
。

炭
市
と
し
て
発
展
し
た
市
の
西
部
に
位
置
す
る
五
日
市

は
、
蓄
え
た
財
を
文
化
へ
注
ぎ
、
や
が
て
五
日
市
憲
法

草
案
の
誕
生
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
初
め
て
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
を

受
賞
し
た
萩
原
タ
ケ
を
輩
出
す
る
な
ど
、
外
か
ら
の
文

化
や
知
識
を
伝
統
と
融
合
さ
せ
な
が
ら
五
日
市
文
化
圏

を
つ
く
り
、
東
京
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区市町村だより

●43 42●

人
と
緑
の
新
創
造
都
市

あ
き
る
野
市

■
環
境
都
市
の
実
現
に
向
け
て

郷
土
の
恵
み
の
森
構
想

あ
き
る
野
市
の
西
部
を
中
心
に
広
が
る
森
は
、
あ
き

る
野
市
の
象
徴
で
あ
る
清
ら
か
な
水
や
空
気
を
創
り
だ

す
と
と
も
に
、生
物
に
生
息
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

郷
土
の
恵
み
の
森
構
想
は
、「
環
境
の
森
」、「
経
済

の
森
」、「
郷
土
教
育
の
森
」、「
健
康
の
森
」、「
歴
史
文

化
の
森
」、「
観
光
の
森
」
な
ど
、
森
の
将
来
の
姿
を
示

す
こ
と
に
よ
り
、
市
内
各
地
区
の
森
林
の
様
々
な
資
源

を
総
合
的
に
評
価
、
再
発
掘
し
、
一
〇
年
後
、
五
〇
年

後
、
一
〇
〇
年
後
の
未
来
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
森
を

軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
も
の
で
す
。

東
京
の
ふ
る
さ
と
五
日
市
物
語

太
古
の
昔
は
海
底
だ
っ
た
五
日
市
の
盆
地
は
、
大
き

な
湖
の
時
期
を
経
て
、や
が
て
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、

人
々
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

近
世
に
な
る
と
、
大
消
費
地
江
戸
が
出
現
し
、
五
日

市
は
炭
の
売
り
買
い
の
場
に
な
っ
て
活
況
を
呈
し
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
、
文
化
人
や
商
人
な
ど
多
く
の
人
々

を
惹
き
つ
け
、
豊
か
な
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
き
ま
し

た
。幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
は
、
五
日
市
憲
法
草
案
を
起

草
し
た
千
葉
卓
三
郎
を
育
て
、
や
が
て
五
日
市
鉄
道
の

敷
設
な
ど
、

多
く
の
経
済

人
に
よ
り
近

代
化
が
推
し

進
め
ら
れ

て
、
昭
和
の

時
代
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
よ
う

に
、
豊
か
な

自
然
や
歴
史

に
包
ま
れ
た

私
た
ち
の
ま
ち
は
と
て
も
魅
力
的
で
、
東
京
の
心
の
ふ

る
さ
と
と
い
え
る
ま
ち
で
す
。

こ
の
よ
う
な
先
人
が
刻
ん
で
き
た
歩
み
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
我
が
ま
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
く

た
め
に
、「
五
日
市
物
語
」
の
映
画
製
作
と
出
版
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
市
民
と
の
協
働
で
防
災
対
策
を
（
あ
き
る
野
市

防
災
・
安
心
地
域
委
員
会
）

あ
き
る
野
市
防
災
・
安
心
地
域
委
員
会
は
、
市
民
が

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
市
内
の
旧

町
村
を
単
位
と
し
た
七
つ
の
地
域
の
、
特
性
に
合
っ
た

防
災
に
関
す
る
取
組
な
ど
を
、
市
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
住
民
が
自
主
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
防
災
・
安
心
地
域
委
員
会
に
併
せ
て
、

市
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
応
援
隊
を
地
域
ご
と
に
組
織
し
、
会
議
を
開
催
す
る

時
に
は
同
席
し
て
、
地
域
委
員
会
を
側
面
か
ら
支
援
し

て
い
ま
す
。

■
文
化
・
観
光

あ
き
る
野
三
大
祭

市
内
に
は
、
大
小
五
〇
以
上
の
神
社
が
点
在
し
て
お

り
、
毎
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
各
神
社
の
祭
礼
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
九
月
に
行
わ
れ
る
二
宮
神
社

例
大
祭
、
正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭
、
阿
伎
留
神
社
例

大
祭
は
あ
き
る
野
三
大
祭
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
多
く
の

見
物
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

二
宮
神
社
は
、
武
蔵
六
所
宮
の
う
ち
の
二
の
宮
で
、

藤
原
秀
郷
が
平
将
門
追
討
の
折
、
戦
勝
祈
願
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
大
祭
は
、
毎
年
九
月
八
日
・
九
日
に
行
わ
れ
、
通

称
「
し
ょ
う
が
祭
り
」
と
も
言
わ
れ
て
、「
二
宮
の
生

姜
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
。一
年
間
無
病
息
災
、

厄
除
け
に
な
る
。」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
〇
の
石
段
を
登
る
神
輿
の
宮
入
は
勇
壮
で

見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

正
一
位
岩
走
神
社
は
平
安
末
期
、
信
州
伊
那
谷
の
石

工
た
ち
が
移
り
住
ん
で
開
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
礼
は
、
現
在
で
は
敬
老
の
日
の
直
前
の
土
曜
日
と
日

曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

渡と

御ぎ
ょ

は
、
神
社
神
輿
ほ
か
町
内
神
輿
一
二
基
で
行
わ

れ
、
山
車
六
台
も
繰
出
し
ま
す
。
ま
た
、
獅
子
行
列
に

は
五
〇
人
の
人
々
が
昔
な
が
ら
の
白
丁

は
く
ち
ょ
う

で
木
遣
音
頭
に

合
わ
せ
て
巡
行
し
、
そ
の
様
は
、
正
に
三
五
〇
年
の
伝

統
を
刻
む
時
代
絵
巻
そ
の
も
の
で
す
。

阿
伎
留
神
社
は
、
古
代
の
武
蔵
国
多
摩
郡
八
社
の
筆

頭
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
阿
伎
留
神
社
」
が
当
社
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
源
頼
朝
、
足
利
尊
氏
、
北
条

氏
康
、
徳
川
家
康
等
の
寄
進
状
が
残
っ
て
い
ま
す
。

例
大
祭
は
、
毎
年
九
月
二
八
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の

三
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
神
輿
は
す
べ
て
屋
根
と
胴
が
六

角
形
で
、
本
社
神
輿
と
中
学
生
の
中
神
輿
、
各
町
内
の

子
ど
も
神
輿
が
あ
り
、
五
日
市
の
街
道
を
練
り
歩
き
ま

す
。特

に
、
重
さ
六
〇
〇
キ
ロ
の
本
社
神
輿
が
勇
壮
に
五

日
市
の
街
を
渡
御
す
る
姿
は
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。

秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
、「
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯
」
と

書
か
れ
た
ピ

ン
ク
色
の
バ

ス
に
乗
っ
て

一
七
分
。
バ

ス
を
降
り
る

と
す
ぐ
に
、

秋
川
渓
谷
沿

い
に
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず

む
、
自
然
の

中
に
溶
け
込

ん
だ
幻
想
的
な
建
物
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

温
泉
施
設
に
は
、
内
風
呂
の
ほ
か
に
露
天
風
呂
な
ど

が
あ
り
、
国
内
屈
指
と
も
評
価
さ
れ
る
ア
ル
カ
リ
度
の

高
い
良
泉
で
、
肌
に
う
る
お
い
を
与
え
、
一
度
入
浴
す

る
と
そ
の
泉
質
の
良
さ
に
驚
か
さ
れ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
と
し
て
渓
谷
沿
い
の
斜
面
に
コ
テ

ー
ジ
が
一
〇
棟
、
さ
ら
に
地
域
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
や

観
光
物
産
を
販
売
す
る
物
産
販
売
所
も
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
美
味
し
さ
い
っ
ぱ
い
あ
き
る
野
ブ
ラ
ン
ド

市
内
に
は
、
豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り
、
農
林
水
産

物
で
は
、
の
ら
ぼ
う
菜
、
秋
川
牛
、
東
京
し
ゃ
も
な
ど

が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
の
ら
ぼ
う
菜
は
、
ア
ブ
ナ
ラ

科
の
野
菜
で
茹
で
て
お
ひ
た
し
な
ど
で
食
べ
ま
す
。
あ

く
が
な
く
、
独
特
の
甘
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
秋
川
牛

は
、
あ
き
る
野
の
自
然
に
抱
か
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
二
〇

ヶ
月
間
育
て
ら
れ
た
黒
毛
和
牛
で
、
や
わ
ら
か
く
て
濃

厚
な
肉
本
来
の
う
ま
み
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地

場
産
品
を
発
掘

し
、
市
内
外
に

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

販
路
を
拡
大
し

よ
う
と
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
秋

川
渓
谷
物
語
」

認
証
制
度
を
、

あ
き
る
野
商
工

会
で
行
っ
て
い

ま
す
。

昔は湖底だった五日市地区

瀬音の湯の内風呂は源泉掛け流し

迫力満点、美味しい秋川牛

森の恵みを体感

二宮神社の神輿



区市町村だより

●45 44●

■
瑞
穂
町
に
つ
い
て

都
心
か
ら
北
西
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
一

六
・
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
、
平
成
二
二
年

で
町
制
施
行
七
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
町
の
南
北
に
国
道

16
号
が
、
東
西
に
青
梅
街
道
と
新
青
梅
街
道
が
走
り
、

ま
た
、
圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
近
い
こ
と
か

ら
も
、
車
両
交
通
の
要
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
北

東
部
に
は
、
緑
豊
か
な
狭
山
丘
陵
が
広
が
り
、
各
種
の

貴
重
な
動
植
物
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
南
部
に
は

米
軍
横
田
基
地
が
、
町
域
の
約
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

狭
山
丘
陵
は
、
野
山
北
・
六
道
山
公
園
と
し
て
東
京

都
に
よ
っ
て
公
有
地
化
さ
れ
、
里
山
の
趣
を
残
し
た
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
六
道
山
公
園
に
あ
る
レ
ン
ガ
調

の
展
望
塔
か
ら
は
狭
山
丘
陵
や
奥
多
摩
の
山
並
み
、
富

士
山
な
ど
美
し
い
景
色
を
一
望
で
き
ま
す
。
週
末
に
は

散
策
を
楽
し
む
ハ
イ
カ
ー
な
ど
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

歴
史
を
少
し
遡
り
ま
す
と
、
江
戸
時
代
、
瑞
穂
町
は

日
光
街
道
と
青
梅
街
道
が
交
差
す
る
宿
場
町
と
し
て
発

達
し
ま
し
た
。
昭
和
一
五
年
に
箱
根
ケ
崎
・
石
畑
・
殿

ケ
谷
・
長
岡
の
四
か
村
組
合
を
発
展
的
に
解
消
し
て
町

制
を
施
行
し
、
瑞
穂
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
三
三

年
に
は
、
埼
玉
県
入
間
郡
元
狭
山
村
と
合
併
し
、
現
在

の
瑞
穂
町
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
計
画

平
成
一
三
年
に
第
三
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
、

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
ま
ち
　

み
ず
ほ
　
〜
快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
〜
」
の
実

現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、第
三
次
計
画
の
総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成
二
三
年
度
か
ら
の
一
〇
年
間
の
新
し
い
計
画
で
あ

る
第
四
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
議
会
と
と
も
に
広
く
町
民
の
方
々
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

■
町
を
支
え
る
産
業

商
工
業
で
は
、
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
物
流
関

係
の
企
業
や
広
い
駐
車
場
を
整
え
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
が
多
く
進
出
し
、
町
に
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
製
造
品
の
出
荷
数
に
つ
い
て
は
多
摩
地
域
で
も

上
位
の
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
優
良
企
業

誘
致
の
検
討
や
中
小
企
業
が
融
資
を
受
け
る
際
の
保
証

料
を
助
成
す
る
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

既
存
の
商
店
街
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
町
と
商
工
会

が
連
携
し
、
地
域
に
あ
る
こ
だ
わ
り
の
店
や
名
物
名
産

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
独
自
の
魅
力
で
発
展
し
て
い
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
だ

る
ま
作
り
も
有
名
で
「
東
京
だ
る
ま
」
は
正
月
の
縁
起

物
と
し
て
各
所
の
縁
日
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
な
農
地
が
多
く
、「
東
京

狭
山
茶
」
と
し
て
知
ら
れ
る
お
茶
の
生
産
量
は
東
京
都

随
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ク
ラ
メ
ン
を
主
体

と
し
た
花
卉
栽
培
も
盛
ん
で
、年
末
の
出
荷
時
期
に
は
、

シ
ク
ラ
メ
ン
街
道
に
た
く
さ
ん
の
の
ぼ
り
が
た
ち
、
シ

ク
ラ
メ
ン
を
求
め
る
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。

■
自
然
と
文
化
の
調
和

樹
木
・
樹
林
地
の
指
定
を
は
じ
め
と
し
た
み
ど
り
の

保
全
策
や
資
源
の
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目
指

し
、
自
然
に
親
し
み
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
歴
史
的
空
間
を
残
し
た
街
並
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
み
ず
ほ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
資
源
ご
み

や
粗
大
ご
み
の
中
間
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
幅
広
く
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
環
境
に
関
す
る
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
「
み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
」
は
健

康
増
進
や
自
然
と
町
民
が
触
れ
合
う
場
と
し
て
親
し
ま

れ
、
ま
た
、
定
例
で
開
催
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
頃
に
建
て
ら
れ
た

母
屋
と
二
棟
の
土
蔵
か
ら
成
る
社
会
教
育
施
設
「
耕
心

館
」
は
、
屋
敷
森
に
囲
ま
れ
、
武
蔵
野
の
旧
家
の
た
た

ず
ま
い
を
残
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
や
展
示
会
な
ど
新
し
い
文
化
発
信
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
町
の
特
色
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
さ
く
ら
ま
つ
り
（
四
月
）」、「
み
ず
ほ
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
八
月
）」、「
産
業
ま
つ
り
（
一
一
月
）」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
お
い
て
農
畜
産
物
の
販
売

や
伝
統
技
芸
の
披
露
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
各
種

催
し
物
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
残
堀
川
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」

は
、
残
堀
川
の
源
で
あ
る
狭
山
池
を
目
指
す
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
新
た
な
観
光
施
策
の
展
開
と
し
て
、
狭
山
池
北
部

の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
国
際
交
流

国
際
化
施
策
で
は
、
平
成
一
八
年
に
、
米
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ー
ガ
ン
ヒ
ル
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
現
在
は
、
瑞
穂
町
と
モ
ー
ガ
ン
ヒ
ル
市
の
中
学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
訪
問
す
る
学
生
交
流
に
発
展
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
新
た
な
交
流

の
展
開
を
目
指
し
て
い
く
ほ
か
、住
民
交
流
を
は
じ
め
、

産
業
、
教
育
、
芸
術
、
文
化
な
ど
、
相
互
の
特
徴
を
活

か
し
た
交
流
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
横
田
基
地
と
の
交
流
で
は
、
町
民
を
主
体
と

し
た
団
体
が
中
心
と
な
り
、
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
様
々
な
機
会
に
基
地
内
の
軍
人
と
そ
の
家
族
が
参
加

す
る
な
ど
、近
年
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
と
自
然
が
織
り
な
す
ま
ち
み
ず
ほ

瑞
穂
町

関東富士見100景に選ばれたスカイホールからの眺望

六道山公園展望台

11月中旬以降、シクラメンが彩ります。

みずほエコパーク



〈
目
黒
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
〉

区
長
に
就
任
以
来
、
私
が
区
政
運
営
の
大
き
な

目
標
と
し
て
い
る
の
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
目
黒
」
の
実
現
で
す
。
毎
年
実
施

す
る
世
論
調
査
に
お
け
る
区
へ
の
定
住
意
向
は
、

平
成
一
〇
年
か
ら
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
、
非

常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
勤
・
通
学

に
お
け
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
身
近
な
商
店

街
な
ど
買
物
の
利
便
性
、
緑
の
多
い
落
ち
着
い
た

住
環
境
を
居
住
の
理
由
に
あ
げ
る
方
が
多
く
、
定

住
意
向
を
引
き
続
き
維
持
し
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

が
私
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
特
に
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
要
望
の

高
い
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
良
好
な
住
環
境
整

備
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
侵
入
窃
盗
や
ひ
っ
た

く
り
な
ど
区
内
で
発
生
す
る
犯
罪
の
未
然
防
止
と
、

子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
事
案
未
然
防
止
を
図
り
、

区
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
三
六
五
日
、

二
四
時
間
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
に
区
内
を
巡
回
さ
せ

る
と
と
も
に
、
町
会
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
わ
ん

わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
中
心
と
し
た
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

良
好
な
住
宅
地
と
し
て
の
本
区
の
街
並
み
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
建
築
物
の
絶
対
高
さ
制
限
、

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
な
ど
も
導
入
い
た
し
ま
し

た
。平

成
二
一
年
度
は
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
景
気
悪
化
に
対
応
し
た
緊
急
経
済
対
策
（
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
21
）
を
四
度
に
わ
た
り
実
施
し
、
中

小
企
業
へ
の
支
援
、
商
店
街
の
活
性
化
、
保
育
所

待
機
児
童
対
策
な
ど
生
活
者
へ
の
支
援
を
強
化
し

〈
目
黒
生
ま
れ
目
黒
育
ち
〉

私
は
、
目
黒
区
原
町
で
生
ま
れ
て
以
来
、
二
回
引
っ
越
し
て
い
ま
す

が
い
ず
れ
も
目
黒
区
内
で
あ
り
、
一
度
も
目
黒
区
以
外
で
は
暮
ら
し
た

こ
と
の
な
い
、
生
粋
の
目
黒
生
ま
れ
、
目
黒
育
ち
で
す
。
子
ど
も
の
頃

は
近
所
の
狭
い
路
地
を
駆
け
回
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
で
も
、
毎
朝
、

自
宅
そ
ば
の
公
園
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
欠
か
さ
ず
、
ま
た
、
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
に
も
出
向
き
、
で
き
る
限
り
多
く
の
区
民
の
皆
様

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
日
夜
、
区
内
を
走
り
回
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
道
が
ど
こ
に
通
じ
て
い
る
か

ま
で
熟
知
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
五
八
年
に
目
黒
区
議
会
議
員
選
挙
に
初
当
選
し
、
東
京
都

議
会
議
員
を
経
て
政
治
家
と
し
て
の
日
々
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
、
前
区
長
の
急
逝
に
伴
う
区
長
選
挙
で
初
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
出
馬
の
最
大
の
理
由
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

目
黒
、
そ
し
て
三
人
の
我
が
子
が
育
つ
目
黒
区
の
た
め
に
政
治
家
と
し

て
何
と
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と
い
う
強
い
想
い
で
し
た
。

現
在
、
区
長
に
就
任
し
て
二
期
目
、
今
春
で
七
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

ずいそう

た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
目
黒
の
街
並
み
、
街
歩
き
を
中

心
と
し
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
中
目
黒
や
自
由
が
丘
と
い
っ
た
商
業
集
積
、
目
黒
川
の
桜
、
神
社

仏
閣
や
近
代
建
築
物
、
美
術
館
や
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
て
、
区
の
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
文
化
の
香
る
お
し
ゃ
れ
な
ま

ち
目
黒
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
一
〇
月
に
設
立
し
た
「
め

ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」
を
中
心
に
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
ガ
イ
ド
の
人

材
育
成
な
ど
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

〈
長
期
計
画
改
定
と
六
つ
の
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

平
成
二
一
年
度
は
、
区
の
総
合
的
計
画
で
あ
る
「
目
黒
区
基
本
計
画
」

を
改
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
目
黒
区
基
本
構
想
に
掲
げ
る

「
と
も
に
つ
く
る
み
ど
り
豊
か
な
人
間
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

今
後
の
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
見
据
え
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
一
〇

年
間
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
施
策
の
方
向
性
を
総
合
的
、
体
系
的
に

示
し
た
も
の
で
す
。
計
画
に
は
、
六
つ
の
ゼ
ロ
戦
略
（
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
①
災
害
・
犯
罪
被
害
ゼ
ロ
（
災
害
に
強
く
犯
罪
の
な
い
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
）
②
介
護
不
安
ゼ
ロ
（
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
地
域

で
の
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
）
③
子
育

て
不
安
ゼ
ロ
（
子
育
ち
・
子
育
て
を
、

み
ん
な
で
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
）
④

街
の
バ
リ
ア
ゼ
ロ
（
だ
れ
に
も
や
さ
し

い
、
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
）
⑤
環
境

負
荷
ゼ
ロ
（
地
域
か
ら
地
球
温
暖
化
防

止
を
推
進
）
⑥
地
域
無
関
心
ゼ
ロ
（
人

の
ふ
れ
あ
い
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
増

進
）
を
掲
げ
、
計
画
期
間
内
に
重
点
的

に
取
り
組
む
事
項
を
明
確
に
い
た
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
一
〇
年
後
の
目
標
指
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
団
体
数
を
一
二
五
団
体
か
ら
一
八
〇
団
体
へ
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

数
延
べ
八
二
九
人
を
七
〇
〇
〇
人
へ
、
保
育
所
待
機
児
一
四
四
人
を
〇

人
へ
、
排
出
ご
み
量
の
削
減
率
を
平
成
一
七
年
度
比
六
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
削
減
か
ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
へ
、
区
民
一
人
あ
た
り
の
公
園
面

積
を
一
・
七
八
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
な
ど
具

体
的
な
数
値
目
標
を
明
示
し
、
計
画
の
実
行
性
を
高
め
る
工
夫
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

〈
協
働
で
の
取
り
組
み
〉

改
定
基
本
計
画
の
中
で
も
改
め
て
お
示
し
し
ま
し
た
が
、「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
は
本
区
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。
地
域
に
は

防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

解
決
す
べ
き
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
行
政
だ
け
で
対
応
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
通
じ
た
取
り
組
み
や
地
域

と
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す

重
要
で
す
。
目
黒
区
で
は
、
昭
和
四
九
年
か
ら
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
方
式
と
し
て
小
学
校
の
学
区

域
と
連
動
し
た
生
活
圏
域
（
住
区
）
を
設
定
し
、

住
区
ご
と
に
住
区
住
民
会
議
と
い
う
組
織
づ
く
り

を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
地
域
活

動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
実
績
を
検
証
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
住
区

住
民
会
議
の
活
性
化
支
援
、
町
会
・
自
治
会
な
ど

多
様
な
活
動
団
体
同
士
の
連
携
協
力
の
強
化
を
進

め
、
区
政
運
営
に
お
け
る
区
民
と
の
協
働
、
区
民

同
士
の
公
益
活
動
の
協
働
が
あ
い
ま
っ
た
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

協
働
を
基
本
と
し
た
区
政
運
営
を
基
本
姿
勢
に

置
き
、「
住
み
た
い
ま
ち
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
、
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
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「
住
み
た
い
ま
ち

住
み
続
け
た
い
ま
ち
　

目
黒
」
を
め
ざ
し
て

目
黒
区
長

青
木
　
英
二

自由が丘区民と区長のまちづくり懇談会 目黒川の桜
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私
が
生
ま
れ
育
っ
た
武
蔵
村
山
市
は
、
首
都
圏
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

緑
の
島
・
狭
山
丘
陵
の
懐
に
抱
か
れ
た
太
陽
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ほ
ろ
ば

の
ま
ち
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
で
あ
る
狭
山
丘
陵
は
、
古
来
よ
り
武
蔵
国

府
か
ら
各
地
に
通
じ
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
拓
け
、
そ
の
南
麓
に
広
が

る
集
落
は
、
峰
々
が
重
な
る
景
色
を
意
味
す
る
「
群
山
」
か
ら
転
じ

「
村
山
三
里
」
と
呼
ば
れ
、
見
晴
ら
し
の
利
く
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
安
時
代
後
期
に
は
、
こ
の
立
地
条
件
に
着
目
し
た
武
士
団
で
あ
る
武

蔵
七
党
の
ひ
と
つ
村
山
党
が
台
頭
し
、
天
然
の
要
害
を
利
用
し
て
、
こ

の
地
に
拠
点
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
ロ
マ
ン
を
駆
り
立
て
ら
れ
る
村
山
党
の
名
を
冠
し
、
大
正

六
年
の
三
か
村
合
併
の
際
に
村
山
村
が
産
声
を
あ
げ
、
昭
和
二
九
年
の

町
制
施
行
を
経
て
、
昭
和
四
五
年
の
市
制
施
行
に
よ
り
武
蔵
村
山
市
と

な
り
、
今
年
で
市
制
施
行
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

市
を
象
徴
す
る
自
然
豊
か
な
狭
山
丘
陵
は
、
村
山
貯
水
池
、
山
口
貯

水
池
と
い
っ
た
水
が
め
を
抱
え
、
東
京
新
百
景
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
市

立
野
山
北
公
園
も
所
在
し
て
お
り
、
市
内
で
は
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た

自
然
を
背
景
と
し
た
肥
沃
な
土
壌
に
育
ま
れ
た
数
多
く
の
特
産
品
が
産

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
時
代
に
は
、
蚕
の
生
糸
か
ら
独
特
の
軽
さ
と
風
合
い
が
特
徴
の

●
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村
山
大
島
紬
を
完
成
さ
せ
、
一
大
産
地
と
し

て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
特
殊
な
染
め
の
技
法

と
精
緻
な
織
り
の
技
術
は
現
代
に
お
い
て
も

高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
四
二
年
に
東
京
都
の

無
形
文
化
財
に
、
昭
和
五
〇
年
に
は
通
商
産

業
大
臣
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
色
は
静
岡
、
香
り
は
宇
治
、
味

は
狭
山
」
と
謳
わ
れ
、
コ
ク
と
旨
味
で
全
国

的
に
有
名
な
東
京
狭
山
茶
の
産
地
で
も
あ
り

ま
す
。
茶
摘
み
は
勿
論
の
こ
と
、
緑
茶
製
法

の
原
点
で
あ
る
手
揉
み
製
茶
を
体
験
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
小
学
校
も
あ
り
、
地
域
の

伝
統
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
果
物
や
野
菜
の
栽
培
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
独
特
の
酸
味
と
甘
味

が
特
徴
の
村
山
産
の
東
京
狭
山
み
か
ん
は
、

四
〇
年
以
上
も
前
か
ら
栽
培
さ
れ
、
地
球
温

暖
化
が
進
む
以
前
は
、
み
か
ん
産
地
の
北
限

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
の
醍
醐
味
と
併
せ
、
丘
陵
の
傾
斜
を
活
か
し
た
み
か
ん
畑
か
ら

眺
め
る
富
士
山
の
絶
景
を
同
時
に
味
わ
え
ば
、
み
か
ん
本
来
の
味
も
一

層
引
き
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
他
に
も
市
内
に
は
梨
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど

う
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光
農
園
が
点
在
し
、
四
季
折
々
の
味
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
に
、
小
松
菜
の
生
産
量
は
都
内
有
数
を
誇
り
、
そ
の
他
ホ
ウ
レ
ン

草
や
大
根
も
多
く
収
穫
さ
れ
、
こ
れ
ら
季
節
の
地
場
産
野
菜
を
美
味
し

く
い
た
だ
く
暮
ら
し
の
知
恵
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
々
、
当
地
は
江
戸
時
代
か
ら
小
麦
栽
培
に
適
し
て
い
た
た
め
、
う

ど
ん
食
の
文
化
が
根
付
き
、「
ツ
ル
ツ
ル
噛
め
噛
め
」
が
縁
起
の
良
い
鶴

亀
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
ハ
レ
の
日
に
饗
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
粉
で
打
っ
た
飴
色
の
う
ど
ん
に
地
場
産
の
小
松
菜
や
ホ
ウ
レ
ン
草

を
茹
で
た
「
か
て
」
と
呼
ば
れ
る
野
菜
を
添
え
、
つ
け
汁
で
い
た
だ
く

「
村
山
う
ど
ん
」
は
、
今
日
的
に
表
現
す
れ
ば
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
も
少

な
い
地
産
地
消
の
エ
コ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

癒
し
の
面
で
は
、
平
成
一
四
年
の
春
に
市
立
温
泉
施
設
「
か
た
く
り

の
湯
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
季
節
感
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
風
呂
や
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
ス
パ
は
、
安
ら
ぎ
と
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
、
市
内
外
か
ら
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
、
お

陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
先
日
、
開
館
以
来
の
入
場
者
二
〇
〇
万
人
を
達

成
い
た
し
ま
し
た
。

賑
わ
い
の
面
で
は
、
平
成
一
八
年
の
秋
に
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
「
村
山
デ
エ
ダ
ラ
ま
つ
り
」
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ま

つ
り
の
最
大
の
特
徴
は
、
市
民
の
皆
様
と
職
員
が
半
年
間
膝
を
付
き
合

わ
せ
、
知
恵
を
出
し

合
う
こ
と
に
あ
り
、

協
働
の
結
果
、
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

武
蔵
村
山
市
で
生
ま

れ
育
っ
た
名
車
を
展

示
す
る
、
懐
か
し
の

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
展

等
、
市
内
で
最
も
多

く
の
来
場
者
が
集
ま

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
い
た
し
ま
し

た
。中

で
も
か
つ
て
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な

存
在
で
あ
っ
た
自
動

車
工
場
の
広
大
な
跡

地
を
身
の
丈
雲
の
中

に
及
ぶ
と
云
わ
れ
る
伝
説
の
巨

人
・
デ
エ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
燈
籠
山

車
が
所
狭
し
と
練
り
歩
く
勇
壮
か

つ
幽
玄
な
巡
行
は
、
一
見
の
価
値

が
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
市
の
一
番
の
自
慢
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

な
ん
と
言
っ
て
も
人
と
人
の
和
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
残
る
土
地
柄
で
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
の
「
村
山
ら
し
さ
」
を
継
承
す
る
次
世
代
の
育
成
こ
そ
百
年
の
計

と
し
て
最
優
先
す
べ
き
事
象
と
考
え
、
い
わ
ゆ
る
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
言

わ
れ
る
小
学
校
と
中
学
校
と
の
接
続
を
円
滑
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

力
の
向
上
及
び
問
題
行
動
の
解
消
を
目
指
し
た
多
摩
地
区
初
と
な
る
一

体
型
の
小
中
一
貫
校
で
あ
る
村
山
学
園
を
四
月
に
正
式
開
校
い
た
し
ま

す
。市

政
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
人
の
営
み
を
第
一
と
考
え
、
七

万
一
千
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
共
に
歩
む
市
民
協
働
・
市
民

参
画
を
旨
と
し
、
四
〇
周
年
か
ら
新
た
に
始
ま
る
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

に
相
応
し
い
武
蔵
村
山
市
を
創
造
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
武
蔵
村
山

武
蔵
村
山
市
長

荒
井
　
三
男

東京狭山みかん

村山うどん

小中一貫校　村山学園

村山デエダラまつり



ずいそう

●51

●
ず
い
そ
う

50●

〈
絶
海
の
孤
島
〉

東
京
か
ら
南
へ
三
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
伊
豆
諸
島
の
最
南
端
に
位

置
す
る
青
ヶ
島
。
大
海
原
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
孤
島

は
世
界
で
も
珍
し
い
二
重
式
の
火
山
を
擁
し
、
緑
豊
か
な
島
で
す
。

村
落
は
外
輪
山
北
側
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
の
標
高
二
五
〇
〜
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
集
中
し
、
人
口
は
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
で
一

七
五
人
、
近
年
減
少
傾
向
は
続
い
て
い
て
、
高
齢
化
率
は
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

島
を
取
り
巻
く
自
然
条
件

は
き
び
し
く
、
年
間
を
通
し

て
風
が
強
く
、
季
節
風
の
強

い
冬
は
毎
秒
三
五
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
の
時
期
は
湿
度

が
高
く
、
霧
が
島
一
帯
を
覆

っ
て
、
数
メ
ー
ト
ル
先
も
見

え
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

ヘ
リ
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
と
小

型
船
が
八
丈
島
と
の
間
を
行

き
来
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し

い
自
然
条
件
に
あ
る
た
め
欠
航
す
る
こ
と

が
多
く
、
生
活
物
資
が
不
足
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

〈
歴
史
〜
還
住
〜
〉

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
の
大
噴
火
の

際
に
は
、
全
島
民
が
八
丈
島
へ
の
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
噴
火
で
荒
廃
し

た
青
ヶ
島
の
復
興
開
発
事
業
は
名
主
・
三

九
郎
の
遭
難
等
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、

名
主
・
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
代
に
は
よ
う

や
く
軌
道
に
の
り
、
五
〇
年
後
の
天
保
六

（
一
八
三
五
）
年
つ
い
に
「
還
住
」
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
人

口
は
二
四
一
人
で
す
。

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
青
ヶ
島
の
人
口
は
七
五
四
人
。「
還
住
」

以
前
の
人
口
が
三
〇
〇
人
規
模
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
島
の
生
産

力
の
回
復
の
程
度
が
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
鰹
漁
、
養
蚕
、

製
炭
、
牧
畜
と
、
島
の
生
産
活
動
は
旺
盛
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
小
型
の
木
造
帆
船
し
か
交
通
手
段
の
な
い
当
時
の
事
情
か
ら
、

島
外
と
の
交
易
は
困
難
を
極
め
、
島
の
振
興
は
思
う
よ
う
に
ま
か
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
主
・
初
太
郎
は
、
文
字
通
り

私
財
を
な
げ
う
っ
て
島
の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
明
治
二

七
年
か
ら
年
二
回
小
笠
原
航
路
の
寄
港
と
郵
便
集
配
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
後
も
変
革
の
試
み
は
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

絶
海
の
孤
島
と
い
う
条
件
に
阻
ま
れ
、
そ
の
変
化
は
ゆ
る
や
か
な
も
の

で
し
た
。
島
民
の
生
活
は
基
本
的
に
自
給
自
足
的
な
も
の
で
あ
り
、
民

俗
文
化
も
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。

「
艀
組
合
」「
麦
播
組
合
」
な
ど
、
か
つ
て
青
ヶ
島
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

組
合
が
あ
り
ま
し
た
。
開
墾
や
麦
播
き
な
ど
は
多
く
の
労
働
力
を
必
要

と
す
る
た
め
、
共
同
作
業
を
行
う
組
合
組
織
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

牛
と
か
ん
も
と
神
々

の
島
・
青
ヶ
島
の
文

化
を
農
産
業
振
興
に

よ
り
再
生

青
ヶ
島
村
長

菊
池
　
利
光

艀
組
合
は
、
労
働
に
対
す
る
対
価
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
は
相
互
扶
助

的
な
団
体
組
織
で
し
た
。
昔
は
不
便
だ
っ
た
分
、
人
間
同
士
の
助
け
合

い
で
お
互
い
を
活
か
す
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
島
は
急
速
に
近
代
化
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
四

一
年
の
全
村
灯
電
。
最
初
は
、
一
時
間
程
度
だ
っ
た
の
が
少
し
ず
つ
増

え
、
昭
和
四
四
年
に
は
一
六
時
間
灯
電
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
四
七
年
の
村
営
連
絡
船
「
あ
お
が
し
ま
丸
」
就
航
も
ま
た
、
そ
の

象
徴
的
な
出
来
事
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
青
ヶ
島
の
生
活
様

式
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

特
に
こ
の
二
〇
年
の
間
で
、
生
活
用
道
路
や
産
業
用
道
路
の
ほ
か
、

保
健
福
祉
医
療
施
設
、
小
中
学
校
や
体
育
館
、
簡
易
水
道
施
設
や
個
別

合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
、
村
内
に
お
け
る
一
般
生
活
か
ら
交
通
通
信
の

基
盤
は
新
た
に
整
備
や
改
修
が
行
わ
れ
、
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
九
月
二
七
日
、
大
千
代
港
へ
続
く
道
路
は
、
山
肌
ご
と
崖

崩
れ
を
起
こ
し
、
三
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
治
山
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鉄
砲
水
な
ど
も
で
て
、
崖
の
吹
き
付
け
工
事
は
、

困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
崩
れ
た
際
の
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
山
肌
は
、

い
ま
だ
に
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の

ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
西
浦
や
都
道
の
上
手

回
り
の
崩
落
が
つ
づ
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
防
災
対
策
を
喫

緊
の
検
討
事
項
の
一
つ
と
し
て

捉
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

取
り
急
ぎ
、
既
に
設
計
計
画
が

済
ん
で
い
る
神
子
の
浦
へ
の
緊

急
時
避
難
道
の
整
備
の
着
手
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈
牛
と
か
ん
も
と
神
々
の
島
・

青
ヶ
島
の
文
化
を
農
産
業
振
興
に
よ
り
再
生
〜
ブ
ラ
ン
ド
化
〉

①
島
の
特
産
で
あ
る
焼
酎
「
青
酎
」
の
工
場
と
な
る
農
水
産

物
加
工
処
理
施
設
の
建
設

②
池
之
沢
地
区
の
畑
地
か
ん
が
い
の
用
水
不
足
の
解
消
を
目

途
と
し
た
農
業
用
水
タ
ン
ク
の
増
設

③
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
を
始
め
と
す
る
園
芸
用
植
物

類
の
品
質
向
上
と
出
荷
量
の
増
大
を
目
途
と
し
た
切
り
葉

用
防
風
ネ
ッ
ト
や
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
建
設

そ
し
て
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、
切
り
葉
の
集
出
荷
を
主

な
利
用
目
的
と
し
た
農
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の
整
備
を
重

点
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
村
の
代
表
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
黒
毛
和
牛
の
生
産

出
荷
量
は
、
特
に
、
近
年
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
以
降
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
ジ
ョ
ウ
マ
ン
地
区
に
共
同
牧
場
を
設
置

し
、
育
牛
農
家
の
高
齢
化
対
策
や
長
期
上
京
時
な
ど
に
安
心
し
て
飼
育

を
委
託
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
行
い
ま
す
。
青
ヶ
島
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
再
確
立
、
そ
し
て
、
生
産
量
増
大
、
ひ
い
て
は
雇
用
の
場
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

現
在
、
自
己
消
費
や
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
農
産
物
や
漁
獲
物
を

商
業
ベ
ー
ス
に
の
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
経
路
を
確
立
し
、
生
産
量

や
収
穫
量
の
増
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
発

信
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
宣
伝
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
で
、
既
存
産
品
や
新
規
付
加
価
値
商
品
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま

す
。本

村
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
と
い
っ
た
恵
み
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

る
特
産
品
な
ど
の
青
ヶ
島
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と
、
島
外
に
発
信

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
島
内
に
お
け
る
観
光
関
連

施
設
の
整
備
や
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
、「
住
む
ひ
と
」「
訪

れ
る
ひ
と
」
そ
し
て
「
滞
在
す
る
ひ
と
」
が
交
流
し
な
が
ら
、
常
に
新

し
い
発
見
と
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
場
、「
し
ま
」
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

魚の燻製小屋

青ヶ島全体噴火犠牲者の碑

崩落現場（青ヶ島西側斜面）
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財
団
法
人
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
て
、
区
市
町
村
の
振
興
を
図
り
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
五
四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度
で
三
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
当
協
会
は
着
実
に
発
展
し
、
主
要
な
事
業
で
あ
る
区
市
町
村
の
起
債
事
業
に
対
す
る
低
利
の
貸
付
事

業
は
、
貸
付
残
高
額
が
四
八
〇
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
二
年
の
三
宅
島
雄
山
噴
火
災
害
で
、
現
在
も
懸
命
に
続

け
ら
れ
て
い
る
復
興
事
業
に
対
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

基
金
の
運
用
益
等
で
実
施
し
て
い
る
区
市
町
村
の
共
同
事
業
に
対
す
る
助
成
事
業
で
は
、
現
在
実
施
中
の
地
球
環
境
の
保
全

を
目
的
と
す
る
「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
や
、
東
京
の
六
二
区
市
町
村
間
の
連
携
を
促
進
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
協
会
が
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
六
二
区
市
町
村
を
は
じ
め
、
特
別
区
長
会
、
東
京
都
市
長
会
、
東
京

都
町
村
会
、
特
別
区
議
会
議
長
会
、
東
京
都
市
議
会
議
長
会
、
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
の
皆
様
、
財
団
法
人
全
国
市
町
村
振

興
協
会
、
国
及
び
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
経
済
状
況
の
急
激
な
変
動
に
よ
り
区
市
町
村
は
、
か
つ
て
な
い
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、
教
育
な
ど
区
市
町
村
が
対
応
す
べ
き

重
要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
生
活
に
直
結
し
た
行
政
課
題
を
真
っ
先
に
解
決
す
る
責
任
を
担
う
区
市
町
村
が
、
行
財
政
の
基
盤
を
強
化
し
、
将
来
に

わ
た
り
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
自
治
振
興
の
支
援
を
目
的
と
す
る
当
協

会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
当
協
会
は
平
成
二
〇
年
一
二
月
施
行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
法
に
定
め
る
公
益
法
人
化
を
図
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
て
、
区
市
町
村
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創立30周年を迎えて

財団法人東京都区市町村振興協会
理事長　多田　正見
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No.21

とうきょう 自治のかけはし
財団法人

東京都区市町村振興協会

No.24

と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
　
N
2
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N
2

とうきょう 自治のかけはし
財団法人

東京都区市町村振興協会

No.22

と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
　
N
2

創刊号

第22号

第23号

第５号

第10号

第20号

第21号

第24号

第15号

昭和61年3月20日

創刊号発刊

20周年記念号

10周年記念号
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年
月
日

昭
和
五
四
年

二
月
一
七
日

昭
和
五
四
年
度

四
月
一
日

八
月
二
五
日

一
二
月
八
日

昭
和
五
五
年
度

五
六
年一

月
一
三
日

昭
和
五
六
年
度

八
月
二
七
日

昭
和
五
七
年
度

五
八
年三

月
二
五
日

事
　
　
項

財
団
法
人
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
設
立
総

会
の
開
催

財
団
法
人
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
発
足

第
一
回
理
事
会
の
開
催

貸
付
事
業
の
開
始

講
演
会
の
初
開
催

日
中
友
好
交
流
事
業
助
成
の
開
始

長
期
貸
付
事
業
の
開
始

備
　
　
考

区
長
会
・
市
長
会
・
町
村
会
・
区
議
会
議
長
会
・
市
議
会
議

長
会
・
町
村
議
会
議
長
会
の
六
団
体
代
表
及
び
特
別
区
協
議

会
が
出
席

振
興
協
会
の
設
立
趣
意
書
、
寄
附
行
為
、
昭
和
五
四
年
度
お

よ
び
同
五
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
書
、
設
立
当

初
の
役
員
選
任
、
設
立
代
表
者
の
選
任
、
理
事
会
会
議
規
則

ほ
か
諸
規
定
を
了
承

理
事
長
に
山
本
克
忠
新
宿
区
長
（
特
別
区
長
会
会
長
）
を
選
任

事
務
所：

千
代
田
区
九
段
北
一-

一-

四
　
東
京
区
政
会
館
内

短
期
貸
付
事
業
（
貸
付
件
数
一
件
）

場
所：

東
京
自
治
会
館
　
演
題：

魅
力
あ
る
人
間
　

講
師：

三
国
一
郎
氏
　

小
松
崎
江
東
区
長
を
団
長
と
す
る
区
市
町
村
友
好
代
表
団
一

四
名
が
北
京
市
を
初
訪
問
。
翌
年
度
北
京
市
区
・
県
代
表
団

が
区
市
町
村
を
訪
問
、
以
降
両
都
市
の
首
長
間
で
相
互
訪
問

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

施
設
整
備
事
業
長
期
貸
付
（
貸
付
件
数
一
〇
団
体
・
一
〇
件
）

昭
和
五
八
年
度

八
月
一
八
日

昭
和
五
九
年
度

昭
和
六
〇
年
度

六
一
年三

月
二
〇
日

昭
和
六
一
年
度

昭
和
六
二
年
度

六
三
年三

月
二
日

昭
和
六
三
年
度

平
成
元
年
度

平
成
二
年
度

平
成
三
年
度

日
中
友
好
交
流
事
業
で
区
市
町
村
議
会
議
長
会

代
表
団
が
北
京
市
を
初
訪
問

「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
創
刊
号
発
行

事
業
内
容
の
整
備
（
寄
附
行
為
の
一
部
改
正
）

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
広
告
宣
伝
活
動
の
拡
大

登
内
中
央
区
議
会
議
長
を
団
長
と
す
る
区
市
町
村
友
好
代
表

団
一
四
名
が
北
京
市
を
初
訪
問
。
翌
年
度
北
京
市
区
・
県
人

民
代
表
大
会
代
表
団
が
区
市
町
村
を
訪
問
、
以
降
両
都
市
の

議
会
代
表
間
で
相
互
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

毎
年
一
回
刊
行
　
二
、
〇
〇
〇
部

振
興
協
会
の
事
業
（
第
四
条
）
に
、「
区
市
町
村
が
共
同
し

て
行
う
事
業
を
助
成
す
る
こ
と
」
を
追
加

市
町
村
振
興
宝
く
じ
販
売
実
績
の
向
上
を
図
る
た
め
、
広
告

宣
伝
活
動
を
拡
大
（
広
告
経
費
は
対
前
年
比
四
〇
％
増
）
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Ⅰ
設
立
の
目
的
・
経
過

（
財
）
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
は
、
市
町
村
振

興
宝
く
じ
の
収
益
金
を
東
京
都
か
ら
交
付
金
と
し
て
受

け
入
れ
、
基
金
を
設
け
て
寄
附
行
為
に
定
め
る
事
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
都
内
区
市
町
村
の
振
興
と
住
民
福

祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
四

年
に
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。

昭
和
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
日
本

経
済
は
低
成
長
時
代
に
入
り
、
地
方
自
治
体
は
深
刻
な

財
政
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と

し
て
昭
和
五
二
年
、
市
町
村
は
財
政
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
宝
く
じ
の
販
売
権
を
認
め
る
よ
う
全
国
市
長
会

ほ
か
関
係
地
方
団
体
が
自
治
省
（
当
時
）
に
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
当
面
は
都
道
府
県
が
「
市
町
村
振
興

宝
く
じ
」
を
発
売
し
、
そ
の
収
益
金
を
各
都
道
府
県
毎

に
設
置
す
る
「
市
町
村
振
興
協
会
」（
以
下
「
地
方
協

会
」
と
い
う
。）
に
交
付
し
、
地
方
協
会
は
交
付
金
の

運
用
を
図
る
一
方
で
、
資
金
貸
付
等
の
事
業
を
通
じ
て

市
町
村
の
用
に
供
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

当
協
会
は
こ
う
し
た
全
国
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
特

別
区
及
び
市
町
村
が
合
同
し
て
、
昭
和
五
四
年
四
月
一

日
、
都
知
事
の
許
可
を
得
て
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

Ⅱ
組
織
・
運
営

当
協
会
は
、
設
立
の
経
緯
か
ら
六
二
区
市
町
村
の
首

長
と
議
長
及
び
東
京
都
の
代
表
が
役
員
と
な
り
、
組

織
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
会
の
組
織
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
　
理
事
会

事
業
計
画
や
予
算
等
当
協
会
の
重
要
事
項
を
決
定
す

る
い
わ
ゆ
る
議
決
機
関
で
、
理
事
一
二
人
（
理
事
長
、

常
務
理
事
を
含
む
）
で
構
成
（
注
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
は
、
事
業
計
画
及
び
予
算
の
策
定
、
事
業
報

告
及
び
決
算
の
承
認
、
寄
附
行
為
の
制
定
・
改
廃
の
ほ

か
、
資
産
の
運
用
及
び
協
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項
を
議
決
し
ま
す
。

（
注
）
理
事
は
、
つ
ぎ
の
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
る
者
を

理
事
会
に
お
い
て
選
任
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
推
薦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

特
別
区
長
会
推
薦
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人

特
別
区
議
会
議
長
会
推
薦
　
　
　
　
　
一
人

東
京
都
市
長
会
推
薦
　
　
　
　
　
　
　
二
人

東
京
都
市
議
会
議
長
会
推
薦
　
　
　
　
一
人

東
京
都
町
村
会
推
薦
　
　
　
　
　
　
　
二
人

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
推
薦
　
　
　
一
人

理
事
会
で
選
任
す
る
学
識
経
験
者
　
　
二
人

②
　
監
事

協
会
の
財
産
状
況
や
理
事
の
業
務
執
行
状
況
等
を
監

振
興
協
会
30
年
の
主
な
歩
み

H
isto

ry
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平
成
一
三
年
度

平
成
一
四
年
度

平
成
一
五
年
度

平
成
一
六
年
度

九
月
九
日

平
成
一
七
年
度

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
）
発
売
開
始

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
広
報
活
動
の
開

始伊
豆
諸
島
支
援
事
業
助
成

青
少
年
の
薬
物
中
毒
防
止
対
策
事
業
助
成

東
京
自
治
会
館
改
修
事
業
に
資
金
交
付

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
助
成

多
摩
等
の
緑
の
保
全
支
援
事
業
助
成

寄
附
行
為
の
一
部
改
正

市
町
村
共
同
事
業
「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体

験
塾
」
助
成

オ
ー
ル
東
京
区
市
町
村
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
助
成

基
金
取
り
崩
し
等
で
同
事
業
助
成
は
、
平
成
一
六
年
度
ま
で

継
続
さ
れ
た
。

基
金
を
取
り
崩
し
同
資
金
交
付
は
、
平
成
一
五
年
度
ま
で
継

続
さ
れ
た
。

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
三
九
市
町
村
が
実
施

し
た
共
同
事
業

東
京
六
二
市
区
町
村
が
実
施
し
た
共
同
事
業
で
、
基
金
運
用

益
に
よ
る
助
成
で
一
七
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

貸
付
事
業
に
つ
い
て
、
通
達
で
定
め
る
共
済
貸
付
の
要
件
に

合
致
す
る
よ
う
寄
附
行
為
を
改
正

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
三
九
市
町
村
が
実
施

の
共
同
事
業
。
平
成
二
一
年
度
現
在
継
続
中

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
六
二
市
区
町
村
が
実

施
し
た
共
同
事
業
。
一
八
年
度
の
実
施
は
基
金
運
用
益
に
よ

り
助
成
し
た
。

④
　
三
者
協
議
会

三
者
協
議
会
は
、
当
協
会
の
設
立
団
体
で
あ
る
特
別

区
長
会
、
東
京
都
市
長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
（
以
下

「
三
団
体
」
と
い
う
。）
の
事
務
局
長
で
構
成
さ
れ
る
機

関
で
す
。
三
者
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
計
画
や
予
算

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
協
議
す
る
な
ど
、
区
、
市
お
よ

び
町
村
の
立
場
か
ら
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
区

市
町
村
振
興
事
務
と
り
わ
け
三
団
体
に
よ
る
共
同
事
業

の
計
画
及
び
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
区
、
市
及
び
町
村

の
意
見
の
集
約
や
調
整
を
行
い
、
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
市
町
村
振
興
宝
く
じ
収
益
金
と
協
会
の

財
政

一
　
収
益
金
の
配
分

当
協
会
の
財
源
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
通
称

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」）
の
発
売
収
益
か
ら
の
配
分
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

宝
く
じ
を
発
売
で
き
る
の
は
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法

（
昭
和
二
三
年
、
法
律
第
一
四
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
、

都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
市

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
配
分
金

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
そ
の
収
益
金
を
区
市

町
村
振
興
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
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平
成
四
年
度

平
成
五
年
度

平
成
六
年
度

平
成
七
年
度

平
成
八
年
度

平
成
九
年
度

平
成
一
〇
年
度

平
成
一
一
年
度

平
成
一
二
年
度

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
へ
の
研
修
生
派
遣
の
開
始

東
京
都
市
町
村
職
員
研
修
所
増
設
事
業
に
資
金

交
付

世
界
都
市
博
覧
会
出
展
事
業
助
成

特
別
区
の
自
治
会
館
（
東
京
区
政
会
館
）
建
設

事
業
に
資
金
交
付

三
宅
島
雄
山
噴
火
災
害
及
び
三
宅
島
、
神
津
島
、

新
島
等
近
海
地
震
災
害
に
対
し
、
見
舞
金
贈
呈

基
金
を
取
り
崩
し
同
資
金
交
付
は
、
平
成
八
年
度
ま
で
継
続

さ
れ
た
。

基
金
を
取
り
崩
し
助
成
し
た
が
、
七
年
度
の
同
博
覧
会
開
催

中
止
に
伴
い
、
助
成
金
は
返
還
さ
れ
た
。

基
金
を
取
り
崩
し
同
資
金
交
付
は
、
平
成
一
七
年
度
ま
で
継

続
さ
れ
た
。

基
金
運
用
益
に
よ
り
見
舞
金
を
贈
呈
し
た
。

査
す
る
た
め
監
事
の
機
関
を
置
き
、
監
事
は
東
京
都
か

ら
推
薦
す
る
者
及
び
学
識
経
験
者
の
二
人
を
理
事
会
で

選
任
し
て
い
ま
す
。

③
　
役
員
及
び
事
務
局

協
会
の
役
員
は
、
理
事
長
、
常
務
理
事
一
人
、
理
事

一
〇
人
及
び
監
事
二
人
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
そ
れ
ぞ

れ
三
年
で
す
。

理
事
長
は
理
事
の
う
ち
か
ら
の
互
選
に
よ
っ
て
定

め
、
協
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
し
ま
す
。
常
務
理

事
は
理
事
の
う
ち
か
ら
理
事
長
が
指
名
し
、
理
事
長
を

補
佐
し
て
経
常
的
な
業
務
を
処
理
し
、
理
事
長
が
欠
け

た
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
し
ま
す
。

監
事
は
、協
会
の
財
産
状
況
等
会
計
に
関
す
る
監
査
、

理
事
の
業
務
執
行
状
況
の
監
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
役

員
と
し
て
理
事
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
協
会
の
事
業
の
実
施
や
会
計
処
理
を
行
う
た
め
、

理
事
長
の
下
に
事
務
局
を
設
け
、
事
務
局
長
、
事
務
局

次
長
、
出
納
役
、
副
参
事
及
び
職
員
八
人
（
職
員
の
う

ち
専
任
二
人
）
が
従
事
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
財
団
法

人
特
別
区
協
議
会
の
職
員
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。
事
務

所
は
東
京
区
政
会
館
一
八
階
（
千
代
田
区
飯
田
橋
）
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
、
千
代
田
区
九
段

下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
一
七
年
六
月
の
同
会
館
と

と
も
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
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役職名 氏　　　名 役　　職　　名

理事長 多田　正見  特別区長会会長  江戸川区長

常務理事 鎌形　満征  財団法人特別区協議会  常務理事

理　事 田中　大輔  特別区長会副会長  中野区長

理　事 本橋　正壽  特別区議会議長会会長  練馬区議会議長

理　事 黒須　隆一  東京都市長会会長  八王子市長

理　事 尾又　正則  東京都市長会顧問  東大和市長

理　事 石川　良一  東京都市長会顧問  稲城市長

理　事 浅野　髙司  東京都市議会議長会会長  西東京市議会議長

理　事 坂本　義次  東京都町村会会長  檜原村長

理　事 出川　長芳  東京都町村会副会長  新島村長

理　事 白井　松壽  東京都町村議会議長会会長  大島町議会議長

理　事 笠井　謙一  東京都総務局行政部長

監　事 石塚　幸右衛門  東京都町村会総務部会長  瑞穂町長

監　事 高橋　宏樹  東京都総務局参事（多摩島しょ振興担当）

代 氏　名 団体・職名 就任年月日 退任年月日

1 山本　克忠 新宿区長 昭和54.4. 1 昭和58.7.20

2 小松崎軍次 江東区長 58.7.20 62.7. 8

3 山本　克忠 新宿区長 62.7. 8 平成 3.7.24

4 遠藤　正則 文京区長 平成 3.7.24 7.8.23

5 大場　啓二 世田谷区長 7.8.23 11.6. 3

6 西野　善雄 大田区長 11.6. 3 13.5.25

7 矢田　美英 中央区長 13.5.25 15.5.23

8 室橋　　昭 江東区長 15.5.23 17.6. 3

9 高橋　久二 品川区長 17.6. 3 18.8.21

10 西野　善雄 大田区長 18.9.29 19.7. 3

11 多田　正見 江戸川区長 19.7. 3

和
五
四
年
に
設
け
ら
れ
、
都
道
府
県
が
発
売
主
体
と
な

り
、
毎
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。配

分
金
は
、
宝
く
じ
収
益
金
を
団
体
割
（
区
市
町
村

数
）
１
／
３
、
人
口
割
１
／
３
、
売
上
高
（
各
都
道
府

県
に
お
け
る
売
上
高
）
１
／
３
の
割
合
で
都
道
府
県
に

配
分
さ
れ
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
地
方
協
会
に
全
額
交

付
さ
れ
ま
す
。

②
　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
配
分
金

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
そ
の
収
益
金
を
区

市
町
村
に
直
接
配
分
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

一
三
年
に
新
た
に
設
け
ら
れ
、
都
道
府
県
が
発
売
主
体

と
な
り
、
毎
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

配
分
金
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
同
様
の
方

法
で
都
道
府
県
に
配
分
さ
れ
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
地

方
協
会
に
全
額
交
付
さ
れ
ま
す
。

二
　
全
国
市
町
村
振
興
協
会
へ
の
納
付
金

地
方
協
会
の
緊
急
の
資
金
融
資
や
関
係
団
体
と
の
連

絡
調
整
等
を
行
う
全
国
組
織
と
し
て
、
地
方
協
会
と
同

時
に
（
財
）
全
国
市
町
村
振
興
協
会
（
以
下
「
全
国
協

会
」
と
い
う
。）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
協
会
の
資
金
と
し
て
、
地
方
協
会
は
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
配
分
金
の
う
ち
、
一
定
率
を
納
付
し

て
い
ま
す
。当
初
は
二
〇
％
を
納
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
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七
月
四
日

平
成
一
八
年
度

平
成
一
九
年
度

平
成
二
〇
年
度

地
球
温
暖
化
防
止
特
別
区
共
同
事
業
助
成

事
務
所
移
転
（
寄
附
行
為
の
一
部
改
正
）

市
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
準
備
事
業
助

成市
町
村
共
同
事
業
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活

動
助
成
事
業
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
区
市
町
村
シ
ス

テ
ム
開
発
経
費
助
成
事
業
助
成

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り

東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成

研
修
開
発
事
業
助
成

「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
発
行
部
数
の

増
刷

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
特
別
区
が
実
施
し
た
共
同

事
業
。
一
八
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

当
協
会
の
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
る
東
京
区
政
会
館
の
新
築

移
転
に
伴
い
、
新
し
い
東
京
区
政
会
館
に
事
務
所
を
変
更

事
務
所：

千
代
田
区
飯
田
橋
三-

五-

一
　
東
京
区
政
会
館
内

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
三
九
市
町
村
が
実
施

し
た
共
同
事
業

東
京
六
二
市
区
町
村
が
実
施
し
た
共
同
事
業
で
基
金
運
用
益

に
よ
る
助
成
。

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
三
九
市
町
村
が
実
施

の
共
同
事
業
。
平
成
二
一
年
度
現
在
継
続
中

基
金
取
り
崩
し
に
よ
る
助
成
で
、
東
京
六
二
区
市
町
村
が
実

施
し
た
共
同
事
業

東
京
六
二
市
区
町
村
が
実
施
の
共
同
事
業
で
、
現
在
継
続
中
。

基
金
運
用
益
に
よ
る
助
成
。

特
別
区
職
員
研
修
所
及
び
東
京
都
市
町
村
職
員
研
修
所
が
行

う
新
し
い
行
政
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
研
修
企
画
開
発
事
業
を

助
成
。
平
成
二
一
年
度
現
在
継
続
中
。
基
金
運
用
益
に
よ
る

助
成
。

発
行
部
数
を
二
、
〇
〇
〇
部
か
ら
三
、
〇
〇
〇
部
に
増
刷

役員名簿（平成21年8月現在）

歴代理事長名簿

※常務理事鎌形満征・理事長職務代行18.8.22～18.9.28
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全
国
協
会
の
事
業
内
容
の
変
更
等
（
研
修
事
業
の
他
組

織
へ
の
分
離
）
に
伴
い
、
平
成
二
〇
年
か
ら
一
〇
％
に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
収
益
配
分
金
の
使
途

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
地
方
財
政
法
第
三
二
条
に
よ

り
、
そ
の
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
立
時
、
全

国
市
長
会
等
市
区
町
村
関
係
団
体
は
国
と
の
協
議
で
、

配
分
さ
れ
た
交
付
金
は
基
金
と
し
て
積
立
て
、
災
害
時

に
お
け
る
市
町
村
の
緊
急
融
資
事
業
及
び
災
害
防
止
対

策
事
業
等
や
市
町
村
の
緊
急
施
設
整
備
事
業
等
へ
の
貸

付
資
金
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
当
初
は
基
金
の
増
加
を

図
り
、
取
崩
し
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
五
七
年
、
こ
の
基
金
活
用
の
制
限
が
一
部
緩
和

さ
れ
、
市
町
村
全
体
の
共
同
利
用
施
設
等
（
自
治
会
館

や
職
員
研
修
所
等
）
の
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
、
ま

た
、
昭
和
六
三
年
に
一
定
の
基
金
残
高
が
維
持
さ
れ
、

事
業
規
模
等
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
個
々
の

市
町
村
事
業
の
財
源
と
し
て
基
金
を
取
り
崩
し
充
当
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
一
二
年
に
は
、
災
害
時
に
お
け
る
市
町
村
へ
の

融
資
等
緊
急
の
資
金
需
要
に
対
処
し
う
る
よ
う
、
前
年

度
の
各
都
道
府
県
市
町
村
（
指
定
都
市
を
除
く
。）
の

標
準
財
政
規
模
の
合
計
額
に
〇
・
三
％
を
乗
じ
た
額
の

基
金
残
高
（
貸
付
額
を
含
ま
な
い
。）
が
確
保
さ
れ
、

各
地
方
協
会
の
事
業
の
実
施
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
基

金
残
高
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
市
町
村
に
配
分
し
、

そ
の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
一
三
年
度
よ
り
、
市
町
村
へ
の
宝
く
じ
の
収
益

金
の
配
分
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
全
国
自
治
宝
く
じ

事
務
協
議
会
に
お
い
て
、「
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ

（
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
）」
を
発
表
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
宝
く
じ
は
、
市
町
村
へ
の
配
分
を
優

先
す
る
見
地
か
ら
、
全
国
協
会
に
対
す
る
納
付
は
行
わ

な
い
取
扱
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
　
協
会
の
財
政

当
協
会
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
基
金
特
別
会
計
に

区
分
さ
れ
、
公
益
法
人
会
計
基
準
（
平
成
一
六
年
基
準
）

に
則
り
会
計
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
、

基
金
運
用
益
を
主
な
収
入
と
し
、
理
事
会
等
の
協
会
の

運
営
費
及
び
講
演
会
や
区
市
町
村
事
業
助
成
金
等
の
事

業
執
行
に
必
要
な
経
費
が
支
出
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
金
特
別
会
計
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
交
付
金

と
貸
付
金
償
還
金
を
主
な
収
入
と
し
て
、
区
市
町
村
に

対
す
る
貸
付
事
業
及
び
基
金
積
立
の
資
金
等
を
支
出
計

上
し
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

Ⅳ
事
業

当
協
会
は
、
区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
寄
附
行
為

第
四
条
に
定
め
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
項
目

区分
総　　　　計 一　般 会　計 基　金　会　計

期末基金額
予算額 決算額 次期繰越 予算額 決算額 次期繰越 予算額 決算額 次期繰越

昭和54年度～昭和63年度 206,526,950 182,238,986 5,238,868 30,986,511 28,859,649 1,993,352 175,540,439 153,379,337 3,245,516 21,854,332 

平成元年度～平成10年度 662,215,715 534,858,335 3,118,083 101,717,187 100,296,207 2,190,901 560,498,528 434,562,128 927,182 50,873,433 

平成11年度～平成20年度 532,054,126 320,235,246 3,781,086 34,393,040 34,950,917 3,157,999 497,661,086 285,284,329 623,087 76,295,523 

平成11年度 52,571,686 35,952,218 283,654 6,226,058 7,167,931 264,128 46,345,628 28,784,287 19,526 56,062,550 

12年度 54,222,512 35,434,315 279,061 7,119,517 7,985,269 248,663 47,102,995 27,449,046 30,398 59,564,540 

13年度 49,336,394 27,726,646 231,671 2,089,366 2,025,883 231,671 47,247,028 25,700,763 0 63,566,689 

14年度 50,495,808 25,761,037 170,868 3,280,417 2,052,200 118,984 47,215,391 23,708,837 51,884 66,618,558 

15年度 54,309,420 30,670,277 317,099 2,188,459 2,067,153 212,781 52,120,961 28,603,124 104,318 66,590,406 

16年度 59,678,488 36,379,894 440,009 2,400,940 2,597,200 293,146 57,277,548 33,782,694 146,863 62,876,567 

17年度 54,455,003 35,110,752 665,816 2,345,878 2,451,671 405,303 52,109,125 32,659,081 260,513 65,452,056 

18年度 57,816,159 29,637,844 403,541 3,191,318 3,160,016 403,541 54,624,841 26,477,828 0 69,842,422 

19年度 61,484,466 32,475,298 461,267 2,792,730 2,770,888 451,682 58,691,736 29,704,410 9,585 72,357,879 

20年度 37,684,190 31,086,965 528,100 2,758,357 2,672,706 528,100 34,925,833 28,414,259 0 76,295,523 

表1 年度別予算・決算・基金残高 （単位：千円）

（注） 期末基金額は、昭和54年度～63年度の間にあっては昭和63年度、平成元年度～平成10年度の間は平成10 年度、平成11年度～平成20年度の間は平成20年度現在の期末基金額を表す。
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た
。

（
二
）
長
期
貸
付
事
業

長
期
貸
付
は
、
地
方
債
の
同
意
ま
た
は
許
可
さ
れ
た

貸
付
対
象
事
業
に
対
す
る
貸
付
で
、
償
還
期
間
別
に
五

年
以
内
（
据
置
期
間
一
年
以
内
）、
一
〇
年
以
内
（
同

二
年
以
内
）、
一
五
年
以
内
（
同
三
年
以
内
）、
二
〇
年

以
内
（
同
三
年
以
内
）
の
種
類
が
あ
り
、
貸
付
枠
の
範

囲
内
で
区
市
町
村
間
の
調
整
を
東
京
都
に
依
頼
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
各
団
体
に
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
利
率
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

長
期
貸
付
は
、
昭
和
五
七
年
度
か
ら
貸
付
額
五
億
円

で
開
始
さ
れ
、平
成
二
〇
年
度
に
一
〇
〇
億
円
を
超
え
、

貸
付
金
残
高
は
四
八
七
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。（
表

５
参
照
）

貸
付
制
度
は
設
立
以
降
、
全
国
同
一
制
度
の
解
除
や

政
府
資
金
の
改
正
、
金
融
市
場
の
動
向
、
区
市
町
村
の

要
望
等
を
反
映
し
て
数
次
に
わ
た
る
改
正
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
平
成
二
〇
年
度
の
改
正
で
は
、
償
還

期
間
の
区
分
（
長
期
貸
付
）
や
貸
付
利
率
の
合
理
的
な

設
定
（
短
期
・
長
期
貸
付
）
に
変
更
し
て
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
　
交
付
金
交
付
事
業
（
寄
附
行
為
第
四
条
第
二

号
に
規
定
す
る
事
業
）

平
成
一
三
年
度
か
ら
発
売
が
開
始
さ
れ
た
オ
ー
タ
ム

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
東
京
都
か
ら
交
付
金
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助成事業名
事業
区分

昭和
54

55 56 57 58 59 60 61 62 63
平成
元

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

貸付事業 Ａ

講演会 Ｂ

日中友好交流事業 Ｃ

自治振興事業 Ｃ

とうきょう自治のかけはし Ｄ

区市町村振興に関する調査研究 Ｄ

東京都市町村職員研修所増設事業 Ｃ

世界都市博覧会出展事業 Ｃ

東京区政会館（特別区の自治会館）建設事業 Ｃ

伊豆諸島支援事業助成 Ｃ

青少年の薬物中毒防止対策事業 Ｃ

東京自治会館（市町村の自治会館）改修事業 Ｃ

東京 39市町村喫煙マナーアップキャンペーン事業 Ｃ

多摩等の緑の保全支援事業 Ｃ

オール東京区市町村喫煙マナーアップキャンペーン事業 Ｃ

特別区共同事業「地球温暖化防止」 Ｃ

市町村共同事業「多摩・島しょ子ども体験塾」 Ｃ

市町村共同事業「みどり東京プロジェクト」 Ｃ

後期高齢者医療広域連合設立準備事業 Ｃ

後期高齢者医療制度に係る区市町村システム開発事業 Ｃ

市町村共同事業「多摩・島しょ広域連携活動助成事業」 Ｃ

オール東京 62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」 Ｃ

研修開発事業 Ｃ

表2 事業の変遷

（注） 事業区分　Ａ・・貸付事業　　Ｂ・・講演会　　Ｃ・・区市町村振興事業　　Ｄ・・区市町村に関する調査研究

は
、
貸
付
事
業
、
交
付
金
交
付
事
業
、
調
査
研
究
事
業

及
び
講
演
会
の
開
催
、
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
、
前
項
の
三
「
収
益
配

分
金
の
使
途
」
で
述
べ
た
と
お
り
基
金
活
用
の
制
限
緩

和
に
伴
い
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
区
市
町
村
振

興
事
業
は
時
代
の
要
請
に
応
え
て
変
化
し
て
き
ま
し

た
。（
表
２
参
照
）

一
　
貸
付
事
業
（
寄
附
行
為
第
四
条
第
一
号
に
規

定
す
る
事
業
）

区
市
町
村
等
（
区
市
町
村
の
一
部
事
務
組
合
等
を
含

む
。）
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業
で
す
。
貸
付
対
象
事

業
は
、
基
金
積
立
運
用
規
程
第
四
条
で
、
①
災
害
時
に

お
け
る
区
市
町
村
等
の
緊
急
対
策
事
業
及
び
災
害
防
止

対
策
事
業
　
②
区
市
町
村
等
に
お
け
る
緊
急
に
整
備
を

要
す
る
施
設
整
備
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
事
業

に
は
、
短
期
貸
付
と
長
期
貸
付
が
あ
り
、
貸
付
方
法
・

条
件
な
ど
は
、
基
金
貸
付
細
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

（
一
）
短
期
貸
付
事
業

短
期
貸
付
は
、
貸
付
対
象
事
業
に
つ
い
て
一
時
借
入

金
と
し
て
区
市
町
村
等
に
対
す
る
貸
付
で
、
同
一
会
計

年
度
内
に
償
還
さ
れ
ま
す
。
貸
付
利
率
は
表
３
の
と
お

り
で
す
。

設
立
当
初
（
昭
和
五
四
年
度
）
は
、
貸
付
額
一
、
〇

〇
〇
万
円
で
始
ま
り
、
逐
年
、
枠
の
拡
大
が
図
ら
れ
、

ピ
ー
ク
時
の
平
成
四
年
度
は
二
二
〇
億
円
に
達
し
ま
し
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と
し
て
当
協
会
に
交
付
さ
れ
た
後
、
区
市
町
村
か
ら
の

充
当
事
業
計
画
書
の
提
出
を
受
け
、
審
査
後
各
区
市
町

村
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
の
方
法
等
は
、「
オ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
に
係
る
区
市
町
村
交
付
金
の
交

付
に
関
す
る
規
程
」
で
定
め
て
い
ま
す
。
交
付
基
準
は
、

区
市
町
村
均
等
に
配
分
す
る
均
等
割
五
〇
％
と
各
区
市

町
村
の
人
口
数
に
応
じ
て
交
付
す
る
人
口
割
五
〇
％
の

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
区
市
町
村
交
付
金
の
交
付
対

象
と
な
る
事
業
は
、
地
方
財
政
法
第
三
二
条
に
定
め
る

事
業
で
、
区
市
町
村
が
必
要
と
す
る
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
交
付
時
期
は
二
月
に
区
市
町
村
に
交
付
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
〇
年
度
交
付
額
に
お
け
る
各
区
市
町
村

の
充
当
事
業
は
、
表
６
の
と
お
り
で
す
。

三
　
調
査
研
究
事
業
及
び
講
演
会
の
開
催
（
寄
附

行
為
第
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
）

（
一
）
調
査
研
究
事
業

「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
の
発
行

区
市
町
村
の
活
動
状
況
な
ど
情
報
交
換
を
主
た
る
内

容
と
し
た
冊
子
を
昭
和
六
〇
年
度
か
ら
年
一
回
の
ペ
ー

ス
で
三
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
創
刊
当

初
二
、
〇
〇
〇
部
で
し
た
が
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
三
、

〇
〇
〇
部
に
増
刷
し
て
い
ま
す
。
編
集
内
容
は
、
第
九

号
（
平
成
六
年
三
月
発
行
）
か
ら
は
Ａ
４
判
と
な
り
、

巻
頭
の
グ
ラ
ビ
ア
と
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
専
門
家
の

小
論
文
を
掲
載
す
る
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

改正年度/区分 災害対策事業資金 施設整備等事業資金

昭和54年度

利息免除

短期プライムレート　0.5％

平成15年度 短期プライムレート　1.0％（下限 0.5％）

平成20年度
財政融資資金満期一括返還5年以内の貸付利率に0.5を乗じて得
られた率を、当該財政融資資金の貸付利率からマイナスして得
られた率とする。

表3 短期貸付の利率の変遷

改正年度/
期間

償還期間（据置期間）　　　※半年賦元金均等償還

5年（1年） 7年（2年） 10年（2年） 12年（2年） 15年（3年） 20年（3年）

昭和57年度 3%

平成 7年度 3%

平成 8年度
資金運用部
資金利率
－0.5％

平成14年度

資金運用部
資金利率
－0.5％

（下限1.0％）

資金運用部
資金利率
－0.3％

（下限12年利率）

資金運用部
資金利率
－0.2％

（下限15年利率）

平成20年度

財政融資資金の貸
付利率に0.3を 乗
じて得られた率を、
当該財政融資資金
の貸付利率からマ
イナスして得られ
た率とする。

財政融資資金の貸
付利率に0.3を 乗
じて得られた率を、
当該財政融資資金
の貸付利率からマ
イナスして得られ
た率とする。

財政融資資金の貸付利率に
0.3を乗じて得られた率を、
当該財政融資資金の貸付利率
からマイナスして得られた率
とする。

表4 長期貸付の種類と利率の変遷

「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
を
よ
り
多
く
の
方

に
閲
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
二
二
年
四
月
か
ら
当

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
講
演
会
の
開
催

講
演
会
は
、
区
市
町
村
職
員
等
を
対
象
と
し
て
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
特
別
区
職
員
研
修
所
と

東
京
都
市
町
村
職
員
研
修
所
の
協
力
を
得
て
、
平
成
五

五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
特

別
区
研
修
所
の
開
催
数
は
九
二
回
、
東
京
都
市
町
村
職

員
研
修
所
は
一
五
四
回
に
及
び
ま
す
。
平
成
二
〇
年
度

の
参
加
人
数
は
延
べ
二
、
四
九
四
名
、
決
算
額
は
五
三

六
万
八
、
〇
〇
〇
円
、
演
題
等
は
表
７
の
と
お
り
で
す
。

四
　
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
（
寄
附
行
為
第
四

条
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
）

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
は
、
東
京
二
三
区
及
び
三

九
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
域
を
越
え
て
連
携
及

び
共
同
し
て
行
う
事
業
や
六
二
区
市
町
村
が
連
携
・
共

同
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
事
業
に

対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
区
市
町
村
が

共
同
で
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村
振
興
事
業
へ

の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

設
立
当
初
は
貸
付
事
業
の
み
で
し
た
が
、
昭
和
五
六

年
度
か
ら
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成
、
昭
和

五
八
年
度
か
ら
は
自
治
振
興
事
業
が
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
五
年
度
か
ら
は
、
研
修
所
や
自
治
会
館
な
ど

市
町
村
や
特
別
区
が
共
同
設
置
し
た
施
設
の
改
築
・
建

設
費
用
の
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
一
三
年
度
以
降
は
、
伊
豆
諸
島
支
援
事
業
、
多

摩
等
の
緑
の
保
全
支
援
事
業
、
オ
ー
ル
東
京
市
区
町
村

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
三
団
体

が
共
同
又
は
各
団
体
が
個
別
に
実
施
す
る
多
様
な
共
同

事
業
に
対
す
る
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
区
市

町
村
の
自
治
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
て
い
ま
す
。

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
、

市
及
び
町
村
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
区
長
会
、
市
長
会
及

び
町
村
会
で
集
約
し
、
協
議
さ
れ
た
の
ち
、
三
団
体
の

事
務
局
長
で
構
成
さ
れ
る
三
者
協
議
会
で
実
務
的
な
調

整
が
行
わ
れ
、理
事
会
に
諮
り
協
議
・
決
定
さ
れ
ま
す
。

東
京
二
三
区
及
び
三
九
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政

区
域
を
越
え
て
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
の
多
く

は
、
特
別
区
関
係
は
（
財
）
特
別
区
協
議
会
に
、
市
町

村
関
係
は
（
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
が
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
六
二
区
市
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
行
う
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
区
長
六
名
、
市
長
六
名
、

町
村
長
二
名
で
構
成
さ
れ
る
「
オ
ー
ル
東
京
62
区
市
町

村
共
同
事
業
推
進
会
議
」（
平
成
一
八
年
度
設
置
）
に

お
い
て
事
業
の
内
容
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

（
一
）
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

①
　
東
京
都
市
町
村
職
員
研
修
所
増
設
事
業

東
京
都
市
町
村
職
員
の
研
修
は
、
全
市
町
村
（
二
六

市
五
町
八
村
）
で
組
織
す
る
複
合
的
一
部
事
務
組
合
の

「
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合
」（
昭
和
六
三
年
四
月
設

立
）
で
共
同
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
に
研
修
体
系
の
見
直
し
を
行
い
、
研
修
施

設
の
増
設
が
必
要
と
な
り
、
市
長
会
会
長
と
町
村
会
会

長
連
名
に
よ
る
市
町
村
職
員
研
修
所
増
築
事
業
に
対
す

る
助
成
要
望
が
あ
り
、
平
成
五
年
度
か
ら
八
年
度
ま
で

の
四
年
間
に
総
額
三
三
億
五
、
二
〇
〇
万
円
を
基
金
か

ら
取
り
崩
し
助
成
し
ま
し
た
。
助
成
先
は
、
東
京
市
町

村
総
合
事
務
組
合
で
す
。

②
　
特
別
区
の
自
治
会
館
建
設
事
業

平
成
一
二
年
度
の
特
別
区
制
度
改
革
後
の
清
掃
事
業

を
は
じ
め
、
教
育
、
都
市
計
画
等
の
事
務
移
管
に
対
応

す
る
た
め
新
た
な
共
同
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
区
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
処
理
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
自
治
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
九

年
九
月
に
特
別
区
長
会
会
長
及
び
財
団
法
人
特
別
区
協

議
会
理
事
長
連
名
で
、
自
治
会
館
（
仮
称
）
建
設
経
費

助
成
申
請
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
区
協
議
会
は
、
二
三
区
で
構
成
さ
れ
た
財
団
法

人
で
、
東
京
二
三
区
の
連
絡
調
整
を
は
か
り
、
相
連
携

し
て
円
滑
な
自
治
の
運
営
と
そ
の
発
展
を
期
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
二
六
年
三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
区
の
自
治
会
館
の
建
設
は
、
こ
の
特
別
区
協

議
会
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
の
土
地
取
得
費
か
ら
平
成
一
七
年
五
月
三
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区分

短　　　期　　　貸　　　付 長　　　期　　　貸　　　付

特別区 市 町村 一部事務組合 合 計 特別区 市 町村 一部事務組合 合計

数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 数 貸付額 貸付残高

昭和54年度～昭和63年度 25 23,658 102 25,523 76 21,947 2,730 12 2,928 215 9,510 76 4,345 92 3,989 23 500 5 666 196 9,500 7,898 

平成元年度～平成10年度 31 42,650 113 54,130 95 46,780 0 7 5,000 246 148,560 44 15,273 121 13,626 23 2,367 1 232 189 31,498 21,386

平成11年度～平成20年度 1 500 11 8,600 66 45,600 11,500 1 413 79 55,113 63 23,948 143 33,942 9 967 2 413 217 59,270 48,743 

平成11年度 1 500 4 3,200 8 4,150 0 0 0 13 7,850 5 2,500 12 2,432 0 0 0 0 17 4,932 24,093 

12年度 0 0 3 2,400 7 4,600 0 0 0 10 7,000 7 2,400 7 1,958 0 0 0 0 14 4,358 26,124 

13年度 0 0 3 1,900 7 4,500 1,000 0 0 10 6,400 4 1,464 11 1,857 1 115 0 0 16 3,436 27,182

14年度 0 0 0 0 7 4,450 1,000 1 413 8 4,863 2 1,238 6 2,463 0 0 0 0 8 3,701 28,411

15年度 0 0 0 0 7 5,250 1,000 0 0 7 5,250 4 1,485 10 1,498 1 662 0 0 15 3,645 29,180 

16年度 0 0 1 1,100 7 4,150 1,000 0 0 8 5,250 6 1,495 15 3,833 1 7 0 0 22 5,335 31,315 

17年度 0 0 0 0 6 7,350 5,000 0 0 6 7,350 5 1,935 17 3,654 1 100 0 0 23 5,689 33,447 

18年度 0 0 0 0 6 3,750 1,000 0 0 6 3,750 10 3,783 20 3,879 2 16 1 132 33 7,810 37,291 

19年度 0 0 0 0 6 3,650 800 0 0 6 3,650 10 3,700 24 5,998 1 2 1 281 36 9,981 42,880 

20年度 0 0 0 0 5 3,750 700 0 0 5 3,750 10 3,948 21 6,370 2 65 0 0 33 10,383 48,743 

表5 施設整備資金貸付 （単位：百万円）

（注）1 上表の数欄は、貸付団体数を表す。
2 上表の短期貸付・町村右欄は、災害復旧事業の貸付額（無利息）で、左欄貸付額の内書再掲数を表す。
3 上表の長期貸付・合計欄の貸付残高のうち、昭和54年度から昭和63年度の数値は昭和63年度末の貸付残高を、平成元　　　　　 年度から平成10年度の数値は平成10年度末の貸付残高を表す。

一
日
の
竣
工
ま
で
の
建
築
費
、
総
額
三
二
六
億
九
、
四

三
五
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
、
特
別
区
協
議
会
に

助
成
し
ま
し
た
。

建
物
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
四
、
四
六
五
㎡
、
延
べ

床
面
積
三
六
、
八
二
三
㎡
、
地
下
三
階
、
地
上
二
一
階
、

棟
屋
二
階
で
、
用
途
は
事
務
所
・
商
業
施
設
・
自
治
情

報
関
係
施
設
で
、
総
合
設
計
方
式
で
完
成
し
ま
し
た
。

建
物
の
機
能
は
、
一
・
二
階
は
商
業
テ
ナ
ン
ト
、
三
・

四
階
は
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
、
五
階
か

東京都市町村職員研修所外観（府中市新町）

ら
一
一
階
は
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
一

三
階
か
ら
一
八
階
ま
で
は
二
三
区
で
構
成
さ
れ
た
一
部

事
務
組
合
等
及
び
当
協
会
並
び
に
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
、
一
九
階
が
特
別
区
長
会
事
務
局
と
会

議
室
、
二
〇
階
が
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
と
会
議

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
館
の
名
称
は
、
旧
施
設
の
名
称
を
継
承
し
、

「
東
京
区
政
会
館
」
と
し
て
い
ま
す
。
所
在
地
は
千
代

田
区
飯
田
橋
三
丁
目
五
番
一
号
で
す
。

③
　
市
町
村
の
自
治
会
館
改
修
事
業

市
町
村
の
地
方
自
治
行
政
の
中
心
施
設
で
あ
る
東
京

東京自治会館外観（府中市新町）
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回 対象 月　日 場　　所 演　　　題 講　　師

1

特
別
区
職
員

5.15（木） 東京ウィメンズプラザ どうすれば役所は変われるのか？ 元吉　由紀子氏

2 10.22（水） 銀座ブロッサム 人を10分で引きつける話す力 齋藤　　 孝氏

3 12.10（水） 東京ウィメンズプラザ
服役体験から見えた福祉の現実
～福祉の代替施設と化す刑務所～

山本　譲司氏

4 2.17（火）
日本教育会館一ツ橋
ホール

異文化との共生
～ダーリン流ことばの壁を越えてみると～

トニー・ラズロ氏

5

市
町
村
職
員

6. 6（金）

東京自治会館

世界がもし100人の村だったら 池田　香代子氏

6 7. 7（月）
夢、目標にチャレンジ
～決心する事の大切さ～

古賀　稔彦氏

7 11. 6（木） コンプライアンスを考える 池上　   剛氏

8 2. 9（月）
地方自治体を取り巻く経済動向
～今の日本に何が起こっているか～

伊藤　元重氏

9 3.11（水）
職場におけるストレスの対処法につ
いて

河合　 　薫氏

表7 平成20年度講演会の実績

充当事業/団体
特別区 市 町村 合計

延数 充当額 延数 充当額 延数 充当額 延数 充当額

国際化の推進事業 2 42,232 6 33,053 1 4,123 9 79,408 

人口の高齢化、少子化等事業 3 114,533 8 125,633 5 45,634 16 285,800 

情報化事業 2 79,699 5 92,822 2 4,147 9 176,668 

芸術・文化の振興事業 1 19,630 10 157,187 4 16,105 15 192,922 

災害対策及び災害の予防事業 7 321,757 6 36,020 1 14,782 14 372,559 

地域経済の活性化事業 3 113,994 9 94,786 3 19,346 15 228,126 

社会貢献活動事業 0 0 2 14,365 1 5,284 3 19,649 

環境の保全及び創造事業 6 184,408 11 105,217 3 27,016 20 316,641 

調査研究・人材育成事業 0 0 0 0 0 0 0 0

公共事業 1 73,735 1 2,940 4 59,279 6 135,954 

合計 25 949,988 58 662,023 24 195,716 107 1,807,727 

表6 平成20年度オータムジャンボ交付額の充当事業 （単位：千円）

自
治
会
館
は
、
竣
工
後
二
六
年
を
経
過
し
経
年
劣
化
が

進
み
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
一
四

年
一
一
月
に
東
京
自
治
会
館
の
耐
震
補
強
を
含
め
、
施

設
・
設
備
の
全
面
改
修
の
た
め
の
助
成
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
一
五
年
度
ま
で
の
基
金
取
り
崩
し
に
よ

る
助
成
額
は
二
五
億
円
で
、
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組

合
に
助
成
し
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

④
伊
豆
諸
島
支
援
事
業

平
成
一
二
年
七
月
一
日
の
三
宅
島
噴
火
災
害
に
伴

い
、
基
金
運
用
益
を
財
源
と
し
て
、
三
宅
村
に
五
〇
〇

万
円
、
新
島
村
及
び
神
津
島
村
に
各
二
〇
〇
万
円
の
見

舞
金
を
支
出
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
に
対
し
全
国
協
会

か
ら
も
、
三
宅
村
に
五
〇
〇
〇
万
円
、
新
島
村
及
び
神

東京区政会館外観（千代田区飯田橋）

津
島
村
に
各
一
〇
〇
万
円
の
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。平

成
一
三
年
度
に
は
、
基
金
か
ら
五
億
円
と
オ
ー
タ

ム
ジ
ャ
ン
ボ
交
付
金
か
ら
五
億
円
を
充
て
、
一
〇
億
円

規
模
で
次
の
事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま
し
た
。

（
ア
）
避
難
住
民
一
人
五
万
円
の
見
舞
金
、
総
額
一
億

八
、
五
〇
〇
万
円
の
助
成

（
イ
）
噴
火
や
地
震
災
害
に
よ
る
風
評
等
で
観
光
客
が

減
少
し
た
伊
豆
諸
島
（
除
く
三
宅
島
）
に
対
し
観

光
客
誘
致
の
支
援
事
業
助
成
（
都
民
等
が
伊
豆
諸

島
へ
宿
泊
を
伴
う
観
光
旅
行
を
す
る
際
の
宿
泊
費

用
の
一
部
助
成
）
総
額
七
億
六
、
〇
〇
〇
万
円

（
ウ
）
伊
豆
諸
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び
物

産
展
イ
ベ
ン
ト
に
、
五
、
五
〇
〇
万
円
の
助
成

平
成
一
四
年
度
に
は
、
次
の
事
業
に
一
億
八
、
〇
〇

〇
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

（
ア
）
避
難
生
活
を
送
る
三
宅
村
の
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
に
対
し
「
敬
老
見
舞
金
」
一
人
二
万
円
を

敬
老
の
日
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
イ
）
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
新
聞
広
告
・
交
通
広
告

（
車
内
広
告
）、物
産
展
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
に
対
す
る
助
成
。

総
額
七
、
一
〇
〇
万
円

（
ウ
）
伊
豆
諸
島
の
観
光
振
興
策
と
し
て
、
伊
豆
諸
島

来
島
記
念
品
の
配
布
、
閑
散
期
の
来
島
者
へ
の
抽

選
に
よ
る
景
品
贈
呈
等
に
総
額
八
、
五
〇
〇
万
円

平
成
一
五
年
度
に
は
、
次
の
事
業
に
一
億
五
、
〇
〇
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て
の
区
市
町
村
民
の
交
流
」等
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
に
は
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
京
の
緑
問

題
を
考
え
る
」
と
し
て
、
オ
ー
ル
東
京
区
市
町
村
共
同

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
一
八
年

二
月
一
三
日
に
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
基
調
講
演
は
「
黒
姫
の
森
か
ら
東
京
の
緑
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
、
作
家
で
探
検
家
の
Ｃ
・
Ｗ
・

ニ
コ
ル
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
緑
と
地
球

環
境
―
京
都
議
定
書
か
ら
考
え
る
―
」「
都
市
の
緑
を

増
や
す
」「
東
京
の
森
を
つ
く
る
」「
緑
と
と
も
に
育
つ
」

の
四
分
科
会
に
分
か
れ
て
パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
、
総

括
討
議
「
連
携
の
仕
組
み
を
考
え
る
」
の
後
、
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
基
金
運
用
益
六
八
一
万
円

を
助
成
し
ま
し
た
。

⑧
　
地
球
温
暖
化
防
止
事
業

京
都
議
定
書
の
発
効
に
あ
た
り
、
特
別
区
長
会
は
平

成
一
七
年
二
月
二
四
日
に
共
同
宣
言
「O

N
L
Y

O
N
E
E
A
R
T
H

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
守
る
た

め
の
共
同
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
共
同
宣
言

を
具
体
化
し
推
進
す
る
た
め
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
協

議
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
共
同
事
業
の
内
容
及
び
運

営
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一

八
年
度
に
は
、
各
二
三
区
が
実
施
す
る
温
暖
化
防
止
啓

発
事
業
を
連
携
さ
せ
て
特
別
区
共
同
事
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
し
た
Ｐ
Ｒ
経
費
は
、「
各
区

治
会
館
を
中
央
会
場
と
し
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
応
募
審
査
発
表
・
表
彰
、
基
調
講
演
な
ど

を
行
い
、
各
市
町
村
会
場
で
は
、
啓
発
用
品
の
配
布
や

パ
ネ
ル
展
示
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
度
は
、
二
三
特
別
区
が
加
わ
っ
た
オ
ー

ル
東
京
市
区
町
村
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
に
対
し
、
三
団
体
に
総
額
一
億
三
、
五
四
六
万
円

を
助
成
し
ま
し
た
。
千
代
田
区
九
段
下
の
九
段
会
館
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
、
飯
田
橋
の
東
京
区
政
会
館
を
は
じ

め
各
区
市
町
村
内
に
拠
点
を
設
け
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
度
に
は
、
六
二
区
市
町
村
が
行
う
各
自

治
体
独
自
の
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

に
対
し
、
三
団
体
を
通
じ
て
基
金
運
用
益
よ
り
三
、
八

三
六
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

⑦
　
多
摩
等
の
緑
の
保
全
支
援
事
業

平
成
一
六
年
度
に
、
多
摩
森
林
の
抱
え
る
問
題
へ
の

対
応
や
、都
市
部
の
緑
化
推
進
を
図
る
方
策
に
つ
い
て
、

東
京
都
の
全
て
の
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
特
別
区
・

市
・
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
調
査
研
究
を
行
い
、
具
体

策
を
探
る
た
め
研
究
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
学
識
経
験
者
、
森
林
水
産
関
係
者
、
行

政
職
員
、
三
団
体
事
務
局
職
員
の
一
八
名
で
、「
多
摩

森
林
の
保
全
・
活
用
」「
山
村
地
域
の
農
林
水
産
・
観

光
振
興
」「
都
市
部
の
緑
化
推
進
」「
緑
を
通
じ
て
の
全

主
催
事
業
へ
の
助
成
」「
清
掃
車
両
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
作

成
」
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
の
た
め
の
二

三
区
標
準
手
法
の
開
発
」「
情
報
相
互
利
用
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
伴
う
調
査
事
業
」に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

一
七
年
度
・
一
八
年
度
で
基
金
か
ら
総
額
三
、
六
二
三

万
円
助
成
し
て
い
ま
す
。

⑨
　
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
事
業

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
に
、
東
京
都
市
長
会
が

提
言
し
た
「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
―
多

摩
子
ど
も
体
験
塾
へ
の
招
待
状
―
」
を
踏
ま
え
、「
子

ど
も
た
ち
の
感
性
を
磨
く
芸
術
・
文
化
体
験
」「
驚
き

と
感
動
を
与
え
未
来
へ
の
扉
を
開
く
科
学
体
験
」「
豊

か
な
自
然
や
様
々
な
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
感

動
体
験
」
な
ど
を
提
供
す
る
、
東
京
三
九
市
町
村
共
同

事
業
「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
」
に
助
成
し
ま

し
た
。

事
業
内
容
は
、
平
成
一
七
年
度
は
、
親
子
で
楽
し
む

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
絵
本
で
聴
く
―
魔
法
の
音
楽
会
―
」

と
題
し
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
演
奏

を
行
い
、
日
野
市
民
会
館
に
一
、
一
〇
〇
名
の
小
・
中

学
生
を
中
心
と
し
た
親
子
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
年
の
所
要
経
費
二
、
〇
八
九
万
円
を
基
金
か
ら
助
成

し
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
度
は
、
音
楽
体
験
事
業
「
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
親
子
向
け
コ
ン
サ
ー

〇
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

（
ア
）
三
宅
村
支
援
に
一
、
五
〇
〇
万
円

（
イ
）
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
に
二
、
九
〇
〇
万
円

（
ウ
）
伊
豆
諸
島
集
客
事
業
に
一
億
六
〇
〇
万
円

平
成
一
六
年
度
は
、
東
京
都
か
ら
の
要
請
に
こ
た
え

て
、「
三
宅
島
帰
島
義
援
金
募
集
」
事
業
に
三
億
円
を

助
成
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
伊
豆
諸
島
産
業
振
興
の

一
助
と
し
て
、
来
島
者
に
対
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
活
動

助
成
・
体
験
グ
ル
ー
プ
活
動
助
成
・
宿
泊
助
成
・
イ
ベ

ン
ト
助
成
で
総
額
一
億
三
、
五
〇
〇
万
円
を
助
成
し
ま

し
た
。

以
上
の
事
業
の
う
ち
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
一
六
年

度
の
助
成
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
助
成
し
ま
し
た
。

⑤
　
青
少
年
の
薬
物
中
毒
防
止
対
策
事
業

平
成
一
三
年
五
月
二
五
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
青

少
年
の
薬
物
中
毒
防
止
の
普
及
啓
蒙
た
め
、
青
少
年
の

薬
物
汚
染
を
題
材
と
し
た
映
画
「
ド
ラ
ッ
グ
」
を
区
市

町
村
に
配
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
三
団
体
に
対
し
、

こ
の
映
画
の
購
入
費
と
し
て
総
額
一
、
五
九
六
万
円
を

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
交
付
金
か
ら
助
成
し
ま
し
た
。

⑥
　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

平
成
一
六
年
度
に
、
多
摩
地
域
二
六
市
、
四
町
村
、

伊
豆
小
笠
原
諸
島
九
町
村
で
構
成
す
る
オ
ー
ル
東
京
市

町
村
共
同
事
業
本
部
に
よ
る
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
に
対
し
、
東
京
都
市
長
会
及
び
町
村
会

に
総
額
八
、
一
〇
二
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。
東
京
自

70●

区分
会議開催状況 講演会開催 日中交流事業

理事会 監事会 三者協 区 市町村 計 訪中 招待

昭和54年度～ 63年度 28 10 37 18 33 51 6 4

平成元年度～ 10年度 35（11） 10 34 38 75 113 8 8

平成11年度～ 20年度 44（20） 10 30 36 46 82 10 8

平成11年度 6（4） 1 2 4 6 10 （議） （長）

12年度 4（2） 1 3 4 4 8 （長） （議）

13年度 5（2） 1 6 3 4 7 （議） （長）

14年度 3（1） 1 3 3 3 6 （長） （議）

15年度 5（3） 1 3 3 4 7 （議） （長）

16年度 6（3） 1 3 4 5 9 （長） （議）

17年度 4（1） 1 4 3 5 8 （議） （長）

18年度 4（2） 1 2 4 5 9 （長） （議）

19年度 3（1） 1 2 4 5 9 （議） （長）

20年度 4（1） 1 2 4 5 9 （長） （議）

表8 年度別会議・講演会・交流事業実績

（注）1 理事会欄の（ ）内は、書面表決で内数を表す。
2 北京市交流事業欄の（長）は区長会・市長会・町村会、（議）は区議会議長会・市議会議長会・町村会議長会
の略
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を
促
す
と
と
も
に
、
将
来
の
理
解
者
を
育
て
、
あ
わ
せ

て
森
林
再
生
な
ど
、
緑
の
保
全
に
も
取
り
組
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
、「
森
づ
く
り
体

験
」
と
し
て
、
伐
採
作
業
体
験
・
ク
ラ
フ
ト
作
成
・
植

樹
体
験
な
ど
三
回
、「
里
山
保
全
体
験
」
と
し
て
、
竹

切
作
業
体
験
・
生
態
観
察
・
落
ち
葉
か
き
体
験
な
ど
三

回
、「
島
し
ょ
体
験
」
と
し
て
、
磯
遊
び
・
干
潟
生
物

の
生
態
観
察
な
ど
二
回
実
施
し
ま
し
た
。
助
成
額
は
、

二
、
五
六
三
万
円
を
基
金
よ
り
助
成
し
ま
し
た
。

⑫
　
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

三
団
体
の
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
業
ご

と
に
必
要
に
応
じ
共
同
事
業
実
行
本
部
等
を
設

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
市
区

町
村
共
同
事
業
を
踏
ま
え
、
平
成
一
九
年
度
以

降
の
共
同
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
一

八
年
一
〇
月
の
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
で
、

「
62
市
区
町
村
共
同
事
業
推
進
会
議
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
順
次
、
特
別
区
長
会
、

東
京
都
市
長
会
、
東
京
都
町
村
会
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
推
進
会
議
の
趣
旨
は
、（
ア
）

市
区
町
村
間
の
連
携
の
強
化
、（
イ
）
共
同
事

業
に
係
る
意
思
決
定
の
明
確
化
、（
ウ
）
機
動

的
で
効
率
的
な
共
同
事
業
の
推
進
と
な
っ
て
お

り
、
市
長
六
名
、
区
長
六
名
、
町
村
長
二
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
制
で
、
平
成
一
九
年
度
に
オ
ー
ル
東

京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防

止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
都
内
六
二
市
区
町
村
が
、
東
京
の
緑

の
保
全
や
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
取
組
み
に
お
い
て

連
携
・
共
同
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
自
治
体
や
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
自
然
環
境
保
護
、
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
、

（
ア
）
共
同
行
動
・
連
携
に
よ

る
普
及
・
啓
発
と
し
て
「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
」「
み
ど
り

東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
」（
イ
）

情
報
の
共
有
・
相
互
利
用
環
境
の
構
築
と
し
て
「
温
室

みどり東京シンポジウム（千代田区・都市センターホテル）

みどり東京アニメーション「かれんと不思議の森」

カ
ル
」
な
ど
を
行
い
、
三
九
市
町
村
が
独
自
に
行
う
子

ど
も
体
験
事
業
と
合
わ
せ
て
基
金
か
ら
総
額
二
億
七
、

六
〇
〇
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

⑩
　
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

平
成
一
八
年
一
一
月
に
東
京
都
市
長
会
は
、
政
策
提

言
「
広
域
連
携
の
勧
め
―
多
摩
の
魅
力
を
高
め
る
一
八

の
連
携
―
」
を
行
い
、
多
摩
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

「
一
八
の
広
域
連
携
事
例
案
」
を
例
示
す
る
と
と
も
に
、

広
域
連
携
活
動
助
成
制
度
の
創
設
を
提
言
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、東
京
都
市
長
会
及
び
町
村
会
は
、

ト
」
を
七
回
（
七
ヶ
所
）、
科
学
体
験
事
業
「
米
村
で

ん
じ
ろ
う
氏
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
七
回

（
七
ヶ
所
）、
ス
ポ
ー
ツ
対
談
「
星
野
仙
一
氏
と
生
島
ヒ

ロ
シ
氏
に
よ
る
対
談
」
な
ど
を
行
い
、
基
金
か
ら
総
額

二
億
八
、
二
六
九
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

平
成
一
九
年
度
は
、「
劇
団
四
季
に
よ
る
演
劇
体
験
」

「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
サ
ッ
カ
ー
体
験
」「
米
村
で

ん
じ
ろ
う
氏
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

「
天
文
普
及
事
業
天
体
観
望
会
」「
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ

広
域
連
携
活
動
の
支
援
と
活
性
化
を
目
指
し
、
平
成
一

九
年
度
か
ら
助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
当
協
会

に
助
成
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

助
成
要
件
は
、（
ア
）
連
携
で
よ
り
「
効
果
」
が
高

ま
る
取
組
み
　
（
イ
）
連
携
で
住
民
の
「
利
便
性
」
が

高
ま
る
取
組
み
　
（
ウ
）
連
携
で
「
効
率
性
」
が
高
ま

る
取
組
み
　
（
エ
）
連
携
で
「
実
現
性
」
が
高
ま
る
取

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
審
査
は
、
市
長
・
町
村
長
を
含
め
た
委

員
で
構
成
す
る
審
査
会
を
設
置
し
、
助
成
制
度
の
適
正

な
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
。

助
成
内
容
は
、
調
査
研
究
に
要
す
る
委
託
費
等
一
団

体
年
間
五
〇
〇
万
円
ま
で
、
連
携
活
動
に
要
す
る
経
費

一
団
体
年
間
五
〇
万
円
ま
で
と
し
、
最
長
三
年
間
助
成

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
九
年
度
の
助
成
額
は
、
基
金
か
ら
五
、
四
七

一
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

⑪
　
み
ど
り
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

平
成
一
七
年
度
に
実
施
し
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
京

の
緑
問
題
を
考
え
る
」
な
ど
の
、
東
京
の
み
ど
り
を
守

り
育
て
る
取
組
み
の
進
展
を
踏
ま
え
、
平
成
一
八
年
度

か
ら
三
九
市
町
村
共
同
事
業
と
し
て
「
み
ど
り
東
京
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達

に
首
都
東
京
の
自
然
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
然
環

境
保
護
の
意
義
と
必
要
性
を
理
解
さ
せ
、
健
全
な
成
長

体験塾オーケストラ

体験塾スポーツ（キッズスポーツ教室）
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は
、
区
市
町
村
に
直
接
交
付
で
き
る
貴
重
な
財
源
と
な

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
区
市
町
村
を
通
し
た
広
報
活

動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
に
行
っ
た
主
な
広
報
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

（
１
）
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
広
報
活
動

①
区
市
町
村
の
発
行
す
る
広
報
紙
へ
の
広
告
掲
載

依
頼

②
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
区
市
町
村
の
公
共
施
設
へ
の

掲
示
依
頼

③
職
員
の
福
利
厚
生
団
体
機
関
誌
に
よ
る
広
報

④
都
営
地
下
鉄
・
都
バ
ス
・
都
電
荒
川
線
・
東
急

全
線
・
東
武
東
上
線
・
Ｊ
Ｒ
（
山
手
、
京
浜
東

北
、
中
央
快
速
）
・
東
京
メ
ト
ロ
・
西
武
新
宿

線
・
西
武
池
袋
線
・
京
王
線
・
井
の
頭
線
・
京

成
線
全
線
及
び
北
総
全
線
の
車
内
中
吊
り
の
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
示

⑤
新
聞
広
告
（
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
日
本
経

済
・
東
京
・
産
経
新
聞
及
び
都
政
新
報
）

（
２
）
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
広
報
活
動

①
区
市
町
村
の
発
行
す
る
広
報
誌
へ
の
広
告
掲
載

依
頼

②
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
区
市
町
村
の
公
共
施
設
へ
の

掲
示
依
頼

③
職
員
の
福
利
厚
生
団
体
機
関
誌
に
よ
る
広
報

④
新
聞
広
告
（
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
日
本
経

自
治
に
関
す
る
調
査
、
研
究
並
び
に
資
料
の
収
集
、
編

纂
及
び
刊
行
物
の
発
行
　
（
イ
）
講
演
会
、
講
習
会
、

研
究
会
等
の
開
催
な
ど
。

（
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
は
、（
ア
）
市
町
村

の
行
財
政
等
に
関
す
る
調
査
研
究
　
（
イ
）
市
町
村
共

同
事
業
の
実
施
及
び
助
成
　
（
ウ
）
自
治
に
関
す
る
普

及
啓
蒙
等
の
事
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅴ
市
町
村
振
興
宝
く
じ
広
報
活
動
（
寄
附

行
為
第
四
条
第
五
号
）

当
協
会
の
財
源
と
な
る
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
及
び
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
）
の
売

上
げ
促
進
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
同
宝
く
じ
の
全
国
売
上
げ
に
占
め
る
東

京
都
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
全
国
協
会
の
Ｐ
Ｒ

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
三
年
以
降
を
み
て
も
、
そ
の
時
々
で
有
効
と
思
わ
れ

る
宣
伝
媒
体
を
使
っ
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。（
表
９
参
照
）

当
初
の
広
報
活
動
は
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
売
）
の
み
で
し
た
が
、
平
成

一
三
年
度
か
ら
は
、
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
九

月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
発
売
）
の
開
始
に
伴
い
、
年

間
二
回
の
広
報
と
な
り
ま
し
た
。
宣
伝
媒
体
は
、
交
通

広
告
・
新
聞
広
告
を
主
体
と
し
た
広
報
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
収
益
金

済
・
東
京
・
産
経
新
聞
及
び
都
政
新
報
）

Ⅵ
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

公
益
法
人
制
度
は
、
平
成
一
八
年
六
月
に
公
布
さ
れ

た
「
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
」
に
よ
り
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
民
法
第
三
四
条
に
基
づ

く
主
務
官
庁
が
設
立
許
可
と
公
益
性
の
判
断
を
行
う
制

度
は
廃
止
さ
れ
、
替
わ
っ
て
、
法
人
の
設
立
は
登
記
だ

け
で
一
般
社
団
・
一
般
財
団
法
人
と
な
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
中
か
ら
公
益
性
を
有
し
て
い
る
法
人
を
民
間

有
識
者
か
ら
な
る
合
議
制
の
機
関
の
意
見
に
基
づ
い
て

行
政
庁
が
認
定
す
る
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

新
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
協
会
は
現
在
特

例
民
法
法
人
（
一
般
財
団
法
人
で
す
が
、
各
種
特
例
に

よ
り
従
来
ど
お
り
の
運
営
が
可
能
）
と
規
定
さ
れ
、
平

成
二
五
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
公
益
財
団
法
人

ま
た
は
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
選
択
す
る
こ
と
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
協
会
は
、
平
成
二
〇
年
五
月
二
七
日
の

理
事
会
に
お
い
て
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
す
る
た
め
の

準
備
を
開
始
す
る
旨
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
二
年
間
公
益

財
団
法
人
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
、
関
係
者
の
方
々
の

ご
支
援
も
得
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
六
二
区
市
町
村
の
自
治

の
振
興
と
住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
多
様
な

事
業
を
推
進
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
公
益
財

団
体
を
通
じ
て
各
団
体
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
総

額
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
一
四
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
の

範
囲
内
と
し
ま
し
た
。

⑭
　
研
修
開
発
事
業

平
成
二
〇
年
度
に
、
特
別
区
職
員
研
修
所
及
び
東
京

都
市
町
村
職
員
研
修
所
が
行
う
新
し
い
行
政
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
研
修
企
画
開
発
事
業
に
対
す
る
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
助
成
団
体
と
助
成
額
は
、
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
及
び
東
京
都
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に

対
し
て
各
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
基
金
運
用
益
か
ら
助
成

し
て
い
ま
す
。
特
別
区
職
員
研
修
所
は
、
各
研
修
間
の

関
係
及
び
目
標
の
設
定
の
最
適
化
の
検
証
、
新
し
い
研

修
の
企
画
・
開
発
（
二
一
本
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
市
町
村
職
員
研
修
所
は
、
各
市
町
村
が
策
定
し

た
人
材
開
発
方
針
の
調
査
・
分
析
、
研
修
体
系
に
お
け

る
必
修
研
修
と
選
択
研
修
と
の
整
合
性
、
共
同
研
修
に

取
り
入
れ
る
人
材
育
成
策
及
び
研
修
の
提
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（
二
）
北
京
市
区
・
県
と
の
友
好
交
流
事
業
助
成

交
流
事
業
は
、
昭
和
五
四
年
の
東
京
都
と
北
京
市
の

友
好
都
市
関
係
の
結
成
に
関
す
る
議
定
書
の
締
結
に
端

を
発
し
、
昭
和
五
六
年
に
東
京
都
区
市
町
村
友
好
代
表

団
が
初
め
て
北
京
を
訪
問
以
来
、
北
京
市
区
・
県
と
の

間
で
毎
年
相
互
に
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。
昭
和
五
八

年
か
ら
は
、
区
議
会
議
長
会
・
市
議
会
議
長
会
・
町
村

議
会
議
長
会
と
北
京
市
区
・
県
の
議
決
機
関
に
あ
た
る

効
果
ガ
ス
標
準
算
定
手
法
の
共
有
化
推
進
」「
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」（
ウ
）
市
区
町
村
横
断
で
の
活

動
の
場
の
提
供
と
し
て
「
市
区
町
村
職
員
共
同
研
修
の

実
施
」
で
す
。
経
費
は
全
額
運
用
益
に
よ
り
二
億
二
、

二
九
〇
億
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
企
画

運
営
は
、
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
及
び
財
団
法
人
東

京
市
町
村
自
治
調
査
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

⑬
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
準
備
事
業

平
成
二
〇
年
度
開
始
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運

営
主
体
と
な
る
広
域
連
合
設
立
の
た
め
、
東
京
六
二
区

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
合
同
検
討
会
及
び
準
備
委
員
会

の
経
費
と
し
て
、
平
成
一
八
年
度
に
運
用
益
か
ら
一
億

三
、
四
二
八
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
経
費
の
主
な

内
訳
は
、
事
務
所
設
置
工
事
、
机
等
の
備
品
購
入
、
人

事
給
与
・
財
務
会
計
・
文
書
管
理
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
で
す
。

平
成
一
九
年
度
に
は
、
六
二
区
市
町
村
が
行
う
シ
ス

テ
ム
開
発
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
区
市
町
村
の
負
担

軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
制
度
の
一
斉
か
つ

円
滑
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
助
成
し
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
は
、
国
庫
補
助
制
度
と
同
じ
、「
住

基
情
報
等
提
供
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
」、「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
保
険
料
徴
収
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
」
と
し
、

助
成
基
準
額
は
、
国
庫
補
助
基
準
と
同
様
に
、
固
定
経

費
と
人
口
を
勘
案
し
て
特
別
区
及
び
市
町
村
で
基
準
を

設
定
し
ま
す
。
平
成
一
九
年
度
単
年
度
助
成
と
し
、
三

人
民
代
表
大
会
と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
交
流

事
業
の
費
用
負
担
は
、
訪
問
時
は
渡
航
費
用
を
、
招
聘

時
は
滞
在
費
用
を
日
中
双
方
で
負
担
す
る
取
り
決
め
と

な
っ
て
お
り
、
基
金
運
用
益
を
も
っ
て
助
成
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
〇
年
度
の
助
成
額
は
、
二
団
体
で
一
、
五

〇
〇
万
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
友
好
交
流
事
業
に
よ
り
、
中
野
区
と
北
京
市
西

城
区
と
の
友
好
交
流
、
新
宿
区
と
北
京
市
東
城
区
と
の

友
好
交
流
ほ
か
数
区
が
各
都
市
間
で
の
一
般
住
民
を
含

め
積
極
的
に
交
流
が
行
わ
れ
、
住
民
の
国
際
理
解
を
深

め
る
な
ど
自
治
の
振
興
及
び
姉
妹
都
市
提
携
の
促
進
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。（
表
８
参
照
）

（
三
）
自
治
振
興
事
業

（
財
）
特
別
区
協
議
会
及
び
（
財
）
東
京
市
町
村
自

治
調
査
会
の
二
団
体
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
附
行
為

に
定
め
る
区
市
町
村
の
振
興
事
業
活
動
経
費
を
毎
年
基

金
運
用
益
に
よ
り
助
成
し
て
い
ま
す
。
事
業
開
始
は
昭

和
五
八
年
度
で
、（
財
）
特
別
区
協
議
会
に
対
す
る
助

成
の
み
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
は
市

町
村
の
総
意
で
設
立
さ
れ
た
（
財
）
東
京
市
町
村
自
治

調
査
会
に
対
す
る
助
成
が
開
始
し
て
い
ま
す
。

助
成
額
は
、
昭
和
五
八
年
度
二
、
〇
〇
一
万
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
基
金
の
増
加
と
と
も
に
増
額
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
度
の
助
成
額
は
、
二
団
体
で

五
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
財
）
特
別
区
協
議
会
の
事
業
は
、（
ア
）
特
別
区
の
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団
法
人
の
実
現
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も
民
に
よ
る
公
益

の
さ
ら
な
る
実
現
の
た
め
、
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広報内容
平
成
3
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

区市町村発行の広報紙での広報掲載

広告ポスターの印刷・掲示

広告チラシの印刷・配布

リビング紙での広告掲載

情報週刊誌での広告掲載

電光ニュースでのＣＭ放映

懸垂幕の掲出

都区職員の福利厚生事業機関誌での
広告掲載

文字放送での広告掲出

都営地下鉄 ( 駅構内・車内）広告

都電・都バス車内広告

都営地下鉄・営団地下鉄（東京メトロ）・
ＪＲ車内広告

私鉄（東京メトロを除く）車内広告

ＭＸテレビでのＣＭ放映

ラジオでのＣＭ放送

映画劇場でのＣＭ放映

新聞広告

表9 広報活動の変遷

（注）1 実線はサマージャンボ宝くじの広報活動、点線はオータムジャンボ宝くじの広報活動を表す。
2 都営地下鉄広告は、平成7年度までは駅貼り広告、平成8年度以降は車内広告であった。
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●●
財
団
法
人

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
の
活
動
状
況

●●
財
団
法
人

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
の
活
動
状
況

●

概
要

当
協
会
は
、
区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
、
公
共
施
設
や
災
害
関
連
施
設
整
備
の
資
金
貸
付
、

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ

の
交
付
、
講
演
会
の
開
催
、
区
市
町
村
が
共
同
で
行

う
諸
事
業
に
対
す
る
助
成
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
平
成
二
一
年
度
の
事
業
活
動

平
成
二
一
年
度
に
実
施
し
た
事
業
（
平
成
二
二
年

一
月
末
現
在
）
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
交
付
金
を
財
源
と

し
、
災
害
対
策
事
業
な
ど
区
市
町
村
が
緊
急
に
整

備
を
要
す
る
公
共
施
設
整
備
事
業
の
資
金
と
し

て
、
次
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
）
長
期
貸
付
事
業

地
方
債
の
同
意
等
の
事
務
を
行
っ
て
い
る
東

京
都
に
貸
付
枠
の
総
額
を
示
し
、
区
市
町
村
別
の

枠
配
分
を
依
頼
し
、
そ
の
枠
配
分
に
基
づ
き
五
月

二
〇
日
に
区
市
町
村
に
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

貸
付
額
は
、
特
別
区
が
八
区
で
三
九
億
五
、
〇

〇
〇
万
円
、
市
町
村
が
一
八
市
で
五
九
億
五
、
九

五
〇
万
円
の
総
額
九
九
億
九
、
五
〇
〇
万
円
で
し

た
。貸

付
利
率
は
、
貸
付
決
定
日
に
お
け
る
財
務
省

の
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
金
利
を
基
に
、
そ
れ
よ

り
低
利
で
償
還
期
限
別
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
償
還
期
間

五
年
以
内
（
据
置
期
間
一
年
以
内
）

年
〇
・
五
％

②
償
還
期
間
一
〇
年
以
内
（
据
置
期
間
二
年
以
内
）

年
〇
・
八
％

③
償
還
期
間
一
五
年
以
内
（
据
置
期
間
三
年
以
内
）

年
一
・
〇
％

④
償
還
期
間
二
〇
年
以
内
（
据
置
期
間
三
年
以
内
）

年
一
・
三
％

（
二
）
短
期
貸
付
事
業

短
期
貸
付
は
、
当
該
年
度
内
に
貸
付
・
償
還
さ

れ
る
も
の
で
、
主
と
し
て
災
害
対
策
事
業
、
施
設

整
備
事
業
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
貸
付
総
額
六
〇
億
円
の
枠
で
、
四
月

に
二
〇
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
一
月
に
二
一
億
円

の
合
計
四
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
二
市
三
町
一

村
に
貸
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

貸
付
利
率
は
、
貸
付
日
に
お
け
る
財
務
省
の
財

政
融
資
資
金
の
率
を
基
に
、
そ
れ
よ
り
低
い
〇
・

四
％
（
四
月
貸
付
）
と
〇
・
三
％
（
一
月
貸
付
）

と
定
め
ま
し
た
（
災
害
対
策
事
業
は
利
息
免
除
）。

２
　
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
に
係
る
交
付
金
の
交
付

こ
の
事
業
は
、
平
成
一
三
年
度
に
新
設
さ
れ
た

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
通
称
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
）
の
収
益
金
を
全
額
区
市
町
村
に
交
付

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
一
年
度
は
、
一
七
億
八
、
七
九
三
万
円

余
を
均
等
割
五
〇
％
、
人
口
割
五
〇
％
の
割
合
で

全
区
市
町
村
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

３
　
講
演
会
の
開
催
及
び
調
査
研
究
事
業

（
一
）
講
演
会
の
開
催

区
市
町
村
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

特
別
区
職
員
研
修
所
及
び
東
京
都
市
町
村
職
員
研

修
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
今
日
的
な
行
政
課
題
等

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
特
別
区
職
員
を
対
象
と
し
た
も
の

を
四
回
、
市
町
村
職
員
を
対
象
と
し
た
も
の
を
四

回
、
計
八
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
二
）
調
査
研
究
事
業

①
図
書
、
資
料
の
購
入

事
務
局
に
お
け
る
情
報
収
集
の
た
め
の
図
書
等

の
購
入
と
と
も
に
、
区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る

調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、
特
別
区
の
円
滑
な
自

治
の
運
営
と
発
展
を
期
し
て
活
動
し
て
い
る
財
団

法
人
特
別
区
協
議
会
及
び
市
町
村
の
自
治
振
興
を

図
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
財
団
法
人
東
京
市
町

村
自
治
調
査
会
に
対
し
、
調
査
研
究
に
必
要
な
図

書
や
資
料
を
購
入
し
、
提
供
し
ま
し
た
。

②
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」（
本
誌
）

の
発
行

区
市
町
村
の
紹
介
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
区

市
町
村
の
情
報
誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は

し
」
を
三
月
に
発
行
し
、
区
市
町
村
な
ど
の
関
係
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東京都区市町村振興協会の活動状況

機
関
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

４
　
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
等
へ
の
資
金
助
成

（
一
）
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
対
す
る
助
成

都
内
六
二
市
区
町
村
が
東
京
の
緑
保
全
や
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
連
携
・

共
同
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
自
治
体
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
自
然
環
境
保
護
、
温
暖
化
防
止
対
策

を
推
進
す
る
事
業
資
金
と
し
て
、
総
額
二
億
一
、

八
〇
〇
万
円
を
東
京
都
市
長
会
、
特
別
区
長
会
及

び
東
京
都
町
村
会
に
助
成
す
る
こ
と
と
し
、
す
で

に
一
億
七
、
一
二
五
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
事
業
に
対
す

る
助
成

東
京
都
市
長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
は
、
多
摩

及
び
島
し
ょ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

様
々
な
感
動
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
共

同
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
総
額

二
億
八
、
九
〇
〇
万
円
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
、

す
で
に
二
億
四
、
一
〇
〇
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

（
三
）
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業
に

対
す
る
助
成

多
摩
地
域
二
六
市
四
町
村
、
島
し
ょ
九
町
村
の

各
種
広
域
連
携
活
動
の
立
ち
上
げ
及
び
活
性
化
を

促
し
、
多
摩
・
島
し
ょ
の
魅
力
を
高
め
る
東
京
都

市
長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
の
共
同
事
業
に
対

し
、
五
、
〇
五
〇
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

（
四
）
区
市
町
村
自
治
振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

区
市
町
村
の
自
治
振
興
の
た
め
の
資
金
と
し

て
、
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
及
び
財
団
法
人
東

京
市
町
村
自
治
調
査
会
に
対
し
、
調
査
研
究
等
に

必
要
な
資
金
を
毎
年
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
特
別
区
協
議
会
に
一
億
一
、
八
六

六
万
円
、
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
に
三
億
八
、

一
三
四
万
円
を
助
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
五
）
研
修
開
発
事
業
に
対
す
る
助
成

特
別
区
職
員
研
修
所
及
び
東
京
都
市
町
村
職
員

研
修
所
が
行
う
研
修
企
画
開
発
事
業
に
対
し
、
特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
及
び
東
京
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、
〇
〇
〇
万
円
の
開

発
経
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

（
六
）
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

東
京
都
と
北
京
市
と
の
友
好
都
市
提
携
の
締
結

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
区
市
町
村
と
北
京
市

「
区
・
県
」、
及
び
区
市
町
村
議
会
と
北
京
市
区
・

県
人
民
代
表
大
会
と
の
友
好
交
流
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る
相
互
の
表
敬
訪
問
・
招
待
に
対
し
、
そ
の

経
費
を
総
額
で
二
、
五
〇
〇
万
円
助
成
し
ま
し
た
。

５
　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
広
報
活
動

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
の
売
上
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
）
区
市
町
村
に
協
力
を
依
頼
し
て
行
っ
た
も
の

区
市
町
村
の
発
行
す
る
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載

及
び
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
全
区
市
町
村
に
依
頼
し

ま
し
た
。

（
二
）
当
協
会
が
独
自
で
行
っ
た
も
の

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、

西
武
線
、
京
王
・
井
の
頭
線
、
京
成
線
、
北
総

線
、
東
急
電
鉄
、
東
武
東
上
線
、
都
電
に
よ
る

電
車
中
吊
り
広
告
及
び
都
営
バ
ス
窓
上
広
告

②
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
東
京
、
日
経
、
産
経
、

都
政
新
報
及
び
機
関
誌
等
で
の
広
告
掲
載

以
上
が
平
成
二
一
年
度
の
主
な
実
施
事
業
で
す
。

○
平
成
二
二
年
度
の
事
業
計
画

区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
平
成
二
二
年

度
に
実
施
す
る
事
業
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
資
金
貸
付
事
業

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
交
付
金
（
市
区
町

村
拠
出
金
）
を
活
用
し
、
災
害
時
に
お
け
る
市
区

町
村
の
緊
急
対
策
事
業
や
災
害
防
止
対
策
事
業
、

あ
る
い
は
市
区
町
村
が
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
施

設
整
備
事
業
の
資
金
と
し
て
、
次
の
貸
付
を
行
い

ま
す
。

（
一
）
長
期
貸
付
事
業

①
貸
付
予
算
額
　
一
〇
〇
億
円

②
貸
付
条
件

ア
　
償
還
期
間

（
ア
）
五
年
以
内
（
据
置
期
間
一
年
以
内
　
半
年

賦
元
金
均
等
償
還
）

（
イ
）
一
〇
年
以
内
（
据
置
期
間
二
年
以
内
　
半

年
賦
元
金
均
等
償
還
）

（
ウ
）
一
五
年
以
内
（
据
置
期
間
三
年
以
内
　
半

年
賦
元
金
均
等
償
還
）

（
エ
）
二
〇
年
以
内
（
据
置
期
間
三
年
以
内
　
半

年
賦
元
金
均
等
償
還
）

イ
　
貸
付
利
率

償
還
期
間
に
応
じ
て
貸
付
日
の
財
務
省
の
財

政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
に
〇
・
三
を
乗
じ
て

得
ら
れ
た
率
を
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利

率
か
ら
マ
イ
ナ
ス
し
て
得
ら
れ
た
率
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（
四
）
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
に
対
す
る
助

成○
行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
と
し

て
求
め
ら
れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等

の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
研
修
事
業
へ

の
助
成

助
成
団
体
は
、
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
、

東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合

（
五
）
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

○
区
・
市
・
町
村
長
会
と
北
京
市
区
・
県
、
及
び

区
・
市
・
町
村
議
会
議
長
会
と
北
京
区
・
県
人

民
代
表
大
会
と
の
友
好
交
流
事
業
へ
の
助
成

助
成
団
体
は
、
三
団
体
及
び
特
別
区
議
会
議
長
会
、

東
京
都
市
議
会
議
長
会
、
東
京
都
町
村
議
会
議
長

会
４
　
区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
広

報
誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
を
年
一

回
発
行
し
、
六
二
区
市
町
村
に
配
布
し
ま
す
。

以
上
が
平
成
二
二
年
度
の
主
な
計
画
で
す
。

３
　
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

（
一
）
東
京
二
三
区
三
九
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行

政
区
域
を
越
え
て
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業

に
対
す
る
助
成

①
家
具
転
倒
防
止
器
具
助
成
事
業

②
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

③
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
力
向
上
事
業
助
成
事
業

助
成
団
体
は
、
東
京
都
市
長
会
、
東
京
都
町
村
会

（
二
）
六
二
区
市
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
行
う
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
に
対
す
る
助
成

○
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
へ
の
助
成

助
成
団
体
は
三
団
体

（
三
）
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行

う
区
市
町
村
振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
二
三
区
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
及

び
普
及
啓
発
事
業
へ
の
助
成

②
東
京
都
三
九
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研

究
及
び
普
及
啓
発
事
業
へ
の
助
成

助
成
団
体
は
、（
財
）特
別
区
協
議
会
、（
財
）東
京

市
町
村
自
治
調
査
会

③
貸
付
日
　
平
成
二
二
年
五
月
二
〇
日
（
予
定
）

（
二
）
短
期
貸
付
事
業

①
貸
付
予
算
額
　
六
〇
億
円

②
貸
付
条
件

ア
　
貸
付
期
間

三
月
以
上
で
、
同
一
会
計
年
度
の
三
月
二
五

日
ま
で
の
金
融
機
関
営
業
日
に
全
額
償
還

イ
　
貸
付
利
率

貸
付
日
の
財
務
省
の
財
政
融
資
資
金
の
満
期

一
括
償
還
五
年
以
内
の
利
率
に
〇
・
五
を
乗
じ

て
得
ら
れ
た
率
を
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付

利
率
か
ら
マ
イ
ナ
ス
し
て
得
ら
れ
た
率

③
貸
付
日

平
成
二
二
年
四
月
、
七
月
、
一
〇
月
の
各
一

日
及
び
平
成
二
三
年
一
月
四
日

２
　
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
）
交
付
金
の
交
付
事
業

平
成
二
二
年
度
発
売
に
伴
う
収
益
に
係
る
東
京

都
交
付
金
を
均
等
割
五
〇
％
、
人
口
割
五
〇
％
の

割
合
で
全
区
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。
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○平成22年度の予算概要
平成22年度の予算の概要は、次のとおりである。

１　一般会計 単位：千円

２　基金特別会計 単位：千円

（注）納付金支出は、平成22年度から一般会計管理費に組み替えている。

区　　分 22年度予算 21年度予算 増△減額

Ⅰ　事業活動収支の部

収
入
の
部

事業活動収入
　基本財産運用収入 700 700 0
　交付金等収入 1,721,950 1,831,950 △ 110,000
　返還金等収入 1 1 0
　雑収入 114 14 100
　基金特別会計繰入金収入 1,227,638 774,482 453,156
　　　計（a） 2,950,403 2,607,147 343,256

支
出
の
部

事業活動支出
　事業費支出 2,511,705 2,635,342 △ 123,637
　管理費支出 498,204 23,943 474,261
　　　計（b） 3,009,909 2,659,285 350,624
事業活動収支差額
　　　A（a－b） △ 59,506 △ 52,138 △ 7,368

Ⅱ　投資活動収支の部　B 0 0 0
Ⅲ　財務活動収支の部　C 0 0 0
Ⅳ　予備費支出　　　　D 8,500 8,500 0
当期収支差額（A+B+C－D） △ 68,006 △ 60,638 △ 7,368
前期繰越収支差額 68,006 60,638 7,368
次期繰越収支差額 0 0 0

区　　分 22年度予算 21年度予算 増△減額
Ⅰ　事業活動収支の部

収
入
の
部

事業活動収入
　特定資産運用収入 761,638 774,482 △ 12,844
　事業収入 11,507,244 10,904,950 602,294
　交付金等収入 4,663,000 4,515,000 148,000
　返還金等収入 0 1 △ 1
　　　計（a） 16,931,882 16,194,433 737,449

支
出
の
部

事業活動支出
　事業費支出 17,022,024 17,019,500 2,524
　納付金支出 0 451,500 △ 451,500
　一般会計繰入金支出 1,227,638 774,482 453,156
　　　計（b） 18,249,662 18,245,482 4,180
事業活動収支差額
　　　A（a－b） △ 1,317,780 △ 2,051,049 733,269

Ⅱ　投資活動収支の部
投資活動収入
　特定資産取崩収入 17,022,024 17,019,500 2,524
投資活動支出
　特定資産積立支出 15,704,244 14,968,451 735,793
投資活動収支差額　 B 1,317,780 2,051,049 △ 733,269

Ⅲ　財務活動収支の部　C 0 0 0
Ⅳ　予備費支出　　　　D 0 0 0
当期収支差額（A+B+C－D） 0 0 0
前期繰越収支差額 0 0 0
次期繰越収支差額 0 0 0



編

集

後

記

平
成
二
十
一
年
八
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
政

権
交
代
に
よ
り
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
国
民
の
間

に
広
が
る

塞
感
や
将
来
不
安
に
よ
る
現
状
を
変
え
た
い
と

い
う
思
い
の
結
果
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
状
を
変
え
る
べ
く
、
公
共
工
事
の
見
直
し
、
事
業
仕
分

け
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
、
公
立
高
校
授
業
料
無
償
化
、
就

労
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
等
、
様
々
な
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
果
た
し
て
・
・
・

今
回
の
グ
ラ
ビ
ア
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
昭

和
五
十
年
頃
の
日
本
人
の
食
生
活
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、

炭
水
化
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る

理
想
的
な
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
偏
っ
た
食
生
活
に
よ
り
、
肥
満
や
糖

尿
病
等
が
若
い
世
代
に
ま
で
広
が
り
、
食
生
活
の
改
善
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
現
状
と
し
て
は
、
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ

る
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
現
状
を
打
破
す
る

た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
。

地
方
主
権
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
民
主
党
政
権

の
今
こ
そ
絶
好
の
好
機
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
で
す
が
・
・
・

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
な
か
、
快
く
掲
載
記

事
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
様
、
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
今い

ま

井い

エ
リ
カ

え

り

か

（
22
歳
）

在

住

地：

東
京
都

趣
　
　
味：

旅
行

得
意
な
ス
ポ
ー
ツ：

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

抱
　
　
負：

宝
く
じ
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
宝
く
じ
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
笑
顔
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

宝
く
じ

幸
運
の
女
神
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